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はじめに

環境省では、環境中の化学物質等が子どもの健康に与える影響を明らかにし、「子どもたちが安心して健やかに育

つ環境をつくる」ために、2010年度から全国の約10万組の親子の皆様にご参加いただき、「子どもの健康と環境に

関する全国調査（エコチル調査）」を行っています。

エコチル調査は、国際的にも大規模な追跡調査で、子どもの健康と化学物質との関係に着目した世界でも類を見な

い取組であり、研究成果の報告が着実に増えているところです。

このような研究成果について正しい理解を促すため、2019年度から「地域の子育て世代との対話事業」(対話事業）

を行うことといたしました。

この対話事業では、子育て世代同士や医療、行政、教育関係者、市民の方、事業者等が、化学物質のリスク等につい

て対話を行い、寄り添い支え合う環境をつくる、いわゆるリスクコミュニケーションを行うことにより、化学物質のリ

スクと上手に向き合うことが可能となる社会を目指しており、エコチル調査や研究成果の内容をわかりやすくお伝え

する資料の作成や、「対話の実践」などを行っています。

「対話の実践」は、専門家・研究者の方々を講師としてお迎えし、参加者同士、また講師との対話を通じて、エコチル

調査や化学物質について理解を深めていただく機会として、2022年度までに20か所で行ってきました。

本事例集は、これまでの「対話の実践」を基に、エコチル調査に関する効果的な対話の方法を整理するとともに、20

か所の「対話の実践」の概要を事例集として取りまとめたものです。

対話を実践されるサイエンスコミュニケーターの皆様や、エコチル調査や化学物質等に関心のある教育関係者の皆様、

エコチル調査の関係者の方々などに幅広く活用いただき、多くの方が化学物質のリスクと上手に向き合うための一

助としていただければ幸いです。

※2022年6月初版公表

『「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」に関する効果的な対話の実践に向けた事例集』

※2023年４月第2版公表（初版に2022年度の事例を追加。資料名をより内容に即した名称に変更。）

『「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」に関する効果的な対話の実践に向けたデザインブック～企画・実践方法と事例～』

環境省大臣官房環境保健部環境安全課環境リスク評価室



本事例集は、以下の３部構成となっています。

1. 対話の企画の概要

2. エコチル調査対話の事例集

3. 参考資料

本事例集の構成

○ 「１．対話の企画の概要」では、対話を実践される方がどのように企画し、準備を進

めていくかについて整理し、記載しています。それぞれの進捗段階で必要な事項を

参照していただき、ご活用ください。

○ 「２．エコチル調査対話の事例集」では、2022年度までに開催した全ての対話の実

践（概要）を記載しています。

○ 「３．参考資料」では、対話の内容をレポート形式にし、当日の説明内容や参加者の

方からいただいた意見などをまとめております。対話事業の内容を具体的に知り

たい場合にご活用ください。
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対話の企画・準備段階に応じて該当ページをご覧ください。

対話事業の趣旨を知りたい場合

（1）エコチル調査における「対話」の意味

対話事業の開催を検討している場合

（2）基本的な方針

P.0３ へ

P.0４ へ

P.0５ へ

対話事業の進め方を知りたい場合

（3）企画のフロー

対話事業の対象者を決める場合

（4）対象別のコミュニケーション目的（例）

活用できるツール等

（5）対話企画のためのチェックリスト
（6）参加者公募用フライヤー（例）
（7）事後アンケート（例）

P.0６ へ

P.0７ へ

1． 対話の企画の概要



1． 対話の企画の概要

（1）エコチル調査における「対話」の意味

3

エコチル調査では、環境中の化学物質等が子どもの健康に与える影響を明らかにし、「子ども
たちが安心して健やかに育つ環境をつくる」ために、科学的に研究を進めてきました。調査開
始から10年以上経過し、多くの研究成果が公表されています。これらの成果は、化学物質と
の関連が示唆されるもの、関連のないことが示唆されるものなど、様々です。今後も調査は継
続され、様々な分析がすすめられますので、これから解明されることも多くあります。

研究成果等から得られた健康と化学物質との関連性、化学物質のリスクとベネフィットに対し
て、どのような疑問や関心を抱くのか。またそれらをどのように考え、生活に反映させていく
のか。これについてはそれぞれの立場でいろいろな考え方があります。

エコチル調査において「対話する意味」とは、『さまざまな立場の人々（※）が、エコチル調査の
研究成果等を通じて、情報、意見や疑問を出し合い、共に考えることにより、お互いの考えや
関心を相互に理解し、信頼関係を構築し、どのような行動をとっていくのか考え実行していく
こと』 と捉えられます。対話という形をとることによって、リスクを削減するなど化学物質と
の向き合い方を能動的に考えることにつながり、エコチル調査の成果が円滑に社会還元され、
子どもたちが安心して育つ環境づくりにつながっていくと考えます。

（※）子育て世代を中心とする市民と、その関係者（医療や保健、保育、教育、企業、行政等）、エコチル調査
の研究者関係者、環境カウンセラーや化学物質アドバイザー等化学物質に関する専門家等



1． 対話の企画の概要

（2） 基本的な方針
（１）を図式化すると、以下のようになります。双方向の対話（①～③）を繰り返し、
子育ての当事者及び関係者等と研究者等のお互いの考えや関心を相互に理解し、
信頼関係を構築していく（④）というサイクルを意識するとよいでしょう。

研究者（エコチル調査
実施主体）・専門家等

子育て世代（親、家族）
市民、子育て関係者

医療や保健・
保育・教育・企業・

行政関係者等

①

②

③

⑤エコチル調査の成果が、円滑に、広範な分野や
場面、生活の中で活用（社会還元）される可能性
の高まり・子どもたちが安心して育つ環境づくり

④信頼の構築

① 正しい情報を丁寧に
(わかっていること／
わかっていないこと
を) 伝える

② 意見・疑問を伝える
③ 寄せられた意見・疑問

に答えるとともに、互
いの考えや関心を相
互に理解し、信頼を得
ていく→①に戻る

①～③の繰り返し

対話
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1． 対話の企画の概要

（3） 企画のフロー
主なプレーヤー

エコチル調査に関する
対話をしたい

対象者の特徴・対話の目的・
提供する話題の設定

講師・協力者の巻き込み

対話の企画打合せ・
ディスカッション

対話の実施

対話の振り返り

対話の実施者

対話の実施者

対話の実施者

対話の実施者

講師・協力者

対話の実施者

講師・協力者

対話の実施者

講師・協力者

対象者： 市民／親（現役）／親（予備軍）／研究者
（大学、企業の研究開発部門など）／企業（子育て
支援関係、食品関係など）／・・・
対話の目的： サイエンス・コミュニケーションの一
般論で言えば、関心喚起・楽しみ／教育・啓発・行動
変容／信頼醸成・相互理解／期待や懸念等の論点
可視化／解決策の探索・未来ビジョン形成／回復・
和解 などが挙げられます。2)

提供する話題： 対象者の特徴と、対話の目的に応
じて具体化します。

➡ p.6

エコチル調査関係者のみでは、対話の目的が達成
できない場合もあるため、適宜、適切な講師と協力
者の力を借りる必要があります。
例： 妊娠中や出産後の心の健康をテーマにしたい
ため、産婦人科医や、復職支援を業務とする事業
者に講師役を打診する ／ 親の予備軍としての
大学生を対話の対象としたいため、学内の講義や
ゼミとコラボできないか、知り合いの大学教員に
協力を仰ぐ など。

➡ p.12～17

対話の基本的な流れはどれも共通。（①エコチル調
査の説明→②エコチル調査関係者からの話題提供
→③グループワーク／質疑応答）
対象者の特徴や対話の目的に照らし、どのような
「関心の接点」があり得るかを想定しながら、②と
③の詳細を、議論しながら詰めていきます。

➡ p.18～
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1． 対話の企画の概要

（4） 対象別のコミュニケーション目的（例）

以下が全てではありませんが、エコチル調査に係る対話の企画の参考として、対
象別のコミュニケーション目的等を例示します。

研究者・企業・専門家等
（研究テーマに関心）

現役
(毎日の生活が優先)

将来
(未来の自分ごと)

エコチル調査参加者

親

保育園・幼稚園・学校等
子育て支援関係者
（研究結果に関心）

エコチル調査の
認知あり

エコチル調査の
認知なし

市民

対象とする層 主な目的 対話形式（例）

○エコチル調査の理念に対する理解・共感の獲得
○関心や問題意識の喚起

サイエンスカフェ

子育てイベントとの
タイアップ

○子育てに関する懸念・疑問の可視化
○信頼できる情報の探索行動の定着

学校・保育園等との
タイアップ

学校の授業の活用

○エコチル調査の関与者の拡大
○データの共有・研究の生産性向上

参加者公募による
勉強会

○エコチル調査の理念に対する理解・共感の獲得
○子育てに関する懸念・疑問の可視化
○信頼できる情報の探索行動の定着

研修

○コホートの維持
エコチル調査イベント

の機会活用

主な内容

○エコチル調査が問
題と捉えているこ
と、その理由、調
査結果が将来の
政策や対策にど
のように活用され
るか

○科学リテラシー／
社会リテラシー

具体的なデータ、
分析内容・方法

○エコチル調査が問題と
捉えていること、その
理由、調査結果が将
来の政策や対策にど
のように活用される
か

○科学リテラシー／社会
リテラシー

知
識
・情
報
の
共
有

／

「市
民
が
知
り
た
い
こ
と
」の
明
確
化
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1． 対話の企画の概要

（5） 対話企画のためのチェックリスト

エコチル調査に関する
対話をしたい

対象者の特徴・対話の目的・
提供する話題の設定

講師・協力者の巻き込み

対話の企画打合せ・
ディスカッション

対話の実施

対話の振り返り

（３）との対応

参加者（対話の対象）から学ぼうとする意欲と、取組を楽しみつつ責任をもってやり切ろう
とする意思を持つ担当者を決める。
参加者（対話の対象）を誰にするか、その目的は何か、どのような内容にするか、どのよう
な形式にするか、について明確する。（★）【➡p.6】
準備や実施にかかる経費（会場費、講師や協力者への謝金など）の見積もりを行う。その経
費が確保できるか、また、使用できる財源は明確かを確認する。

内容にふさわしい講師、ゲスト、司会、協力者（大学内の地域連携組織、サイエンスコミュニ
ケーションの専門家、対話内容と関連する業界団体やNPOなど）を選定し、趣旨（＝★）を
説明して、協力を取り付ける。 【➡p.12～】

実施日時を決定する。参加者が参加しやすい時期・曜日・時間・長さとする。
実施場所を決定する。参加者が参加しやすい／したいと思う場所とする。
当日の内容と進行表について、講師、ゲスト、司会、協力者で、各々の希望をすり合わせる。
この際、最低限、①グループワークや質疑応答における問い掛け【➡p.18～】、②対話後に
計測したい評価指標（主に事後アンケート項目）【➡p.10・11】については、合意を図る。
当日のスタッフを確保する。記録、カメラ、グループワークのファシリテータ（グループあた
り1名）、機材操作、受付・会場との折衝、安全管理（子どもが参加する場合）など。
参加者を公募する場合は、募集の広報を２週間前までに開始する。【➡p.8・9】
司会は進行資料、講師は講義資料を作成し、共有する。
当日の記録【➡参考資料】について、公表の有無、有の場合の範囲を事前に共有する。また
公表に備え、当日資料内で使用している図や文章等の著作権の所在を確認しておく。

実施側関係者（講師、ゲスト、司会、協力者）、参加者へのリマインドを行う。
必要な物品（参加者がリラックスできるグッズ＜お菓子やお茶＞、プロジェクター、印刷資
料、グループワークの備品＜ポストイット、模造紙、ペンなど＞）を調達・準備する。
記録（写真含む）を忘れないようにする。参加者に、公表の有無、公表の範囲を伝達する。
アンケート【➡p.10・11】の配布、回収。
できるだけ当日中に、メール等により、実施側関係者、参加者への御礼を行う。

講師謝金、会場費、飲食費などの経費精算を行う。
Web、メール等により、実施報告を行う。（実施側関係者は必須、参加者は可能な範囲）

フェーズ

キックオフ
（～4か月前メド）

企画
（4か月前～

２週間前メド）

数日前～当日

事後
（～2週間後）

チェクリスト（18項目）

参考）北海道大学リスコミ職能教育プロジェクト「食と農のリスクコミュニケーション ハンドブック」 https://lab.agr.hokudai.ac.jp/voedtonfrc/handbook を参考に、過去の対話実践の知見を合わせて三菱総合研究所作成
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サイエンスカフェ＠オンライン
子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす
―環境省「エコチル調査」を活用した環境のデザイン

環境省では、約10万組の親子の皆様に参加いただいている大規模な疫学調査「子どもの健
康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」を2011年から実施しています。この調査は、参
加者の皆様から提供いただいた血液や尿などの試料を分析するとともに、質問票などにより追跡
調査を行っているもので、環境要因が子どもの健康に与える影響を明らかにすることを目的とした
調査です。○○大学も、この調査に協力しています。
（参考：https://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.html）

今回実施するサイエンスカフェでは、エコチル調査で分かってきたこと、特に○○○○や
○○○○に関することなどの調査成果について、一般の皆さまと、エコチル調査に携わる○○大
学の研究者、母子保健の専門家、環境省職員等との対話を行います。

会場：
○○○○○/○

202X年
○ 00:00～ 00:00

講師 ゲスト

サイエンスカフェの申込方法等について

申込方法：
裏面の「個人情報のお取り扱いについて」に同意の上、①ご所属（任意）、②お名前（必須）、
③メールアドレス（必須）を記載のうえ、事務局宛のE-Mail （ xxxx@xxxx ）に
お申込みください。開催日が近づきましたら、開催案内（ ※オンラインの場合「配信用のURL」 ）
をお送りいたします。また、緊急の場合は、③にご連絡をさせて頂く場合がありますので、ご了承くださ
い。

○○ ○○
○○大学○○学部 ○○講座 ○○

専門は○○、○○、○○。
○○○○○を研究中。写真 写真

○○ ○○
○○大学○○学部 ○○講座 ○○

専門は○○、○○、○○。
○○○○○を研究中。

1． 対話の企画の概要

（6） 参加者公募用
フライヤー（例）

参加者公募する場合、可能
な限り「参加しやすい日時」
（例：週末、平日の18時以降
など）、「寄ってみたくなる
場所」（大学内の施設、書店、
カフェなど）を設定します。
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サイエンスカフェとは？

サイエンスカフェとは、科学技術の分野で従来から行われている講演会、シンポジウムとは異なり、
科学の専門家と一般の人々が、カフェなどの比較的小規模な場所でコーヒーを飲みながら、科学につ
いて気軽に語り合う場を作ろうという試みです。「科学って難しそう…」「国の調査なんて自分にわかる
のかな？」という方に対してもわかりやすく、専門家がご説明いたします！
（http://www.scj.go.jp/ja/event/cafe.html）

個人情報のお取り扱いについて

① ご記入いただく個人情報は、○○○○（※主催組織名）の個人情報の取り扱いに準拠し、本
サイエンスカフェの運営管理に限定して利用させていただきます。

② ご記入いただきました個人情報は、必要なセキュリティ対策を講じ、厳重に管理致します。
③ ご記入いただきました個人情報は、①の利用目的の範囲内で、当主催者である環境省大臣官

房環境保健部 環境リスク評価室に提供致します。

【個人情報の取扱いに関するご連絡先、苦情・相談窓口】
※開示、訂正、利用停止等のお申し出は、下記窓口までご連絡ください。
○○○○（※主催組織名） ○○部 電話：00-0000-0000
URL：https://www.xxxx

【弊社の個人情報保護管理者】
○○○○（※主催組織名） △△（※役職） □□□□（※氏名）
電話：00-0000-0000

【お問合せ】
弊社の「個人情報保護方針」「個人情報のお取扱いについて」をご覧になりたい方は
https://www.xxxx をご覧下さい。

https://www.env.go.jp/chemi/ceh/index.htmlエコチル調査の

詳細はこちら
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1． 対話の企画の概要

（7） 事後アンケート
（例）

全体的な好感度、プログ
ラム別の好感度、運営上
の課題の有無（難易度、時
間配分等）などを把握し、
今後の対話イベントの設
計に活用します。
あまり複雑なアンケート
にしてしまうと、回収率が
低下します。

10
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2．エコチル調査対話の事例集

【事例1】 子育て支援関係者／子育て中の親向け（熊本県天草市）
【事例2】 子育て支援関係者（保健師等）向け（茨城県つくば市）
【事例3】 子育て中の親向け（熊本県天草市）
【事例4】 大学院生向け（新潟県新潟市）
【事例5】 子育て支援関係者（幼稚園副園長）向け（滋賀県長浜市）
【事例6】 市民向け（東京都江東区）
【事例7】 子育て支援関係者（保健師）向け（茨城県守谷市）
【事例8】 市民向け（東京都江東区）
【事例9】 市民向け（茨城県つくば市）
【事例10】 子育て支援者（保健師）向け（東京都国分寺市）
【事例11】 大学院生向け（新潟県新潟市）
【事例12】 市民／社会人向け（福岡県福岡市）
【事例13】 大学生向け（神奈川県藤沢市）
【事例14】 大学院生向け（新潟県新潟市）
【事例15】 市民／大学教職員向け（鳥取県鳥取市／全国オンライン）
【事例16】 企業（出産・育児）向け（オンライン）
【事例17】 企業（食品）向け（東京都港区／ハイブリッド）
【事例１８】 大学院生向け（新潟県新潟市）
【事例１９】 大学院生、保健・教育関係者向け（高知県高知市）
【事例２０】 子育て支援関係者（小学校教員）向け（東京都中野区）

12



＜図の注釈＞

※１ 講師・エコチル調査関係者が直近の話題を教えていた
だく

※２ 環境リスクに関する正しい情報収集の仕方や重要性を
理解してもらうこと

※３ 調査結果を今後さまざまな研究や対策につなげること
の重要性を理解してもらうこと

目的対象

デ
ー
タ
の
共
有
・研
究
の
生
産
性
向
上

※

3

信
頼
で
き
る
情
報
探
索
行
動
の
定
着

※

2

子
育
て
に
関
す
る
疑
念
・
疑
問
の
可
視
化

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
・
不
安
等

政
策
の
普
及

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
の
把
握

※

１

研
究
動
向
の
理
解

エ
コ
チ
ル
調
査
の
研
究
内
容
の
理
解

エ
コ
チ
ル
調
査
に
関
わ
り
の
あ
る
方
の
拡
大

調
査
理
念
の
理
解
・
共
感

エ
コ
チ
ル
調
査
の
名
称
お
よ
び
理
念
の
普
及

企
業

大
学
生
・
大
学
院
生

子
育
て
支
援
関
係
者
（
教
育
関
係
者
）

子
育
て
支
援
関
係
者
（
保
健
師
等
）

市
民
（
子
育
て
中
の
親
）

市
民

〇〇〇〇〇事例1

〇〇〇〇事例2

〇〇〇事例3

〇〇〇〇事例4

〇〇〇〇事例5

〇〇〇〇事例6

〇〇〇〇事例7

〇〇〇〇事例8

〇〇〇〇事例9

〇〇〇〇事例10

〇〇〇〇〇事例11

〇〇〇〇〇〇事例12

〇〇〇〇〇事例13

〇〇〇〇〇事例14

〇〇〇〇〇〇事例15

〇〇〇事例16

〇〇〇事例17

〇〇〇〇事例18

〇〇〇〇〇〇事例19

〇〇〇事例20

対話を企画する際に、目的や対象から

事例を検索できます。

2． エコチル調査対話の事例集

事例集マトリクス図
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主な特徴提供した話題講師・協力者対象層〈人数〉開催地事例

エコチル調査に関する概要説明と、
子育て支援者にとってすぐに役立
つアレルギーに関するトリビア情報
（エコチル調査の成果と直接関連し
ない情報）の提供とを組み合わせ。

赤ちゃんからできる
スキンケアと食物ア
レルギー対策

小児科医（講）
熊本SUC（講）
子育て支援NPO（協）

子育て支援関係者
子育て中の親

〈11名〉

熊本県天草市
（2019/11/18）

1

エコチル調査に関する概要説明と、
子育て支援者が現場で接している
親御さんの不安を共有するグルー
プワークとを組み合わせ。

エコチル調査の概要
と成果の紹介

コアセンター（講）

国立環境研究所、対話オ
フィス（講）
つくば市役所（協）

子育て支援関係者
（保健師等）

〈14名〉

茨城県つくば市
（2019/12/4）

2

地域の子育てフェスティバルに
ブース出展を行う形式で実施。子
どもが楽しめるアトラクション（す
ごろく、しおり作り）も出店した。

（1対1の対話・傾聴）
熊本SUC（聞き手）
子育て支援NPO（協）

子育て中の親
〈70名〉

熊本県天草市
（2019/12/8）

3

大学院生にエコチル調査論文の概
要を読んでもらい、エコチル調査の
成果を社会に役立てていくために
何が必要となるかを議論しても
らった。

エコチル調査の進捗
について

エコチル調査対話検討会
座長（講）
新潟大学大学院（協）

大学院生
〈34名〉

新潟県新潟市
（2019/12/12）

4

教育委員会の協力を得て開催。紫
外線に関するわかりやすい情報提
供と、業務上の具体的な悩みに答
える質疑応答が高い評判を得た。

ビタミンD不足とア
レルギー症状の関連

京都UC（講）
長浜市教育委員会（協）
健康づくりNPO（協）

子育て支援関係者
（幼稚園副園長）

〈20名〉

滋賀県長浜市
（2020/1/14）

5

公募のため集客に苦労。まだ子育
てに縁のない層が集まったことか
ら、エコチル調査より「エビデンスレ
ベル」の話への関心が高かった。

科学的根拠―エビデ
ンスとは？

エコチル調査の成果
の紹介

メディカルサポートセン
ター（講）
日本科学未来館（協・講）

市民
〈5名〉

東京都江東区
（2020/1/16）

6

2． エコチル調査対話の事例集

対話事例のリスト（1/４）
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主な特徴提供した話題講師・協力者対象層〈人数〉開催地事例

保健師向け勉強会の形式。グルー
プワークでは全5テーブルに国環研

／環境省が着座、専門家と参加者
との距離が非常に近い会となった。

研究成果の紹介

コアセンター（講）

国立環境研究所、同対話
オフィス（講）
守谷市役所（協）

子育て支援関係者
（保健師）
〈16名〉

茨城県守谷市
（2020/1/23）

7

公募かつ午前中開催のため集客に
苦労。一方で研究成果の理解／活
用のあり方に力点を置いた講義が
受講者の関心とマッチした。

エコチル調査の調査
結果に関して―出生
体重を例に

メディカルサポートセン
ター（講）

エコチル調査対話検討会
座長（講）
日本科学未来館（協）

市民
〈7名〉

東京都江東区
（2020/1/30）

8

子育て支援総合センターでお子様
連れ可の形式で実施。告知を見て
ご参加頂いた親御さんはアレル
ギーについて不安を持つ方が中心。

調査研究からわかっ
たことを実生活に活
用しよう～子どもの
アレルギー～

メディカルサポートセン
ター（講）
つくば市役所（協）

市民
〈9名〉

茨城県つくば市
（2020/2/8）

9

資料は専門的な内容だったが少人
数の小さいテーブルでの実施と
なったことから質問がし易く、講師
による詳細な補足が可能であった。

エコチル調査の調査
結果に関して―出生
体重を例に

メディカルサポートセン
ター（講）
国分寺市役所（協）

子育て支援関係者
（保健師）

〈4名〉

東京都国分寺市
（2020/2/13）

10

大学院生に、エコチル調査研究者
の講義を聞いてもらい、研究成果
を社会にどう役立てることができ
るかについて議論してもらった。

ビタミンD不足とア
レルギー症状の関連

京都UC（講）

エコチル調査対話検討会
座長（講）
新潟大学大学院（協）

大学院生
〈13名〉

新潟県新潟市
（2020/12/16）

11

多様な企業や自治体にお勤めの方、
研究者が多く、職場での活動に絡
めた多くの未来志向的な問いかけ
を得ることができた点が特徴。

健康な環境のデザイ
ン：私が変わる？社
会が変わる？

コアセンター（講）
九州大学大学院（協）

市民・企業人等
〈22名〉

福岡県福岡市
（全国オンライン）

（2021/1/23）
12

2． エコチル調査対話の事例集

対話事例のリスト（2/４）
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主な特徴提供した話題講師・協力者対象層〈人数〉開催地事例

政策デザインに関心の高い専攻学
部の大学生を対象とし、エコチル調
査の成果を社会にどう役立ててい
くかという観点で議論を行った。

「子どもの健康と環
境に関する全国調
査（エコチル調査）」
を活用した環境のデ
ザイン

コアセンター（講）
産婦人科医（講）
YouTube専門家（講）
慶應義塾大学（協）

大学生
〈12名〉

神奈川県藤沢市
（ハイブリッド）
（2021/11/25）

13

参加者のバックグラウンドが多様
だったことから、情報のリテラシー
に焦点を当て、「“安心”とはどうい
う状態か」をテーマに議論を行った。

子どもの健やかな成
長と科学的知識の
活用－「安心」につ
いて考える－

エコチル調査対話検討会
座長（講）

国立環境研究所対話オ
フィス（講）
新潟大学大学院（協）

大学院生
〈17名〉

新潟県新潟市
（ハイブリッド）
（2021/12/17）

14

「睡眠」や「愛情ホルモン」など親し
みやすいテーマを選定。講師にはエ
コチル調査以外からも幅広く関連
情報を収集・補足して頂き、聴衆の
関心を惹きつけることに成功。

睡眠と子どもの発達

鳥取UC（講）

国立成育医療研究セン
ター（講）
小児科医（講）

鳥取大学コミュニティ・デ
ザイン・ラボ（協）

市民、大学教職員
〈18名〉

鳥取県鳥取市
（オンライン）
（2022/1/21）

15

初の企業との対話。企業関係者は
対話の中で自身／自社の専門領域
と関係がありそうな部分を探索し、
対話の意義を自ら見つけ出そうと
する積極性があるという気づきを
得た。

疫学調査結果の読
み解き方の留意点
とエコチル調査の成
果の紹介

エコチル調査におけ
る遺伝子解析研究
の位置付け

コアセンター（講）

メディカルサポートセン
ター（講）
育児支援企業（講）
妊産婦支援NPO（協）

企業（出産・育児）
〈5名〉

全国オンライン
（2022/1/28）

16

対話を通じて、食品企業は全国民
にリーチし得る強力なインフルエン
サーであることを改めて認識。今
後の協力のあり方について前向き
な議論ができた。

エコチル調査に関す
る情報の発信・受信
の留意点

エコチル調査対話検討会
座長（講）
コアセンター（講）

一般財団法人食品産業セ
ンター（協）

企業（食品）
〈13名〉

東京都港区
（ハイブリッド）
（2022/2/24）

17

2． エコチル調査対話の事例集

対話事例のリスト（3/４）
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主な特徴提供した話題講師・協力者対象層〈人数〉開催地事例

食品安全の仕組やリスク評価等に
関心のある大学院生を対象とし、
エコチル調査の成果を社会にどう
役立てていくかという観点で議論
を行った。

エコチル調査の中心
仮設の研究成果一
覧

エコチル対話検討会座長
（講）
コアセンター（講）
新潟大学大学院（協）

大学院生
〈19名〉

新潟県新潟市
（ハイブリッド）
（2022/12/7）

18 

エコチル調査研究者の講義や小児
科医の遺伝素因・環境要因の観点
からの調査に対する期待などを聞
いていただき、エコチル調査の意
義や重要性を理解していただいた。

子どもの健やかな成
長に科学的知識を
活かす―環境省「エ

コチル調査」を活用
した環境のデザイン

小児科医（講）
高知UC（協・講）

大学院生、保健・教育
関係者等
〈26名〉

高知県高知市
（ハイブリッド）

（2023/2/4）
19 

事前に小学校教員の方にヒアリン
グをし、学校教育現場で子どもの
健康について気になる話題から、
エコチル調査に関連するものを選
定。学校教育で研究成果をどのよ
うに活かすことができるか、アイデ
ア交換を実施していただいた。

エコチル調査の成果
の紹介

アレルギー関連およ
びICT関連と子ども
の成長のお話

メディカルサポートセン
ター（講）
甲信UC（講）

子育て支援関係者及
び教育関係者

（保育関係者、小学校
教員等）
〈7名〉

東京都中野区
（2023/3/2）

20 

2． エコチル調査対話の事例集

対話事例のリスト（4/4）
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例1】子育て支援関係者／子育て中の親向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て支援関係者／子育て中の親対象層熊本県天草市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
アレルギーに関する研究動向について知って頂く（→参加者）
子育てにおいて気になっていることを教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： 小児科医、熊本SUC
協力： 子育て支援NPO

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

10：30 全員 アイスブレイク

10：35 環境省／
三菱総合研究所

イントロダクション：

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

10：55 熊本医療センター 話題提供：
赤ちゃんからできるスキンケアと食物アレルギー対策

11：15 全員 クロストーク（質疑応答）

11：20 ー （休憩）

11：25 参加者の皆さま グループワーク：
※ とある“耳寄りな情報” （例：「○○が発育に効果がある」と

いう噂）に触れた際、どのように受け止め、解釈すればよいか
について話し合います。

11：50 ご参加の先生方 講師の先生方とディスカッションをします。

12：00 ー まとめ・閉会 18



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年10月２日
講師よりご協力フィールドの紹介

2019年10月２日～ 講師・ご協力フィールドとの調整

～2019年11月14日 詳細設計

2019年11月18日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・協力主体による広報（誌面等）ご協力

〔工夫とねらい〕
・主に「アレルギー」をキーワードに関心の接点を持

つようにする。

〔実施概要〕
・参加者11名、講師２名、司会１名、スタッフ２名、環

境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

エコチル調査に関する概要（実施内容や目標）の説明と、子育て支援者にとって
すぐに役立つアレルギーに関するトリビア情報（エコチル調査の成果と直接関連
しない情報）の提供とを組み合わせた場とした。

〔参加者からの声のまとめ〕

・洗剤など、子どものために使用していた日用品が心配になった。
・親切に話を聞いてくれて良い時間を過ごせた。
・子どもたちのために熱心に取り組んでいる研究者がいること、成果の普及活

動をしてくれることなどを知ることができた。
・親同士の対話は、お互いに悩みの解消に繋がる。
・昔の当たり前と、今分かっていることは違うのだろうと感じた。

〔実施者による振り返り〕

★ウェブサイトでの情報発信を見据え
た資料調整：
講師からの話題提供は好評（88％が良
かったと回答）であり、学会誌など多様
なソースから、客観的かつ科学的な情
報が適材適所で紹介されていた。一方
で、これらスライド資料に掲載されてい
る情報については、今後のウェブサイト
整備・情報発信を見据えて、早めに著作
権等の確認・公表に向けた調整を行っ
ておくことが必要と考えられた。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例2】子育て支援関係者（保健師等）向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て支援関係者（保健師等）対象層茨城県つくば市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
「エコチル調査」の研究内容について知って頂く（→参加者）
現場における最近のトピックを教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： コアセンター、国立環境研究所、対話オフィス
協力： つくば市役所

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

13：30 全員 アイスブレイク

13：35 環境省／
三菱総合研究所

イントロダクション：
本日の対話の経緯と流れについてご説明します。

13：55 国立環境研究所 話題提供：
エコチル調査の概要、一部成果の紹介

14：10 全員 クロストーク（質疑応答）

14：20 ー （休憩）

14：25 参加者の皆さま グループワーク：
➀保健師の皆様は普段、市民の皆様に対して、どのようなお伝え

方をしているのか？（食事、アレルギー 等）
②保健師の皆様の業務の中でエコチル調査はどのように貢献で
きるか。

14：50 ご参加の先生方 講師の先生方とディスカッションをします。

15：00 ー まとめ・閉会 20



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年９月24日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年９月24日 講師の先生との調整

～2019年12月３日 詳細設計

2019年12月４日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・ご協力フィールド内で周知にご協力

〔工夫とねらい〕
・主にエコチル調査の理念、主要な研究結果の紹介

において関心の接点を持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者16名、講師３名、司会１名、スタッフ３名、

環境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

エコチル調査に関する概要（実施内容や目標）の説明と、子育て支援者が現場で
接している親が日頃表明されている不安（できるだけエコチル調査に関係する
範囲のもの）を共有するグループワークとを合わせた場とした。

〔参加者からの声のまとめ〕

・グループワークのファシリテータについて、対話テーマの理解が乏しかった。
・エコチル調査の様々な結果について教えてほしい参加者と、エコチル調査を進

めていくにあたって現場の意見を教えてほしい主催者との間で、意識にズレ
があったのではないか。

・事前に、主催者側が参加者に関して知りたい／聞きたいことを知らせてくれ
れば、実りのある会になったのではないか。

・化学物質について、もう少し勉強したい気持ちになった。

〔実施者による振り返り〕

★ニーズアセスメントの重要性：
まず、事前のニーズアセスメントが十分で
はなかった点は、今後の実施において修
正する必要がある。そのうえで、寄せられ
たご意見を鑑みると、サイエンスとしての
エコチル調査の特徴や、政策の理念は伝
えることができた半面、日々現実的な問
題に直面されている子育て支援者にとっ
ては、より具体的で、業務に直接役立つ情
報が求められていると思われる。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例3】子育て中の親向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て中の親対象層熊本県天草市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→来場者）
子育てにおける不安を教えて頂く。（→エコチル調査関係者）

目的

聞き手： 熊本SUC
協力者： 子育て支援NPO

講師・
協力者

当日の
進め方

子育てフェスティバルの来場者に向けて、エコチ
ル調査の理念や概要等の普及のためのコミュニ
ケーションを行った。具体的には、「ケミカルすご
ろく」や「しおりづくりコーナー」でお子様が遊ん
でいる間に、親御さんに対してエコチル調査に関
する聴き取りインタビュー（エコチル調査の認知、
日頃の子育てや化学物質に関する不安、調査事
業への共感有無など；数分程度）にご協力頂くと
いう形で一対一の対話を行った。

ケミカルすごろく しおりづくり

聞き取りの様子 22



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年10月２日
熊本SUCよりご協力フィールドの紹介

2019年10月２日～ ご協力フィールドとの調整

～2019年11月20日 詳細設計・保険加入

2019年12月８日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・当日までのスケジュール

・ご協力フィールド側でフェスティバル全体の周知
を実施

・当日は、来場者に直接声掛け

〔工夫とねらい〕
・子ども遊びコーナーを作ることで、親御さんとの

対話の時間を作る。
・ノベルティグッズにより非認知層に訴求。

〔実施概要〕
・聞き手に加え、現地学生ボランティアの皆さまの

協力を得て実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

子育てフェスティバルの来場者に向けて、エコチル調査の理念や概要等の普及
のためのコミュニケーションを行った。具体的には、ノベルティグッズの制作・配
布と、一対一の対話を行った。

〔参加者からの声のまとめ〕

・子育てに忙しすぎて、化学物質について気にしている余裕がない。
・子どもが生まれてすぐの時に使う洗剤や、家族で使う化粧品、入浴剤について

情報が欲しい。
・化学調味料（着色料、保存料、甘味料）、遺伝子組み換えなど、食べ物に関する

リスクを気にしている。
・子どものお菓子や偏食が気になっている。
・アレルギーをもつ子ともたない子どもと、もたない子どもとの間には、どのよ

うな違いがあるのか。住むところは影響しているのか。
・海外の基準と日本の基準とで異なるものはあるのか。ある場合、その理由は

なにか。
・エコチル調査の結果は、今後どういうことに使われていくのか。また、データを

使った結果、どういうふうに社会が良くなっていくのか。

〔実施者による振り返り〕

★市民に対する情報提供のあり方：
70名への聞き取りを通じて、関心の低さには、①テーマ自体に関心が低い場
合と、②潜在的な関心はあるが、仕事や家事が忙しく優先度が低くなっている
場合、という２種類が考えられた。これらに対しては、①子育てイベントや保育
園・学校にエコチル調査側から出向いていくこと、また②場所と時間を選ばな
いインターネットを活用した情報発信を行うこと、の２つの方向性が考えられる。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例4】大学院生向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

大学院生対象層新潟県新潟市（新潟大学大学院）開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→受講者）
「エコチル調査」の研究内容について知って頂く（→受講者）
科学的根拠に基づいた政策の普及に関する意見交換（⇔講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： エコチル調査対話検討会座長
協力： 新潟大学大学院

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

13：00 ― 自己紹介など

13：10 三菱総合研究所 環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

13：25 環境省 エコチル調査の進捗について（概要）

13：35 受講生の皆さん 質問タイム：
ここまでの疑問を（できるだけ）解消しておきましょう。

13：40 全員 受講生の皆さんからの質問をもとに、軽めのディスカッション。

13：50 受講生の皆さん グループワーク：
エコチル調査の結果を、社会全体が、より上手に活用するため
に、必要なことを考えてください。

14：10 全員 受講生の皆さんからの発表をもとに、ディスカッション。

14：30 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年11月５日
講師より打診

2019年11月５日～ 講師の先生との調整

～2019年12月11日 詳細設計

2019年12月12日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・大学の講義の時間を拝借したため不要

〔工夫とねらい〕
・直接論文のサマリーを読んで頂き、エコチル調査

結果の社会実装に関する議論をして頂く。

〔実施概要〕
・参加者34名、講師１名、司会２名、環境省により

実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

「未来の親」、「社会人予備軍」、「研究者の卵」などの多様な意味合いを持つ大学
院生に、実際のエコチル調査論文の概要を数編読み込んでもらったうえで、エコ
チル調査の成果を社会や自身の将来に役立てていくために何が必要となるか
（どの主体が、何のために、何をするべきか）を議論して頂いた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・聞き取りやすい話し方だった。
・アイスブレイクがよく、質問・意見しやすい空気を作ってもらえた。
・昔の知識も重要だが、現代に適した情報・知識のアップデートも必要。実際の

データは説得力があった。
・出産・育児がテーマであるので、高校生にも対話を通じて伝えていくのが良い。
・グループワークの資料は読みにくく、枚数も多かった。短時間に収めるために

は、資料の枚数を減らした方がよい。

〔実施者による振り返り〕

★若年層に対する対話の効果：
「未来の親」、「社会人予備軍」、「研究者
の卵」などの多様な意味合いを持つ学生
（若年層）に対しては、ディスカッション
においても関心の接点を見出しやすく、
ファシリテートが容易に感じられ、今回
のようなサイエンスコミュニケーション形
式の対話が、彼らの関心を惹起するうえ
で効果的であることが感じ取れた。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例5】子育て支援関係者（幼稚園副園長）向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て支援関係者（幼稚園副園長）対象層滋賀県長浜市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
「エコチル調査」の研究内容について知って頂く（→参加者）
現場における最近のトピックを教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： 京都UC
協力： 市教育委員会、健康づくりNPO

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

13：30 ― 自己紹介など

13：40 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

13：55 京都UC 話題提供：
ビタミンD不足とアレルギー症状の関連

14：15 参加者の皆様 質問タイム：「エコチル調査」や講師に対する質問。

14：25 参加者の皆様 グループワーク or 全体質疑：
・ 日ごろのお仕事の中で、お母さん・お父さんから、どのような

不安が寄せられますか？（“できるだけ”エコチル調査に関係
するような内容で）

・ その不安に対して、いつもどのようにして、お母さん・お父さ
んと接しておられますか？

14：40 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師らとディスカッション。

15：00 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年12月２日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年12月２・16日 講師の先生との調整

～2020年１月７日 詳細設計

2020年１月14日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・ご協力フィールド内で周知にご協力

〔工夫とねらい〕
・主に「紫外線とビタミンD」をキーワードに参加者

との関心の接点を持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者20名、講師１名、司会２名、スタッフ２名に

より実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

市教育委員会様のご協力を得て、定例の副園長会の前にお時間を頂く形で開
催した。講師（京都ユニットセンター）による、紫外線に関するトリビアと、業務上
の具体的な悩みに答える質疑応答により、高い評判を得ることができた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・本日の講義内容をまとめたリーフレットなどがあると、保護者にもアピールし
やすくなる。

・エコチル調査の名前のことや、調査の中での具体的な研究内容を知ることが
でき、貴重な機会だった。

・世の中にあふれる情報について、科学的な裏付けがあるかどうかを見極めて
仕事の中に取り入れていきたい。

・母乳や食事のことも聞きたくなった。
・妊婦の段階で情報発信するほうが効果的。
・直接話を聞きに行けるアクセスポイントがあればよい。

〔実施者による振り返り〕

★新たなニーズの掘り起こし：
アンケートの自由記述で「紫外線の大切さ
を伝えるチラシが欲しい」や「母乳と食事に
ついてもっと聞きたい」など、具体的な
ニーズが掘り起こせた。今回のように、同
じような職場環境にあり、悩みを共有でき
る参加者どうしで議論すると、より具体的
な疑問やニーズを引き出せる可能性があ
るという気付きを得た。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例6】市民向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

市民対象層東京都江東区開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
調査の理念に対する理解・共感の獲得（→参加者）
科学的根拠に基づいた政策の普及に関する意見交換（⇔講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： メディカルサポートセンター、日本科学未来館
協力： 日本科学未来館

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

18：30 ― 自己紹介など

18：40 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

18：55 メディカルサ
ポートセンター

話題提供：
科学的根拠―エビデンスとは？ ／ エコチル調査の成果の紹介

19：15 参加者の皆様 「エコチル調査」や講師に対する質問。

19：25 参加者の皆様 グループワーク：
・ エコチル調査の結果を、社会全体で、より上手に活用してい

くために、必要なことを考えてみてください。

19：40 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師らとディスカッション。

20：00 ー まとめ

28



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年10月４日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年10月29日 講師の先生との調整

～2020年１月12日 詳細設計

2020年１月30日 実施

2019年12月26日～ 広報・周知

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・フライヤー作成、人的ネットワークを活用した配布
を開始

〔工夫とねらい〕
・主に「アレルギー」をキーワードに参加者との関心

の接点を持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者５名、講師２名、司会１名、スタッフ３名、環

境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

独自に集客したため、集客に苦労を伴った。他の開催会とは異なり「サイエンス
カフェ」と銘打って実施した。日頃子育てを業務としない一般層が集まったこと
により、「エビデンスのレベル」に関する話など、エコチル調査そのものよりも、
科学情報を理解するための周辺知識に関する関心が高かった。

〔参加者からの声のまとめ〕

・研究のエビデンスレベルの話が参考になった。
・エコチル調査の結果を利用した自社の事業内容を考えていきたい。
・文書ではわからない温度感を感じた。
・専門家から直接、本人の言葉で話を聞くことができ、エコチル調査に対する思

いや意図が理解できた。

〔実施者による振り返り〕

★イベントとしての質と周知・集客：
日本科学未来館殿として広報を支援し
て頂けるだけの、質の高い企画を検討
することができなかった。今後は、環境
学習施設や大学の研究者、NPOなど、
サイエンスカフェを普段からよく企画・
実施している協力主体と時間をかけて
しっかりと企画を行ったうえで、時間的
に十分な余裕を持った広報を打つ必要
がある。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例7】子育て支援関係者（保健師）向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て支援関係者（保健師）対象層茨城県守谷市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
「エコチル調査」の研究内容について知って頂く（→参加者）
現場における最近のトピックを教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： コアセンター、国立環境研究所、同対話オフィス
協力： 守谷市役所

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

14：30 ― 自己紹介など

14：40 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

14：50 コアセンター 具体的な研究内容の紹介

15：10 参加者の皆様 質問タイム：「エコチル調査」や講師に対する質問。

15：20 参加者の皆様 グループワーク：
・ 日ごろのお仕事の中で、お母さん・お父さんから、どのような

不安が寄せられますか？（“できるだけ”エコチル調査に関係
するような内容で）

・ その不安に対して、いつもどのようにして、お母さん・お父さ
んと接しておられますか？ など

15：45 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師たちとディスカッ
ション。

16：00 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年９月18日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年９月18日 講師の先生との調整

～2020年１月20日 詳細設計

2020年１月30日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・ご協力フィールド内で周知にご協力

〔工夫とねらい〕
・主にエコチル調査の理念、主要な研究結果の紹介

において関心の接点を持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者16名、講師３名、司会１名、スタッフ３名、

環境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

保健師向けの勉強会形式で開催した。５テーブル全てに専門家もしくは行政担
当者が漏れなく着く初めての開催形式となり、専門家・行政担当者と参加者と
の距離が近いグループワークを実現できた。また、会議室ではなく、図書館の視
聴覚室をお借りできたことが、「やんわりしたディスカッション」（参加者アン
ケートより）を可能にした要因と考えられる。

〔参加者からの声のまとめ〕

・調査の結果が今後の親子の健康に繋がればよい。
・次の世代を担う親子のために、今後も末永く続くプロジェクトになればよい。
・研究がエビデンスという形になるまでの、長いプロセスについて知ることがで

きた。
・自分たちも違った形で親子に関わっているため、エコチル調査のような情報

を、もっと知っていきたい。
・もう少し、色々な結果を教えてほしかった。
・化学物資の利用の増加による、人体への影響について興味がある。

〔実施者による振り返り〕

★専門家／行政担当者と参加者の距離：
５テーブル全てに専門家もしくは行政担
当者が漏れなく着く形式となり、専門家・
行政担当者と参加者との距離が近いグ
ループワークを実現できた。結果的に、
「環境省や研究者の取組を知ることがで
きてよかった」との回答者が16名中15名、
「グループワーク／全体質疑が良かった」
との回答者が16名中14名となった。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例8】市民向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

市民対象層東京都江東区開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
調査の理念に対する理解・共感の獲得（→参加者）
科学的根拠に基づいた政策の普及に関する意見交換（⇔講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： メディカルサポートセンター、エコチル調査対話検討会座長
協力： 日本科学未来館

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

10：30 ― 自己紹介など

10：40 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

10：55 メディカルサ
ポートセンター

話題提供：
エコチル調査の調査結果に関して―出生体重を例に

11：15 参加者の皆様 「エコチル調査」や講師に対する質問。

11：25 参加者の皆様 グループワーク：
・ エコチル調査の結果を、社会全体で、より上手に活用してい

くために、必要なことを考えてください。

11：40 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師らとディスカッション。

12：00 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年10月４日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年12月13日 講師の先生との調整

～2020年１月27日 詳細設計

2020年１月30日 実施

2020年１月14日～ 広報・周知

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・年末からフライヤーの作成を開始
・人的ネットワークを活用したフライヤー配布を開

始

〔工夫とねらい〕
・主に「低出生体重」をキーワードに関心の接点を

持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者７名、講師２名、司会１名、スタッフ３名、環

境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

独自に集客、かつ朝の開催としたため、集客に苦労を伴った。一方で、エコチル
調査研究そのものではなく、研究成果の理解／活用のあり方に力点を置いた講
師の講義が、受講者層の関心とマッチしていた。７名と少人数だったが、その分
講師（２名）と近い距離による対話となり、参加者とのサイエンストークが盛り上
がった。

〔参加者からの声のまとめ〕

・普段の生活では知り得えないエコチル調査について、初めて知ることができ
た。

・今後は、他分野のデータと掛け合わせた、総合的な解析を期待する。
・高齢化社会への対応に資する知見を得るためにも、エコチル調査の継続が必

要ではないか。

〔実施者による振り返り〕

★参加者属性を活かした対話設計：
この会を振り返ると「新婚女性」、「その
職場上司（女性）」、「４人を育てたベテラ
ンワーキングママ（自治体職員）」、「高齢
者ご夫婦」といった、子育てに関係する
多世代・多分野がうまく組み合わさった
参加者構成となっていた。これらの世
代・属性の多様性を上手く活かしたイベ
ント設計にできなかったことは大きな
反省点である。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例9】子育て世代向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

市民対象層茨城県つくば市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
アレルギーに関する研究動向について知って頂く（→参加者）
子育てにおける不安を教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： メディカルサポートセンター
協力： つくば市役所

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

13：30 ― 自己紹介など

13：40 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

13：50 メディカルサ
ポートセンター

話題提供：
調査研究からわかったことを実生活に活用しよう～子どものア
レルギー～

14：10 参加者の皆様 質問タイム：「エコチル調査」や講師に対する質問。

14：20 参加者の皆様 ディスカッション：
・ エコチル調査の結果を、もっと知りたい／誰かに伝えたいと

思いますか。また、お仕事や生活の中で何か行動を起こそう
と思いますか。

・ どのような取組や情報が加われば、それらがよりやり易くな
るでしょうか。

14：45 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師たちとディスカッ
ション。

15：00 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年９月24日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年10月29日 講師の先生との調整

～2020年２月６日 詳細設計

2020年２月８日 実施

2019年12月６日～ 広報・周知

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・チラシ配布、広報誌掲載、ウェブサイトでの広報の
ついて、随時作成等対応

〔工夫とねらい〕
・主に「アレルギー」をキーワードに関心の接点を持

つようにする。

〔実施概要〕
・参加者９名、講師１名、司会１名、スタッフ４名、環

境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

子育て支援総合センターの中で、お子様連れ可、オープンな形（子どもを遊ばせ
に来た親に、足を止めて聞いてもらう形態）で実施した。事前の告知を見てご参
加頂いた親御さんは、アレルギーについて不安を持つ方が中心であった。

〔参加者からの声のまとめ〕

・もう少し身近に感じられる化学物質と、健康との関係も知りたい。
・身近な化学物質以外にも、仕事で使用する化学物質とその対策などについて

も、知見を普及してほしい。
・対話の回数を増やしてほしい。
・アレルギーのことを聞くことができて参考になった。
・エコチル調査でしか得られない成果なのかどうかが気になった。

〔実施者による振り返り〕

★お子様連れパターンの対話形式：
参加者の皆様は、お子様を膝に抱えな
がらの参加であったため、中々対話に
集中できる環境になかったと思われる。
少人数でもあったため、結果的に評価
は高くなったが、今後同様の形式を採
る場合は、託児したうえでの実施が好
ましい。一方で、マイク（音響設備）を使
うことができたのは良かった点である。

35



2． エコチル調査対話の事例集

【事例10】子育て支援者（保健師）向け

子どもたちの健やかな成長に科学的な根拠を ―環境省「エコチル調査」に込められた思いタイトル

子育て支援関係者（保健師）対象層東京都国分寺市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
低出生体重に関する研究動向について知って頂く（→参加者）
現場における最近のトピックを教えて頂く（→講師・エコチル調査関係者）

目的

講師： 国立成育医療研究センター
協力： 国分寺市役所

講師・
協力者

当日の
進め方

時間 担当 内容

14：00 ― 自己紹介など

14：10 環境省／
三菱総合研究所

環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会について解説します。

14：20 メディカルサ
ポートセンター

具体的な研究内容の紹介

14：40 参加者の皆様 質問タイム：「エコチル調査」や講師の説明内容に対する質問。

14：50 参加者の皆様 グループワーク：
・ 日ごろのお仕事の中で、お母さん・お父さんから、どのような

不安が寄せられますか？（“できるだけ”エコチル調査に関係
するような内容で）

・ その不安に対して、いつもどのようにして、お母さん・お父さ
んと接しておられますか？ など

15：15 全員 参加者の皆様からのご意見をもとに、講師たちとディスカッ
ション。

15：30 ー まとめ
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2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2019年11月29日
ご協力フィールドより趣旨へのご賛同

2019年12月13日 講師の先生との調整

～2020年１月27日 詳細設計

2020年２月13日 実施

2019年12月13日～ 日程調整・周知

〔決定事項〕
・趣旨へのご賛同
・対話のテーマ、当日までのスケジュール

・日程確定
・職場内で周知にご協力

〔工夫とねらい〕
・主に「低出生体重」をキーワードに関心の接点を

持つようにする。

〔実施概要〕
・参加者４名、講師１名、司会１名、スタッフ１名、環

境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

保健師と、「低出生体重」というキーワードを接点として、エコチル調査の成果全
般についての共有を行った。説明資料はやや専門的な記載が多かったものの、
少人数（４名）のため小さいテーブルでの実施となったことから質問がし易く、
講師による詳細な補足が可能であった。最初から平易な表現で作成した資料を
用いた対話よりも、むしろ深い理解が可能となったのではないかとも推察され
る。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度は100％、「講師とのディスカッションに満足した」、「口頭の説明がわ
かりやすかった」、「子どもの健康と化学物質との関係への関心が向上した」
といった点について、4名全員が“はい”と回答。

〔実施者による振り返り〕

★フェーストゥフェースによる対話の
効果：
上述の通り、少人数の小さいテーブル
での実施となったことから、講師によ
る詳細な補足が可能であった。加えて
この頃から、司会／ファシリテータが
講師に対して、専門用語やデータの解
釈の仕方などについて補足説明を求
めるようになるなど、場の運営に関す
る慣れが見られるようになった。
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例11】大学院生向け

子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす： 環境省「エコチル調査」に込められた思い
―第11回 ビタミンD不足とアレルギー症状の関連

タイトル

大学院生対象層新潟県新潟市（新潟大学大学院）開催地

信頼できる情報の探索行動の定着
データの共有・研究の生産性向上

子育てに関する懸念・疑問の可視化
エコチル調査の関与者の拡大

目的

講師： 京都UC、エコチル調査対話検討会座長
協力： 新潟大学大学院

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

14：10 環境省 受講生の皆さまへのご挨拶

14：30 三菱総合研究所
京都UC

自己紹介とイントロダクション：
環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会等、事業理念について共有。

14：45 京都UC 話題提供：
環境省「エコチル調査」の実際の研究内容について、イメージを
共有。

15：15 全員 質疑応答

15：20 三菱総合研究所 グループワークの説明

15：25 受講生の皆さん グループワーク：
①「環境」「リスク」「子どもの健やかな成長」というキーワードを

前に、皆さんは、将来の研究者、企業人、生活者としての立場
から、どのような社会の実現に貢献したいと思いましたか？

②その社会の実現に、「エコチル調査」は、どのように役立つと
思いますか？もし、役立たないと思う場合、それはなぜです
か？

15：55 発表 各グループの代表者は、印象的だと思った意見をピックアップ
して、発表してください。（上手くまとめる必要はありません。）

16：25 ご参加の先生方 発表の中で出されたキーワードを拾いながら、講師の先生方と
受講者とで、ディスカッションをします。

16：55 三菱総合研究所 閉会 38



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2020年11月26日
講師の先生への打診 → ご快諾

2020年11月27日～ 講師の先生との調整

2020年12月10日～ オンラインで詳細打合せ

2020年12月16日 実施

広報・周知等の事前ロジ

〔決定事項〕
• 対話のテーマ、当日までのスケジュール

• 大学の講義の時間を拝借したため広報不要
• 大学に、Zoomの開催者・権限等の確認、出席

者属性の確認→講師・コメンテータと共有

〔今回の工夫・ねらい〕
• 基本的な事項については事前学習動画を配信
• 大学院生であることを踏まえ専門的な内容に

〔実施概要〕
• 参加者13名、講師2名、司会１名、環境省４名、

サポート２名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

「未来の親」、「社会人予備軍」、「研究者の卵」などの多様な意味合いを持つ大学院生に、
エコチル調査研究者の講義、エコチル調査論文のリストなどを見てもらったうえで、こ
れらの研究成果を、社会にどう役立てていくことができるかについて議論してもらっ
た。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度100％ （とても良かった4、良かった8（無回答1；他同様））。 評価ポイントは「 講師
の研究紹介 」（100％）、「 誠実な説明 」（92％）など。

・昨年度と違いグループワークの満足度が低いのは、オンラインでの議論の難しさに起
因するものが多かった。

（自由回答のまとめ）
・普段関わることのない専門家の方から直接話を聞くという、良い経験ができた。
・安全に関する自己決定を行うときには、信頼のおける情報を手に入れたいと思った。
・グループワークの際、専門家がいることで、率直な意見が話しづらかった。

〔実施者による振り返り〕

○ 学生の皆さんが積極的に発言してくれ、研
究者として楽しかった。

△ ウェブサイトの成果発表一覧を見た学生さ
んに、「 これだけですか…？ 」と言われ
ショックを受けた。ウェブサイトの充実が急
務と感じた。

△ 成果発表一覧は誰向けに何のためのものか、
エコチル調査参加者の想いを「エコチル調査
の成果のユーザ 」に伝えられないか、等が
次の課題。

△ 「 環境省として、もう少し積極的に議論に参
加してもよかったと感じた 」
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例12】市民／企業人向け
子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす： 環境省「エコチル調査」に込められた思い

―第12回 健康な環境のデザイン：私が変わる？社会が変わる？
タイトル

市民／企業人対象層福岡県福岡市（全国オンライン）開催地

エコチル調査の関与者の拡大
データの共有・研究の生産性向上

エコチル調査の理念に対する理解・共感の獲得
信頼できる情報の探索行動の定着

目的

講師： コアセンター
協力： 九州大学大学院

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

18：00 環境省 受講生の皆さまへのご挨拶

18：05 三菱総合研究所
コアセンター

自己紹介とイントロダクション：
環境省が実施している「エコチル調査」の概要、狙い、目指す社
会等、事業理念について共有。

18：10 コアセンター 話題提供：
環境省「エコチル調査」の実際の研究内容について、イメージを
共有。

18：40 三菱総合研究所 グループワークの説明

18：45 受講生の皆さん グループワーク：
皆さんの今後の研究、企業活動、日常生活などの場面において、
「エコチル調査」を活用することはできるでしょうか。空想レベル
でも構いません。具体的なイメージを話し合ってください。

19：05 発表 各グループの代表者は、印象的だと思った意見をピックアップ
して、発表してください。（上手くまとめる必要はありません。）

19：25 ご参加の先生方 発表の中で出されたキーワードを拾いながら、講師の先生方か
らコメントを頂きます。

19：30 三菱総合研究所 閉会 40



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2020年12月18日
講師の先生への打診 → ご快諾

2020年12月19日～ 講師の先生との調整

2020年12月24日～ メールで詳細打合せ

2021年1月23日 実施

〔決定事項〕
• 対話のテーマ、当日までのスケジュール

• A4・1枚の開催案内作成 → 開催協力者の人
的ネットワークを通じて周知

• Zoomの開催者の確認、出席者属性の確認→
講師・コメンテータと共有

〔今回の工夫・ねらい〕
• 大学院生／一般レベルのどちらにするか協議
• 受講者の専門性のばらつきを踏まえ一般レベルに

〔実施概要〕
• 参加者22名、講師１名、司会１名、環境省４名、

サポート4名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

参加者は、多様な企業や自治体にお勤めの方、研究者が多く、たくさんの「未来志向」な
問いかけを頂戴することができた。結果、個別の論文の内容というよりも、将来の環境
のデザインについて、そのあり方や実現に向けたアプローチ等に関する議論ができた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度94％ （とても良かった10、良かった4（あまり良くなかった1））。 評価ポイントは
「 講師の研究紹介 」（100％）、「 化学物質のリスクについて知ることができた 」
（67％）、 「エコチル調査の政策目的を知ることができた」「 エコチル調査の具体的な
研究内容を知ることができた 」「科学と社会・生活等との関係について考えることが
できた」（いずれも60％）など。

（自由回答のまとめ）
・専門家が世の中をよりよくするためにどういうアプローチをとるべきと考えているか
を知ることができた。

・研究者や専門家の言葉・考察が、私達の普通の毎日に落とし込まれるまでの距離を体
感できた。

・研究の社会的必要性は感じるが、市民の意見との乖離があるのではないか。幅広い
市民と対話を重ねていき、その先に合意形成があるのではないか。

・オンラインイベントは、個別の確認がしにくく、全て公に発信する発言になりやすいと
感じた。ちょっとした疑問や、切り口のみに関する発言をしにくい。

〔実施者による振り返り〕

○ 社会人相手ということで、理解を得やすい部
分もあった。今回に慢心せず、もう少し「乖離
のある」対象層に向けた対話のパターンも磨
いておくべきだと感じた。

△ Zoomの操作に手間取った。実践あるのみ。

広報・周知等の事前ロジ
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例13】大学生向け
子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす

―第13回 「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）」を活用した環境の

デザイン
タイトル

大学生対象層神奈川県藤沢市開催地

信頼できる情報の探索行動の定着
データの共有・研究の生産性向上

子育てに関する懸念・疑問の可視化
エコチル調査の関与者の拡大

目的

講師： コアセンター、産婦人科医、YouTube専門家
協力： 慶應義塾大学

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

14：00 三菱総合研究所 趣旨説明

14：05 参加者 参加者による自己紹介

14：10 環境省 エコチル調査の事業内容紹介

14：20 講師（コアセン
ター）

「エコチル調査」の具体的成果（出生体重関連）、および社会を
変えるためのアプローチ方法のご紹介。

14：50 学生の皆さん 質問

14：55 講師（産婦人科医・
YouTube専門
家）

子育て世代との接点を豊富に有する講師から、「エコチル調
査」に寄せる期待や疑問等について。

15：00 休憩 ―

15：05 学生の皆さんによ
るグループワーク

テーマ：「低出生体重児を減らす社会変革を考える」

15：35 発表 各グループの代表者より発表。（5分×3グループ）

15：50 全員 発表の中で出されたキーワードを拾いながら、講師から学生
さんへ、気づきのコメントをフィードバック。

16：00 ― 閉会 42



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2021年10月11日
講師・協力者への打診 → ご快諾

2021年11月9日 講師・協力者とオンライン打合せ

2021年11月22日 講師・協力者とオンライン打合せ

2021年11月25日 実施

〔決定事項〕
• 当日の集合、進行、機材セッティング担当、ハイ

ブリッドでのグループワークの実施形式

• 講師どうしの顔合わせ①
• 参加者の背景を協力者から伺い、話題提供の内

容、グループワークのテーマについて相談。
• 当日進行の確認。

• 講師どうしの顔合わせ②
• 当日進行の確認。

〔実施概要〕
• 参加者12名、講師３名、司会１名、環境省、サ

ポート３名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

政策デザインに関心の高い専攻学部（環境情報学部）の大学生を対象とした。エコチル
研究の定量的な結果の側面ではなく、「エコチル調査の研究成果を社会にどう役立て
ていくか」という講師の誘導もあり、学際領域専攻の（純粋な理系ではない）大学生か
らも高い評価も得ることができた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度100％ （とても良かった9、良かった3）。 評価ポイントは「 エコチル調査の政
策目的をしることができた 」（83％）、「 化学物質のリスクについて知ることができ
た 」「 エコチル調査の具体的な研究内容を知ることができた 」（いずれも75％）など。

（自由回答のまとめ）
・グループワークで取り組んだ内容について、行政内部に共有してもらい、進捗や決定
があれば教えてほしい。

・社会的な課題という「他人事」を、自分事として考えられる構成だった。
・研究でも分からないことがまだ多く残されていると聞き、今後のエコチル調査で得ら
れる結果を、どのように社会に活かしていくのかという部分が興味深い。

・行政や研究家が、取り組んでいる内容を詳しく教えてくれる機会は少ないため、貴重
な時間だった。

・グループワークに取り組む時間が短かった。

〔実施者による振り返り〕

○ こうした企画を通じて、学生の中に「科学
的態度」が生まれることが期待できる。
（協力者）

△ 受講者の積極性によっては、予めプログ
ラム全体の時間を長めに予定しておく、時
期を空けて複数回実施する、などの工夫
も必要であると考えられた。

2021年11月19日 講師・協力者とオンライン打合せ
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子どもの健やかな成長と科学的知識の活用 ―第14回 「安心」について考えるタイトル

大学院生対象層新潟県新潟市開催地

信頼できる情報の探索行動の定着
データの共有・研究の生産性向上

子育てに関する懸念・疑問の可視化
エコチル調査の関与者の拡大

目的

講師： エコチル調査対話検討会座長、国立環境研究所対話オフィス
協力： 新潟大学大学院

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

10：00 三菱総合研究所 趣旨説明

10：05 参加者 参加者による自己紹介

10：10 環境省 エコチル調査の事業内容紹介

10：30 学生の皆さん 質問・確認

10：35 三菱総合研究所 「安心」を考える際のキーワード紹介：
①「わかる」、②専門知、③信頼

10：50 講師 講師から質問・確認と、グループワークに向けたコメント。

10：55 休憩 グループ分け等段取り

11：00 学生の皆さんに
よるグループ
ワーク

・環境リスクが一定程度存在する中においても、「安心な子育
て」が成立する社会を実現するための、具体的アクションを提
案してください。

・また、そのベースとなる「安心」の仮定義も、合わせて提案して
ください。

11：30 発表 各グループの代表者より発表。（5分×3グループ）

11：50 全員 発表の中で出されたキーワードを拾いながら、講師から学生さ
んへ、気づきのコメントをフィードバック。

12：00 ― 閉会

2． エコチル調査対話の事例集

【事例14】大学院生向け
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当日の状況企画手順

2021年12月2日
講師（対話オフィス）への打診 → ご快諾

2021年12月2日～ 講師・協力者と打合せ

2021年12月16日 講師・協力者と現地打合せ

2021年12月17日 実施

• 受講生数の確認
• ハイブリッド開催に際する設備面の確認

• 当日の人的配置（現地／オンライン）の確認
• ハイブリッドによるグループワークの実施方法

の確認

• 現地設備の確認
• 当日の運営の流れを確認
• 参加者に対し、分けられた班名と、ノートPC（も

しくはスマートフォン）を持参して頂きたい旨を
伝達

〔実施概要〕
• 参加者17名、講師2名、司会１名、環境省、サ

ポート３名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

参加者のバックグラウンドが多様だったことから、科学技術に関する情報のリテラシー
に焦点を当て、エコチル調査の政策理念や、事業内容の概要を説明した後に、「“安心”
とはどういう状態か」というテーマでグループワークを行ってもらった。その結果、参加
者から概ね高い評価も得ることができたと考えられる。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度100％ （とても良かった15、良かった2）。 評価ポイントは「 エコチル調査の政
策目的を知ることができた 」（82％）、「 科学的な情報への接し方の一端を知ること
ができた 」（71％）など。

（自由回答のまとめ）
・エコチル調査について、その目的や取り組みについて初めて知り、色々と考えること
ができた。

・専門家と実際に接することで、どういうことを動機に頑張っているのかという思いを
感じられた。

・エコチル調査のホームページについて、わかり始めたことを知らせるコンテンツが論
文と論文概要資料しかないのは勿体ない。

・科学的なエビデンスを得るのには時間がかかるということを伝えつつも、もう少し、
将来への期待や興味を惹くような発信内容があってもよいのではないか。

・グループワークは、もう少し長い時間であればよかった。

〔実施者による振り返り〕

△ 事後アンケートで、グループワークを高く評価しながらも「十
分に発言できた」と回答している参加者が少ないのは、慣れ
るのに時間がかかり、発言するまでに至らなかった参加者が
多かったことを反映しているのではないか。（協力者）

○ 初対面の人もいる中で、グループ内で活発に意見交換がで
きる環境に導くのかがカギになってくるため、講師が前日に
カードゲームを行ってくれたのは良かった。 （協力者）

2021年12月7日 講師・協力者と打合せ

2． エコチル調査対話の事例集
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子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす
－第15回 環境省「エコチル調査」を活用した環境のデザイン

タイトル

市民／大学教職員対象層鳥取県鳥取市（全国オンライン）開催地

信頼できる情報の探索行動の定着
データの共有・研究の生産性向上

子育てに関する懸念・疑問の可視化
エコチル調査の関与者の拡大

目的

講師： 鳥取UC、小児科医（鳥取UC）、国立成育医療研究センター研究所
協力： 鳥取大学コミュニティ・デザイン・ラボ

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

16：00 三菱総合研究所 趣旨説明

16：05 参加者 自己紹介

16：10 環境省 エコチル調査の事業内容紹介

16：30 参加者の皆さま エコチル調査に関する質問

16：35 鳥取UC ・鳥取ユニットセンターの紹介
・「最近の子どもの睡眠状況と発達」について
・「オキシトシンと養育行動」について

17：05 講師 講師から、父親の育児参加に関するご研究に基づいたコメント、
小児科医の観点からの補足など

17：15 （ブレイク） 休憩がてら、参加者の皆さまから疑問、質問、エピソードなどを
チャットに書き込んで頂く。

17：20 全員による対話 参加者の皆さまのコメントを取り上げながら、子育て、子どもの
成長に関する今後の研究の展開や、それら研究成果をどのよう
に政策に反映していくのか、などについて対話。

17：55 三菱総合研究所 まとめ

18：00 ― 閉会

2． エコチル調査対話の事例集

【事例15】市民／大学教職員向け
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当日の状況企画手順

2021年10月14日～11月8日
講師・協力者への打診 → ご快諾

2022年1月4日 協力者との打合せ

2022年1月13日 講師とのオンライン打合せ

2022年1月21日 実施

• 新型コロナウイルス感染症の再流行によりオン
ライン開催が決定し、現地施設の不使用が決
まったが、引き続き広報面で協力して頂けるこ
とを確認

• 当日提供する話題・テーマについて意見交換

• 当日進行、テーマ、ディスカッションのポイント
等についてすり合わせ

〔実施概要〕
• 参加者18名、講師3名、司会１名、環境省、サ

ポート３名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

鳥取UCには、エコチル調査以外の情報源からも幅広く関連情報を収集・補足して頂き、
聴衆の関心を惹きつけて頂いた。また国立成育医療研究センターからは、一つ一つの
研究結果の読み解き・解釈というよりも、「睡眠」や「愛情」に関する諸課題を、社会全体
としてどう捉えるべきか／社会を大きくどういう方向に変えていくことがよいのかと
いう観点から俯瞰的なコメントを頂くことができ、それらが、参加者からの高い共感・
評価につながったと考えられる。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度90％ （とても良かった5、良かった４）。 評価ポイントは「 エコチル調査の具体
的な研究内容を知ることができた 」（70％）、「 科学と社会、生活等との関係につい
て考えることができた 」（60％）など。また、鳥取UCによる話題提供（16：35～17：
05）が満点評価となり、これは「睡眠」「愛情」などのテーマが市民の共感を呼んだと
考えられる。

（自由回答のまとめ）
・直接的に利益はなくても、単に知的好奇心を刺激することも、エコチル調査のような
大規模国家プロジェクトが社会に与える利益の一つだと思った。

・「社会還元」が具体的に何を指すのかわかりづらかった。

〔実施者による振り返り〕

○ （事後アンケートの評価が）非常に良い結果で驚いてい
る。キャッチーなテーマだったのが幸いしたのかもしれ
ない。こういった対話では、化学物質を含む物理的環境
だけでなく、子どもや大人を取り巻く社会環境と子ども
の健康という観点での話をすることで、エコチル調査の
意義と影響の大きさを国民にお知らせすることができ
て、良いのかもしれない。今後はまた他のテーマでもエ
コチル調査のサイエンスカフェが出来ると良い。（講師）

2022年1月7日 講師との打合せ

2022年1月9日 HP上で参加者募集開始

2． エコチル調査対話の事例集
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子どもの健やかな成長に資するエコチル調査 ―第16回 研究成果の活用に向けてタイトル

企業（出産・育児分野）対象層オンライン開催地

エコチル調査の関与者の拡大
データの共有・研究の生産性向上

目的

講師： コアセンター、メディカルサポートセンター、育児支援企業
協力： 妊産婦支援NPO

講師・
協力者

当日の
進め方

時 間 担 当 内 容

13：00 三菱総合研究所 趣旨説明

13：02 全員 自己紹介

13：10 環境省 エコチル調査の事業内容紹介

13：25 参加者の皆さま 質問・確認

13：30 コアセンター 疫学調査の結果の読み解きの留意点、エコチル調査の成果の紹
介

13：45 メディカルサポー
トセンター

エコチル調査における遺伝子解析について（これまでの成果に
加えて、今後遺伝子解析でどういったことがわかっていくのか）

14：00 全員 （企業様との対話：論点イメージ）
・各企業様の理念、業務内容の相互理解
・各企業様の活動と、科学研究との接点の現状について
・子育て支援に関わる科学研究に対するニーズについて

ーテーマ軸（ご認識されている新しい社会課題など）
ー方法軸（エコチル調査などの科学研究活動と、企業活動との

共創関係のあり方）

15：00 ― 閉会

2． エコチル調査対話の事例集

【事例16】企業（出産・育児）向け
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当日の状況企画手順

2021年12月9日
講師への打診 → ご快諾

2022年1月18日 講師と打合せ

2022年1月25日 講師と打合せ

202２年1月28日 実施

• 講師のニーズについて聴き取り
→ 「公共的かつ基礎的なエコチル調査をどのよう
に社会実装し得るのか、企業の意見を聞きたい」
→ 「今課題と感じていること（エコチル調査への
ニーズ）について、企業の意見を聞きたい」

• 当日の進行案を提示・確認

• 講師2名より当日資料の提示
• 当日の運営の流れを確認

〔実施概要〕
• 参加者5名、講師2名、司会１名、環境省、サポー

ト３名（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

企業の関係者を対話の対象とした初めての会であった。大学生などに比べると、テー
マに対する関心度合いや、専門的な内容に対する習熟度合いが事前に把握しづらかっ
たため、比較的理解しやすい「疫学調査結果の読み解き方」というテーマと、かなり専
門的な内容である「遺伝子解析」という、幅を持った２テーマを選定した。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度100％ （とても良かった1、良かった3）。 評価ポイントは「 エコチル調査の政
策目的を知ることができた 」（100％）、「 エコチル調査の具体的な研究内容を知る
ことができた 」（75％）など。

・全プログラムが高評価であり、「 エコチル調査の事業内容紹介 」、「 疫学調査結果
の留意点、エコチル調査の成果 」、「 エコチル調査における遺伝子解析について 」
がそれぞれ100％の満足度、「 ディスカッション 」は75％の満足度であった。

・実務家５名がオンライン上でそれぞれに発言する形となったため、「 ディスカッショ
ン 」が物足りなかったという意見（50％）が目立った。実務家と対話する際は、実務
家の発言意欲の高さに留意し、ディスカッションの時間を長めにとる等の工夫が必要。

（自由回答のまとめ）
・今後の当社の事業に活かしたい。

〔実施者による振り返り〕

○ 結果的にはいずれのテーマも評価は高かった。また複数の自由意見からは、企業関
係者は、自分自身にとって専門外のテーマであっても、自身／自社の領域と関係が
ありそうな部分を探索し、対話の意義を自ら見つけ出そうとするような積極性を
もっている様子も伺えた。

2022年1月20日 講師・参加者と打合せ

2． エコチル調査対話の事例集

49



第17回（一般財団法人食品産業センター殿の取組『第２８回食品産業問題研究会』として開催）タイトル

企業（食品）対象層東京都港区（ハイブリッド）開催地

エコチル調査の関与者の拡大
データの共有・研究の生産性向上

目的

講師： エコチル調査対話検討会座長、コアセンター
協力： 一般財団法人食品産業センター

講師・
協力者

13:00～14:00 エコチル調査の報告
－事業内容の説明
－エコチル調査に関する情報の発信・受信の留意点

14:00～15:00 意見交換
－調査報告・内容における質疑
－情報提供のあり方
－コアセンターとの意見交換

当日の
進め方

2． エコチル調査対話の事例集

【事例17】企業（食品）向け
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当日の状況企画手順

2021年10月２５日
協力者への打診（オンライン打合せ）

2021年12月15日 協力者とオンライン打合せ

2022年1月25日 協力者と打合せ

202２年2月24日 実施

• 協力者より協力可能な形式・内容の提案
→ 協力者組織内の会議体にJoinする形式なら協
力が比較的容易とのこと

• 参加者が興味を持ち得る内容について協議

• 協力者より議事次第の提案

〔実施概要〕
• 参加者13名、講師3名、環境省、サポート３名

（ライター含む）により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

事前の打ち合わせ時点では、食品企業におけるエコチル調査に対する認知がなく、関
心も高いとは言えないことが分かったため、講師・協力者と相談の結果、食品企業の実
務関係者にとって関心の高いリスクコミュニケーション、ないし消費者への情報発信と
いうテーマを中心に据えることとした。
対話を通じて、食品企業は全国民にリーチし得る強力なインフルエンサーであることを
改めて認識。今後の協力のあり方について前向きな議論ができた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度86％ （とても良かった3、良かった3）。 評価ポイントは「 エコチル調査の具
体的な研究内容を知ることができた 」（100％）、「 エコチル調査の政策目的を知る
ことができた 」（83％）など。

・全プログラムが高評価であり、「 環境省によるエコチル調査の事業紹介 」、が
100％の満足度、「 講師による講義 」、「 質疑応答・意見交換 」がそれぞれ87％
の満足度であった。

（自由回答のまとめ）
・食品のベネフィット／リスクや、消費者が漠然とリスクと感じていることについて、エ
コチル調査と連携した研究・調査を行い、はっきりとしたエビデンスを得たい。

・都合のよい情報の切り取られ方をされないよう、情報提供の仕組みに留意しながら、
食品業界全体でもエコチル調査と連携して取り組んでいけばよい。

・調査している物質を取り上げた理由・背景等を、「会議で決まったこと」ではなく、詳細
な経緯として説明してほしい。エコチル調査で設定されているテーマの背景にある理
由や経緯自体が、企業にとっては新しい／有益な情報であるため。

〔実施者による振り返り〕

○ 結果的にはいずれのテーマも評価は高く、全体的に高い関心が示された。また複数
の自由意見から、食品企業は、子育て支援関係の企業に比べて、より具体的な連携
テーマ（物質、健康に関わる事項等）や連携内容（共同研究、商品開発、食育等）をイ
メージしている様子が伺えた。

2022年1月17日 講師・協力者とオンライン打合せ

2022年1月17日
講師への打診 → ご快諾

2022年2月2日 講師と打合せ

• 協力者→講師への講義内容の希望の共有

2． エコチル調査対話の事例集
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子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす
ー第18回 研究成果を未来に活かす

タイトル

大学院生対象層新潟県新潟市開催地

データの共有・研究の生産性向上信頼できる情報の探索行動の定着
エコチル調査の関与者の拡大

目的

講師： エコチル調査対話検討会座長、コアセンター
協力： 新潟大学大学院

講師・
協力者

当日の
進め方

2． エコチル調査対話の事例集

【事例1８】大学院生向け
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内 容担 当時 間

イントロダクション、自己紹介株式会社オーエムシー、
講師他

10：00

エコチル調査の事業内容紹介環境省10：１０

参考資料をもとに、以下について意見交換
•自分が関心をもった成果が、今後社会でどのように活用できるか、また、
自分の将来においてどのように活用したいか。

•他の受講生が、どのようなことに関心があるのか、またどのように活用
できると考えるか。

学生の皆さんによる
グループワーク

10：30

発表：
各グループの代表者がグループ内で出た意見を発表

全員11：20

発表で出された意見をもとに、講師からコメントをフィードバック講師の先生方11：40

閉会ー11：55 



当日の状況企画手順

2022年11月９日
講師（エコチル調査コアセンター）への打診 →

ご承諾

2022年1１月１１日～ 講師・協力者と打合せ

2022年12月６日 講師・協力者と現地打合せ

2022年12月７日 実施

• 受講生数の確認
• ハイブリッド開催に際する設備面の確認

• 当日のロジ、人的配置の確認
• 参加者が大学院生であったため、研究成果にク

ローズアップし、自身の研究にどう結び付けら
れるか等をテーマにすることを決定。

• 機材設備の事前準備
• 当日の運営の流れを確認
• グループワーク中に研究成果を検索するため、

参加者へノートPCを持参して頂きたい旨を伝
達

〔実施概要〕
• 参加者（現地）19名、講師2名（うち1名はオンラ

イン参加）、司会１名、環境省、サポート３名によ
り実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

参加者が大学院の集中講義（食品安全の仕組、リスク評価等）を履修されている方で
あったため、エコチル調査の事業内容や研究成果を説明した後、「エコチル調査の成果
が、将来社会にどのように活かされるか、また学生の皆さんが将来どのように活かし
たいか」というテーマでグループワークを行った。

〔参加者からの声のまとめ〕

・満足度100％ （とても良かった17、良かった2）であった。 「エコチル調査の政策目
的を知ることができた」（９４％）、 「科学と社会・生活等との関係について考えること
ができた」（83％）など、専門家の方から直接内容を聞けたことで、国の取組や現状、

そして将来について考える時間になったようだ。
（自由回答のまとめ）
・エコチル調査を先行研究として、中心仮説など深く研究の検証できれば良いと思いま
す。

・Webなどで独自に調べるよりも、研究に直接携わっている方からお話を聞いた方が
現実的な問題含めより理解できると思う。

・何にどんな理由で注目しているのか、長期計画や社会への影響について直接話して

みたい。
・機会が多くあるとは思わないし、実際の現場の人からの話は新しい発見がある。
・論文が興味深かった。人に近い研究分野に興味を持った。
・このような調査が行われていることをもっと広く知ってほしいなと思った。

〔実施者による振り返り〕

△ 資料や提示した内容をしっかり確認してグループワークが行
われていたが、事後アンケートでは４割強の方が「もっとじっ
くり取り組みたかった」という回答があり、2時間で説明や十
分なグループワークを行うには時間が足りないと感じた。

○ 初対面の人もいる中、グループワークでは、研究の成果を正
しく理解し、研究の限界などにも触れる発言が多く出ていた。
講師からのコメントでも質の高い議論ができたのではないか
という評価があった。

2022年12月１日 講師・協力者と打合せ

2． エコチル調査対話の事例集

国立環境研究所 岩井美幸 主任研究員
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2． エコチル調査対話の事例集

【事例１９】大学院生、保健師、保育士等向け
子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす―環境省「エコチル調査」を活用した環境のデザイ
ン

タイトル

大学院生、子育て支援関係者（保健師・保育
士等）

対象層高知県高知市開催地

「エコチル調査」の固有名詞および理念の普及（→参加者）
「エコチル調査」の研究内容について知って頂く（→参加者）
高知ユニットセンターの研究成果を教えて頂き、調査に期待することなどを知っていただく
（→講師・エコチル関係者）

目的

講師： エコチル調査高知ユニットセンター、地元の小児科医
協力： 高知ユニットセンター

講師・
協力者

当日の
進め方
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内 容担 当時 間

開会挨拶、イントロダクション、自己紹介株式会社オーエムシー、
講師他

13：30

エコチル調査の事業内容紹介環境省13：４５

高知ユニットセンターの取り組み、研究成果説明講師13：５5

質疑応答全員１４：１０

（休憩）ー14:15

「遺伝と環境から考える病気と多様性」と題してエコチル調査の研究成果に望
むこと

講師（地元の小児科医）14:20

グループワーク：
エコチル調査高知ユニットセンターの研究について
「母体の尿中コチニンと胎盤重量および胎盤重量／出生体重比との容量反応

関係：エコチル調査」
わからなかったこと、疑問に思ったことなどをグループの方や講師と意見交換

参加者の皆さま１４：35

参加者より出された意見をもとに、講師からコメントをフィードバック講師の先生方１５：１５

閉会ー1５：３０



2． エコチル調査対話の事例集

当日の状況企画手順

2022年11月
高知UCよりご協力フィールドの紹介
会場選定及び予約

2022年12月１２日 講師の先生との調整

202３年１月26日 講師・協力者と打合せ

202３年2月４日 実施

（広報・周知）

〔決定事項〕
• 当日までのスケジュール、参加者募集方法、講

師打診→承諾

• 協力主体による広報（高知県にもご協力頂い
た）

〔工夫とねらい〕
• ハイブリッド形式の運用方法を検討
• 参加者の背景（職業・年齢）が様々だったため、

当日説明した研究成果を中心に意見を交換し、
エコチル調査への理解を深めることとした。

〔実施概要〕
• 参加者26名（対面参加17名、オンライン参加９

名）、講師２名、協力者１名、環境省1名、司会１名、
スタッフ５名、環境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

エコチル調査の概要と高知ユニットセンターの研究成果の説明を聞き、エコチル
調査の目的を理解し、事業普及のためのコミュニケーションを行った。講師の先
生方にグループワークに入っていただき、参加者と気軽に対話していただく時
間を設けた。

〔参加者からの声のまとめ〕

・エコチル調査のこと 研究の蓄積データよりわかることを広く知らせて、医療・
保育教育へ社会の健康課題を考えることができました。

・エコチル調査を身近に感じました。色々な職種の方々の声が聞けて勉強にな
りました。次回参加したいと思いました。

・各分野の先生の話が直接聞けて良かったです。今回は喫煙が主な議題にあ
がっていたが、化学物質は生活につねにあるもの。他の物が、どんな影響が
あるのか等、別の結果も聞きたかったです。

・これからもっとエコチル調査のことを色んな人に知ってほしいと思ったので、
このような機会をもっと増やしてほしいと思いました。

〔実施者による振り返り〕

ハイブリッド（特にオンライン参加者）運用
について：
△完全オンラインではなく、ハイブリッド
運用だったため、オンライン参加者のケア
が十分でないところがあった。また、こち
らから呼びかけても応答がない参加者も
あり、途中退出されている可能性が否め
ない。オンラインのファシリテーターを任
命し、グループワークでは、グループに任
せるのではなく、こちらから積極的に参加
者に発言を求める方法が求められるので
はないか。 55

• プログラム、グループワークのテーマを検討
• ハイブリッド開催に際する設備面の確認

2022年１２月１９日 講師・協力者と打合せ
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【事例20】教育関係者向け
第２０回 子どもの健やかな成長に科学的知識を活かす
―学校教育に環境省「エコチル調査」の成果をいかすには…ー

タイトル

子育て支援関係者及び教育関係者（学童、保
育園関係者等、小学校・中学校教員）

対象層東京都中野区開催地

「エコチル調査」の研究内容について知り関心を持って頂く（→参加者）
「エコチル調査」の研究成果の受け止め方及び自分との関わり方を考えて頂く（→参加者）
学校等で「エコチル調査」の成果をどのように活用できるか意見交換して頂く（⇔講師・エコチ
ル調査関係者）

目的

講師： エコチル調査甲信ユニットセンター、メディカルサポートセンター
講師・
協力者

当日の
進め方
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内 容担 当時 間

開会挨拶、イントロダクション、自己紹介株式会社オーエムシー、
講師他

13：30

エコチル調査の事業内容紹介環境省13：４５

「エコチル調査から考えるアレルギーのこと」と題して、アレルギー関連の成果説明
講師（メディカルサポート
センター）

14:00

「スクリーンタイム、ICTと子どもの健康への影響」と題して、ICT関連の成果説明講師（甲信ユニットセン
ター）

１４：15

（休憩）ー14:30

対話（意見交換）：
エコチル調査の概要や研究成果についての感想
アレルギーやスクリーンタイム等に関するの研究成果や成果紹介パンフレットの内
容をどう学校現場で活かせるか、参加者同士及び講師と対話

参加者の皆さま

14:４0

参加者からのご意見をもとに、講師からコメントをフィードバック講師の先生方１５：30

閉会ー1５：40
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当日の状況企画手順

2022年12月中旬
小学校教員へヒアリング
子どもの健康に関する気になる点はアレルギー、
ICT教育関連に興味があるという結果だった

2023年1月６日 講師の先生への打診・調整

1月下旬～２月下旬 広報周知活動

2023年３月２日 実施

１月中旬 日程調整・会場選定

・講師と調整し、講師を含め遠方の方が参加できるこ
とも念頭にハイブリッド形式で開催できる会場を選
定した。また、子育て中の方も参加しやすい立地・
設備の場所とした。

〔実施概要〕
・参加者７名（＋お子さん2名）、講師２名、司会１名、

スタッフ４名、環境省により実施。

〔本会の特徴・成功ポイント〕

エコチル調査の概要（実施内容や目標）や研究成果について説明し、業務が多岐
にわたる教員が活用できるアレルギーやICTに関する情報を提供し、意見を交
換した。また、子連れ参加が可能な会場とし、子育て中の教員の参加を可能にし
た。

〔参加者からの声のまとめ〕
• 対話の部分は大変有益であり、もう少し聞きたかった。ただ、時間が大分伸

びてしまった。
• とても良い内容で大変勉強になった。調査内容が子どもたちの豊かな未来

につながることを願う。
• 今回のような大切な内容を、行政の人や保護者など多くの方々に知っても

らうための方法があってほしい。
• アットホームな中で専門家の話（エビデンス）を聞けたと共に、様々な立場の

方の意見に触れることができた。

〔実施者による振り返り〕

★電子データによる資料の配布：
参加者アンケートの回答をみると、講師
の話題提供が好評であった。国際的な
ジャーナルなどから、客観的かつ科学
的な情報が適材適所で紹介されていた。
一方で、参加者(教育関係者）が今後必
要に応じて第三者に伝えることができ
るよう、これらのスライド資料を電子で
配布することができないかと思う。そ
のためには二次利用可能な部分を明ら
かにし、参加者への活用方法をお伝え
するなど、電子配布を見据えた資料配
布方法を検討する必要がある。
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・アレルギー及びICT教育関連のエコチル調査の研
究成果についてお話していただくことを確認

２月22日 講師と打合せ

［工夫とねらい]
・当日の講演内容及びグループワークテーマを確認
・当日のレイアウト（備品）はお子さん連れでも安心し

て参加できるよう工夫した。

・教育関係者へ事前に対話事業を案内し、参加の意思
を確認した。
・チラシを作成し、詳細を教育関係者へ周知。
なお、筑波大附属小学校の教員へも情報を提供した。
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事例集（初版：2022年６月）は、以下の専門家のみなさまにご協力をいただき作成しました。

令和3年度エコチル調査に係る「地域の子育て世代との対話」検討会

〈座長〉

堀口 逸子

〈委員〉 （五十音順）

金谷 久美子

鎌田 久美子

河村 真紀子

鬼頭 英明

崎田 裕子

須方 督夫

寺沢 弘子

仲井 邦彦

長野 伸彦

奈良 由美子

長谷川 聖治

松尾 剛

松永 和紀

松本 吉郎

目時 弘仁

森田 由子

東京理科大学薬学部 医療薬学教育研究支援センター 教授

京都大学大学院 医学研究科 研究員

公益社団法人 日本看護協会

主婦連合会 会長

法政大学 スポーツ健康学部 教授

環境カウンセラー （中央環境審議会環境保健部会 委員）

一般社団法人 日本化学工業協会 化学品管理部 部長

化学物質アドバイザー

東海学園大学 スポーツ健康科学部 教授

公益社団法人 日本小児科学会

放送大学 教養学部 教授

読売新聞 東京本社 総務局 兼 よみうりコンピュータ取締役副社長

北九州市 環境局環境監視部 環境監視課長

科学ジャーナリスト （中央環境審議会環境保健部会 委員）

公益社団法人 日本医師会 常任理事

公益社団法人 日本産科婦人科学会

国立研究開発法人 科学技術振興機構 日本科学未来館 事業部 経営戦略室 科学コミュニケーション専門主任
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この資料（第２版：202３年４月）は、以下の専門家のみなさまにご協力をいただき更新しました。

令和４年度エコチル調査に係る「地域の子育て世代との対話」検討会

〈座長〉

堀口 逸子

〈委員〉 （五十音順）

金谷 久美子

鎌田 久美子

河村 真紀子

鬼頭 英明

崎田 裕子

滝口 真樹

寺沢 弘子

仲井 邦彦

長野 伸彦

奈良 由美子

長谷川 聖治

細川 秀一

松永 和紀

目時 弘仁

森 剛志

森田 由子

東京理科大学薬学部医療薬学教育研究支援センター 教授

京都大学大学院 医学研究科 研究員

公益社団法人 日本看護協会

主婦連合会 会長

法政大学 スポーツ健康学部教授

環境カウンセラー （中央環境審議会環境保健部会委員）

富士吉田市 健康長寿課健康推進室 主幹

化学物質アドバイザー

東海学園大学 スポーツ健康科学部教授

公益社団法人 日本小児科学会

放送大学 教養学部 教授

株式会社読売・日本テレビ文化センター 代表取締役社長

公益社団法人 日本医師会 常任理事

科学ジャーナリスト

公益社団法人 日本産科婦人科学会

一般社団法人 日本化学工業協会 化学品管理部 部長

科学技術振興機構 「科学と社会」推進部 未来共創企画グループ 専門役
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■イントロダクション―エコチル調査の目的 
三菱総合研究所 山口健太郎 主任研究員 

 冒頭、山口主任研究員より、「エコチル調査」の
目的や実施概要などに関する解説が行われました。 
 エコチル調査は、10 万組の子ども・両親を対象
に、2011 年〜2032 年の⻑期に渡って環境と成⻑
の関係を追跡調査するものです。この調査のため、
全国の大学や研究機関などの施設を中心とした
15 地域で、出生前から出生後 13 歳まで、環境中
に存在するさまざまな化学物質への曝露、食品の
摂取状況の調査、定期的な測定や血液、尿、毛髪な
どの生体試料採取などが行われています。 
 
「子どもは、大人と比べて体が小さく、環境の影
響を受けやすいと言われています。一方、子ども
の間で、喘息やアトピーなどさまざまな健康問題
が増加していますが、これらと化学物質との関係
は完全に解明されたわけではありません。環境は
大きく変化していて、子どもの健康問題も増加し
ています。この二つは、関係しているように思え
ますが、まだはっきりとそれらの関係性が分かっ
たわけではありません。このような認識のもと、
エコチル調査では、大規模・⻑期の調査を行うこ
とによって、環境が子どもの成⻑や健康に与える

影響を解明することを目的にしています。」 
 
 エコチル調査の目的は、子どもの健康に対する
さまざまな環境、化学物質の影響についての「科
学的根拠」を見つけ出すことです。科学的根拠が
あれば、子どもの健康を阻害する化学物質に対す
る制度や基準の設計が可能になり、行政や企業が
対策をとることができるようになります。 
 対象となる疾患、化学物質、食品、生活習慣は無
限であるため、研究テーマも多岐に渡っています。
金谷研究員の講演は、今現在、どんな研究がされ
ているか、ひとつの具体例を紹介するものです。 
 
■具体的な研究内容について 

京都大学大学院医学研究科 金谷久美子 研究員 
 
−エコチル調査は「宝の山」 
 金谷研究員は、⻑⼥のアレルギーと喘息のため、
自分自身が育児に悩んだ経験があり、同じような
悩みに苦しむ親御さんたちの気持ちを救いたいと
いう想いで日々研究に邁進しているといいます。 
 
「エコチル調査では、膨大な生体試料の採取はも
ちろんのこと、お⺟さんたちもたくさんの調査票

環境省「エコチル調査」に関する地域対話 
−第 11 回：ビタミン D 不足とアレルギー症状の関連 
 
2020 年 12 月 16 日、昨年度より実施している「エコチル調査」に関する地域対話の第 11 回を、新潟
大学大学院で開催しました。参加した大学院生たちは、日頃から食品、化学物質など、エコチル調査
とも深く関係するテーマの研究を行っている若者たちで、今後の「エコチル調査のよき理解者」予備
軍でもあると言ます。冒頭、三菱総合研究所・山口健太郎主任研究員による概要解説のあと、京都大
学大学院・金谷久美子研究員による、エコチル調査の具体的な研究内容についての話題提供が行われ
ました。後半は、大学院生たちにグループワークを行ってもらい、近い将来、生活者・企業人・研究
者等として、どのようにエコチル調査と関わることができるかについて議論を深めてもらいました。 

講師：京都大学大学院医学研究科 金谷久美子 研究員 
ファシリテーター：株式会社三菱総合研究所 山口健太郎 主任研究員 
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に答えてくれています。これらのデータは、本当
に宝の山と言えます。皆さんが子育てを始める頃
には、現時点では分かっていないことに対しても、
根拠のある“解答”を出せたらと思っています。」 
 
 このような前置きのあと、金谷研究員より「ビ
タミン D 不足とアレルギー症状の関連」について、
話題提供が行われました。 
 
−ビタミン D と健康の関係 
 ビタミン D は脂溶性のビタミンで、日光や紫外
線に当たることにより体内で生成されます。骨の
発育に必須のビタミンで、不足すると「くる病」や
X 脚、O 脚などの発育異常を引き起こすことが知
られています。 

現代人は住宅内で過ごす時間が⻑くなり、先進
国では 90％の時間を屋内で過ごすと言われてい
ます。そのうえ日本では、美白ブームなどで、紫外
線を避ける人も増えています。この数十年で、紫
外線に当たる時間はかなり減少していると考えら
れます。妊婦のビタミン D の不足や胎児への影響
も懸念されており、2000 年代半ばには、新生児の
うちの 22％に、頭蓋骨が柔らかい発育不全が見ら
れたという研究もあります。 

また、近年の基礎研究では、ビタミン D の受容
体があらゆる臓器に発現していることが判明し、
ビタミン D 不足とさまざまな疾患との関連が疑わ
れるようになっています。現在、大腸がんや糖尿
病、認知症やパーキンソン病、腎臓病などとの関
連が挙げられていますが、アレルギーもそのひと
つとして疑われています。そこで、妊婦のビタミ
ン D の充足状況とアレルギー症状の関連に絞り込
んで調べようというのが、金谷研究員の狙いです。 
 
−エコチル調査の結果（日光に当たる時間、ビタ
ミン D、アレルギー症状） 
 対象は京都、富山、鳥取のエコチル参加妊婦の
うち、追加調査に同意した 3,327 名。妊娠期間中、

妊娠初期と中期に 2 回採血を行い、ビタミン D の
血中濃度を計測しました。また、調査協力者には、
アレルギー症状に関するアンケートにも回答して
もらいました。 
 その結果、ビタミン D は、平均して 7 割の調査
協 力 者 が 、 不 足 と さ れ る 基 準 の 濃 度 で あ る
20ng/mL を下回っていました。さらに、ビタミン
D が不足している人は、アレルギー症状が出やす
い傾向があることも分かりました。 
 
「ビタミン D は、日光に当たる時間が短い冬は低
い傾向にあることは分かっていましたが、それに
しても低いと考えられます。夏にようやく半数が
20ng/mL を超える程度です。1 割にあたる被験者
は、くる病のリスクが非常に高い 10ng/mL を下回
っています。そして、ビタミン D が低い群は、充
足している人を 1 とすると 1.3 倍、アレルギー症
状が出る率が高くなっていることも分かりまし
た。」 
 
−研究結果を読み解く際の留意点 
 ただし、この研究には気を付けなければならな
い点があると金谷研究員は言います。ひとつは、
ビタミン D の不足とアレルギー症状の発現の、ど
ちらが原因か分からない、「因果の逆転」の可能性
があること。アレルギー症状の強い人は、外に出
ることを避ける傾向が強い結果、ビタミン D が欠
乏した可能性があります。また、妊婦しか調査で

京都大学大学院医学研究科 金谷久美子研究員
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きておらず、男性や妊娠していない⼥性での実態
は分からないという問題もあります。 
 
「他の地域や別の集団で同じ結果が出るのかとい
うこと（再現性）も確認しなければいけません。ま
た、因果関係を確実にするには、ランダム化比較
試験（Randomized Controlled Trial；RCT）が必
要です。ヒトを対象とした研究結果を読み解く場
合には、研究デザインの限界を知っておくことが
とても重要です。」 
 
−知っておきたい「エビデンスレベル」 

ヒトを対象にした調査研究は、その設計、デザ
インによって信頼度に違いがあります。それを示
したのが右上に図で示した「エビデンスレベル」
です。ヒトを対象にした研究としては、「症例対照
研究」、「コホート研究」、「ランダム化比較試験」
の順に信頼度は高くなります。エコチル調査はコ
ホート研究に相当するもので、毒物や化合物を対
象にするものとしては、これが実質的に最高レベ
ルの信頼度です。金谷研究員は、それぞれの研究
デザインの違いを解説したうえで、次のようにエ
コチル調査のエビデンスレベルを評価し、話題提
供を締めくくりました。 
 
「症例対照研究は、仮説を立てるうえでは有効で
すが、因果関係に言及することはできません。ラ
ンダム化比較試験は、対照群に分けて曝露させて
結果を見るという人体実験になってしまうために、
化学物質が対象の場合は、倫理的な問題がありま
す。エコチル調査は、ある集団の（その時点まで
の）曝露状況と、その後の健康状況を追跡し、⻑期
に渡って調べ続けるものですので、時間と費用は
かかるものの、化学物質を対象としたものでは最
高峰のレベルだといえます。」 
 
■質疑応答 
Q．京都、富山、鳥取では、日照時間に地域的な差

があるのではないでしょうか？ 
A．そのとおりです。しかし、最も緯度が高く、日

照時間の短い富山で、冬のビタミン D 濃度が有
意に高いという結果が出ています。食事面の調
査では地域差が認められなかったので、雪によ
る紫外線の反射などの可能性が考えられるかも
しれません。もちろん、食事調査はその方の典
型的な食事内容についてお聞きしていますので、
富山の季節に特徴的な食習慣（冬のブリなど）
が食事調査への回答に反映されなかっただけな
のかもしれません。 

 
■グループワーク 
 金谷研究員からの話題提供を受け、参加してく
れた大学院生たちによるグループワークが行われ
ました。1 グループ 4 人程度の 3 グループに分か
れ、テーマは以下の 2 点としました。 
 
① 「環境」「リスク」「子どもの健やかな成⻑」と

いうキーワードを前に、皆さんは、将来の研究
者、企業人、生活者としての立場から、どのよ
うな社会の実現に貢献したいと思いました
か？ 

② その社会の実現に、エコチル調査は、どのよう
に役立つと思いますか？ もし、役立たない

動物実験や実験検査（ヒトの関与なし）

症例報告（設計無し）
専門家の意⾒など

症例対照研究
後ろ向き︓疾患にかかった⽅とかからなかっ
た⽅の危険因子への過去の関与をみる

コホート研究
前向き︓疾患未発症の

⽅のこれからを観察

ランダム化比較試験
前向き︓治験の研究

メタアナリシス

臨床診療
ガイドライン

エコチル調査

「エビデンスレベル」の概念図
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と思う場合、それはなぜですか？役立てるた
めには、他に何が必要だと思いますか？ 

 
 あるグループ内の対話では、エコチル調査に関
して「一般に出ている情報が少ない」「日本人が化
学物質の曝露に対して意識が低いのではないか」
といった意見で共通していました。 
 ある一人は、エコチル調査のデータの信憑性を
評価しつつも、「まったく知られていないが、これ
らの結果が被験者（調査参加者）に届けられてい
るのか」と疑問を呈したうえで、「この十数年で生
活習慣病など現代特有の病気が増えている。エコ
チル調査ではそこを調べてほしい。また、ビタミ
ン D の受容体が全身で見つかるなど最新の研究結
果があるなら、その視点からの研究もしてほしい。」
と、エコチル調査への期待を話してくれました。 
 別の一人は、自身の研究に照らし合わせ、研究
者としてこうありたいという抱負を語ってくれま
した。 
「自分も食品に関する研究をしていますが、研究
結果など専門的な知識は一般に伝わりにくく、ネ
ットには不正確な情報が溢れています。エコチル
調査は、政府がもっと分かりやすい情報を発信し、
推奨する行動なども提示していくほうが良いので
はないでしょうか。自分も研究者として、何か聞
かれたら、きちんと説明できるようになっておき
たいと思います。」 
 
 他にも、研究成果の伝え方についてのアイディ
アや、一般の人々がエコチル調査を「役立てる」に
はどうしたら良いかなど、さまざまな視点からの
意見が多く出され、活発な議論が交わされました。 
 最後にまとめとして、各グループの議論の内容
を、全体で共有しました。 
 
［グループ①］ 
「研究者としての自分たちも、化学物質を扱うこ
とがあるので、その有害性をよく理解し、法令に

則ってしっかり管理することが重要だと話し合い
ました。また、生活者としては、エコチル調査をも
っと知ることが大切。ネットに不正確な情報が溢
れている今、信頼できるソースとして活用すべき
だと話し合いました。」 
 
［グループ②］ 
「エコチル調査を、特定保健用食品の審査などに
使ってはどうかというアイディアが出ました。エ
コチル調査のような⻑期の研究結果が有効に活用
できるのではないかと思います。情報発信につい
ては、子育てに役立ててほしいという話とは裏腹
に、研究成果一覧が、子育て中の親が読みやすい
ものに全然なっていないのが気になります。研究
成果を分かりやすく、スマホアプリで伝えてはど
うか、という意見も出された。」 
 
［グループ③］ 
「環境リスクに関する正しい情報が、多くの不正
確な情報に埋もれてしまっているのが現状だと思
います。エコチル調査の結果は、『こうすべき』と
いう行動指針とともに、分かりやすく伝えてくれ
ることを期待します。また、研究者である自分た
ちとしては、人に間違った情報を伝えない、伝え
方に留意しよう、といった意見が出されました。」 
 
 以上の議論を共有したあと、金谷研究員と、コ
メンテータとして参加した堀口逸子教授（東京理

グループワークで議論する参加者の様子
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科大学薬学部薬学科教授、食品安全委員会委員）
より、大学院生から呈された疑問や意見一つ一つ
に対して、丁寧なコメントが返されました。金谷
研究員は、特にグループ③のコメントに呼応して、
エコチル調査が原因を特定するところまでは達し
ていないこと、具体的な対策を講じる段階にはな
いことなどを改めて解説したうえで、「とはいえ、
推定できる防御方法をしっかりアピールすること
は確かに重要」とコメントされました。堀口教授
からも、今後は食品安全分野もエコチル調査の結
果を参考にしていく必要があるだろうし、食品安
全の面で見直すべき点が出てくれば、その対応を
検討していくべきとのコメントを返されました。 
 最後に、環境省環境保健部環境安全課環境リス
ク評価室の山本英紀室⻑より、参加者への謝意が
伝えられた。 
 
「今回感じたのは、環境や健康の情報を伝えるこ
との難しさです。これを伝えることは、専門的な
知識を持つ人であっても難しいことで、エコチル
調査の中だけで完結するものでもありません。し
かし、情報を出す意味はありそうで、かつ工夫し
ていく余地がありそうなことも分かりました。今
後、環境省として、皆さんのお役に立てるような
資料を作っていきたい。その際には、皆さんの意
見をお聞きしたいと思います。ぜひこれからも、
環境全体に広く興味を持って下さい。」 
 
■対話を終えて（事務局：三菱総合研究所） 
 金谷研究員から繰り返しお話があったように、
完全な科学的根拠（エビデンス）を得ることは至
難の業です。そのため私たちは、個人として、また
社会全体として、限定的なエビデンスをもとにそ
れぞれの意思決定をしていかなければなりません。
このような、得られたエビデンスのレベルと意思
決定との折り合いを、いかにつけていくべきでし
ょうか？また、そのために「専門家」の言うことを
どの程度信頼するべきでしょうか？これらの難し

さは、昨今のコロナ禍で浮き彫りになったことで
もあります。この点に対する唯一の答えは存在し
ません。各人それぞれが置かれた立場、状況に応
じて考え抜くことです。今回の対話が、研究者、企
業人、そして「親」の卵としての若い大学院生の皆
さんに、その気づきを与える機会となっていれば、
嬉しく思います。 

（構成・三菱総合研究所） 
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■イントロダクション 
 今回の対話は、まず「エコチル調査」を所管する
環境省 環境リスク評価室・⽥中桜室⻑からの挨拶
でスタートしました。⽥中室⻑は、⼤学病院等で
小児外科医として臨床や研究に従事した後、厚生
労働省に⼊省。難病対策、障害者施策、⺟⼦保健施
策、原⼦力災害時の医療体制整備などに従事した
のち、現在は環境省に出向して現職に就いている
とのことでした。 
 
「科学研究の成果によって、さまざまな疾病の原
因物質が判明したことの恩恵は、医療の現場でも
とても⼤きいものだと感じています。エコチル調
査は、未来の人類、⼦どもたちに寄与する研究で
あり、担当することに⼤きな責任と誇りを感じて
います。今日の対話が、皆さんにとって、環境と健
康について考えるきっかけになればと願っていま
す。」 
 
 その後、山口主任研究員から、エコチル調査の
概要に関する説明が行われました。エコチル調査
は、全国 10 万組の⼦ども・両親を対象に、2011 年
〜2032 年の⻑期に渡って、環境と⼦ども成⻑との

関係を追跡調査するものです。全国の⼤学・研究
機関を中心とした 15 地域で、出生前から出生後
13 歳まで、化学物質を中心とした様々な環境への
曝露、食品の摂取状況の調査、定期的な測定や血
液、尿、毛髪などの生体試料採取などが行われま
す。対象となる化学物質や環境要素が多岐にわた
るため、調査データは膨⼤なものになります。イ
ントロダクションの最後に、今回の対話イベント
のねらいが述べられました。 
 
「調査結果は、今後さまざまな研究や対策に反映
されていくことが期待されています。一方で、エ
コチル調査の研究そのものは、一般の方々にはな
かなか分かりにくく、伝えることが難しいもので
す。ですから、今回の対話イベントは、まずはエコ
チル調査という活動が目指しているところについ
て、皆さんと共有することを目的として実施しま
す。今日は、参加者の皆さんに、エコチル調査をま
ず知ってもらい、そのうえで、エコチル調査の目
指すところと、皆さんの今後の生活や所属組織で
の活動とのつながりについて考える機会にしてい
ただければ嬉しく思います。」 
 

⼦どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
―第 12 回 健康な環境のデザイン：私が変わる？社会が変わる？ 

 
2021 年 1 月 23 日、九州大学大学院 科学技術イノベーション政策教育研究センター・小林俊哉准教
授の呼びかけのもとに集まった参加者（企業・自治体等に勤務する社会人が中心）に向けて、「エコチ
ル調査」に関する対話イベントをオンラインで開催しました。今回は、前回（第 11 回）と異なり、参
加者の年齢、職種・職業、バックグラウンドが多様で、対話は非常に多角的で充実したものになりま
した。当日は、前半、冒頭の概要解説のあと、「エコチル調査」の結果を用いることで、社会の環境を
どのようにデザインしていくことができそうかという点について、国立研究開発法人国立環境研究所 
エコチル調査コアセンター・中山祥嗣次⻑から話題提供が行われました。後半は、参加者たちとの質
疑応答が行われ、エコチル調査と社会環境のデザインとの関わりについて議論を深めました。 

講師：国立研究開発法人国立環境研究所 エコチル調査コアセンター 中山祥嗣 次⻑ 
ファシリテーター：株式会社三菱総合研究所 山口健太郎 主任研究員 
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■話題提供「健康な環境のデザイン：私が変わ

る？ 社会が変わる？」 
国立環境研究所 エコチル調査コアセンター・
中山祥嗣 次⻑ 

  
−「環境保健」とはどういうものか 

中山次⻑は、日本で公衆衛生の博士号を取得し
た 後 、 2005 年 か ら 米 国 の 環 境 保 護 庁
（Environmental Protection Agency）に勤務。2011
年から、エコチル調査の中核機関である国立環境
研究所に勤務。現在はエコチル調査の推進におい
て中心的な役割を担っています。 
 中山次⻑の専門分野は「環境保健」という一般
には⽿慣れないもの。中山次⻑は、「環境保健」の
ことを、「公衆衛生の一分野であり、科学研究と実
践を同時に行うもの」と説明します。 
 
「 公 衆 衛 生 の 先 駆 者 で あ る ウ イ ン ズ ロ ー
（Charles-Edward Amory Winslow (1877-1957)）
は、公衆衛生を"Science and Art"であると定義しま
した。つまり、科学研究をしながら、実践もしなけ
ればならないということです。その一分野である
「環境保健」も同様です。環境が人体に与える影
響を研究しながら、同時にどう防ぐかについても
取り組むものなのです。」 
 
 科学研究は、主に毒性学、曝露科学、環境疫学の
3 分野で行われています。毒性学は、物質が人体に
影響するメカニズムを調査するもの。曝露科学は、
どのようなものに、どれくらい曝されているかを
調査するもの。環境疫学は、環境が人間の健康に
与える影響を調査するもので、エコチル調査もこ
れに含まれます。「環境保健」は、これらの科学研
究と実践とを組み合わせ、環境がどのように人間
に影響するか、そして、どうすれば人間への悪影
響を減らすことができるのかを考える学問です。 
 

 
−生活環境は大きく変化している 
 環境保健のアプローチが求められる背景には、
この数十年で、人間、特に⼦どもの生活環境が⼤
きく変わったことへの危惧があるといいます。 
 
「昔は川に飛び込んで遊んでいたような⼦どもた
ちが、今ではビルの中の託児所で、プラスチック
の遊具に囲まれて生活していますよね。あるいは、
⼦どもがタブレットで遊ぶようになりましたが、
それが⼦どもの健康にどのように影響するのか、
きちんと考えている人は少ないと思います。」 
 

現在、科学研究の世界では、さまざまな化学物
質の健康への影響について研究が進められていま
す。例えば、ハンバーガーの包み紙やフライパン
のフッ素コーティングに使われる有機フッ素系化
合物が、食べ物に溶け出し、脂質代謝に影響を与
え、肥満のリスクを高めているのではないか、と
いうものがあります。そのほかにも、家具・家電製
品によく用いられている臭素系難燃剤や、プラス
チックの原料であるビスフェノール類などについ
て、それらが人間の健康に与える影響について研
究が進められています。 

中山次⻑は、エコチル調査には、これらの科学
研究を進めるうえでの⻑所があるといいます。 
 
「伝統的な疫学では、これら化学物質ひとつひと
つについて人体への影響を調べていたため、同時

国立環境研究所 エコチル調査コアセンター 中山祥嗣 次⻑ 
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に複数の化学物質に曝されたときの複合的な影響
の調査ができていませんでした。エコチル調査は、
複数の化学物質を同時に調査しているため、複数
同時曝露について、今後解明できる可能性があり
ます。」 
 
−科学研究（Science）から実践（Art）へ 〜「根
源的予防」と「ポピュレーション・アプローチ」 
 こうした科学研究の結果を、どのように「実践」
に繋げていくかが、今回の演題「私が変わる？社
会が変わる？」の意味です。化学物質は、ある程
度、個人が注意することで曝露や摂取を減らすこ
とができます。教育で意識を変えたり、経済的な
インセンティブを通じて行動変容を促したりする
ことも可能です。 
 これら以外の考え方として、中山次⻑が着目し
ているのが「根源的予防」という考え方です。根源
的予防とは「健康影響の原因となる環境そのもの
を変えてしまおうという発想」で、社会・環境のデ
ザインに対する考え方の一つです。 
 
「わかりやすく言えば、エスカレーターのスピー
ドを遅くすることで、階段の利用を促進しようと
するような考え方です。味が変わらない程度に食
品中の塩分を減らしてしまえば、食品会社は材料
費を削減できますし、消費者は塩分摂取が減って
健康になります。まさに Win-Win の関係のデザイ
ンです。」 
 
 これは、社会全体に働きかける（社会全体の曝
露量を低減させようとする）手法で、「ポピュレー
ション・アプローチ」と呼ばれるものです。一般的
に、行政の対応としては、規制物質の基準を定め、
基準値以上の曝露をした人を探し出す「ハイリス
クグループ・アプローチ」手法が多く見られます。
これは高曝露群を探し出し、治療も行うので、社
会的にコストがかかります。それよりも、社会全
体の曝露量を低減する「ポピュレーション・アプ

ローチ」の方が、費用対効果が⼤きいのではない
かという考え方があります。一方で、⺠主的な社
会運営においては、行政等が、市⺠に内緒で、勝手
に環境の設計を行ってしまうことには⼤きな問題
があります。中山次⻑も、以下のように付け加え
ます。 
 
「ポピュレーション・アプローチを採り⼊れるた
めには、社会全体の合意が必要です。エコチル調
査の結果は、その合意形成の際のエビデンスとし
て使えるのではないかと考えています。化学物質
を使っている企業と一緒に、含有量をちょっとだ
け減らすということを、国⺠、行政、企業全体の合
意を得ながら試していく。それにより、社会全体
の健康の水準を底上げしていく、といったことが
できるのではないかと考えています。」 
 
 中山次⻑は、最後に、前 National Institute for 
Environmental Health Sciences 所⻑ リンダ・バー
ンバウム氏の「私たちは、遺伝⼦を変えることは
できない。しかし、環境を自分たちで変えること
はできる。（“You can’t change your genes, but you 
can change the environment”）」という言葉を引用
し、「エコチル調査の成果を社会で広く使ってほし
いし、そのための議論を始めてほしい」と力強く
呼びかけ、話題提供を締めくくりました。 
 

予防の４段階（資料：中山次⻑ご提供） 



対話レポート 

 

 
■ディスカッション 
 中山次⻑の話題提供の後、参加者からの質問を
受ける形でディスカッションが行われました。デ
ィスカッションには、堀口逸⼦教授（東京理科⼤
学薬学部薬学科教授、食品安全委員会委員）もコ
メンテータとして参加しました。 
 
−子育てに役立つ科学情報の在り処について 
質問者： 「今、まさに⼦育て中です。しかし、ど
こで今回のような有益な情報が得られるのかが分
かりません。ネットには雑多な情報が多く、真偽
も疑わしいです。信頼できる情報源がどこにある
か知りたいのですが。」 
中山次⻑： 「正直に言うと、なかなか無い、とい
うのが現状だと思います。環境と⼦育ての相談所
のようなものが日本には無いというのは課題だと
認識しています。“これは危険”と伝えるだけでは
なく、“これは安全”と伝える場を作ることが⼤事
だと考えているのですが。」 
堀口教授： 「良い情報源が少なく、⼦育て世代の
皆さんは苦労されていると聞いています。食品安
全委員会では、メディア・リテラシーのためのチ
ェックリストを公開していますので、情報源の信
憑性を見極めたいときに、それを当てはめて頂く
のも良いと思います。」 
 
−「社会を変える」ためのアプローチ 
質問者： 「“社会を変える”というお話がありまし
たが、実際の方法について、具体的なイメージを
お伺いしたいのですが。」 
中山次⻑： 「エコチル調査の特徴は、データが連
続値で出てくることです。化学物質の体内分布だ
けでなく、⼦どもの出生体重なども連続値で出て
います。連続していない、一時的なデータだけだ
と、曝露量で分類して“ここまでは安全”というよ
うな基準を定めることはできても、“全体の量を下
げましょう”というエビデンスにすることはでき

ないのです。エコチル調査は、そういうエビデン
スとして使えるデータが出せると考えています。」 
山口主任研究員： 「教育分野との連携について
どうお考えですか。」 
中山次⻑： 「教育ももちろん重要ですが、教育で
国を変えるにはかなり⻑い時間が必要になるでし
ょう。もっと効率的に、社会が一緒になって進め
ることが望ましいというのが私の考えです。」 
質問者： 「話題提供の中で触れられていたよう
な、企業も巻き込んだ協働を行うのならば、予算
も時間もかかると思います。そうした取り組みを
社会に浸透させるためには、どれくらいの期間が
必要だとお考えでしょうか。」 
中山次⻑： 「化学物質に関するテーマなので、難
しい問題ですね。ただ、エコチル調査を使えば、優
先順位を設定することはできると思います。例え
ば、含有量を数％カットしたところで、その性能
に殆ど違いはないような化学物質を見つけ出すよ
うなことを、エコチル調査ができればいいと思い
ます。企業も、悪いことをしようと思って化学物
質を使っているわけではないですよね。そこに対
話の可能性があり、エビデンスをもってきちんと
話せば、目的意識を共有できるのではないかと期
待しています。」 
質問者： 「そのような社会の実現に向けて、何を
していくべきなのでしょうか。声を上げるだけで
よいのでしょうか。」 
中山次⻑： 「社会が変わるには、その時の運もあ
ります。しかし、誰かが声を上げ続けることは間
違いなく重要です。一方で、具体的な政策に落と
し込んでいくためには、戦略的に進める必要があ
りますし、そのためには医師だけが頑張っていて
もだめ、疫学者だけが頑張っていてもだめです。
多くの才能が集まって、協働する必要があります。」 
堀口教授： 「10 年もかからない短い期間で社会
が変わるのは、何かしら不幸な事件、出来事が起
きたケースです。コロナ禍で、今まで誰も知らな
かったパルスオキシメーターが一気に日常化した、
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あのようなイメージです。もちろん、不幸な事件
は起きないほうが良いに決まっていますが、そう
した事態に準備しておけるかどうかということも
重要になりますね。」 
 
−エコチル調査と「行動変容」 
質問者： 「日本人の健康意識は低いように感じ
ています。エコチル調査の結果を、国⺠全体に、ど
のようにインパクトをもってメッセージングして
いくべきとお考えですか。」 
中山次⻑： 「インパクトという意味では、どのく
らい“指標”を発見できるかが⼤事になってくると
思っています。エコチル調査をもとに、“指標”とな
る物質を見つけ出せたら、例えば⼦どもを作ろう
と考えている夫婦がそれを測定して参照してみた
り、医師だけではなく助産師や栄養士などもそれ
が参照できるようになったりします。そのように
なれば、それは強いインパクト、メッセージにな
るのではないでしょうか。」 
堀口教授： 「事実を伝え、国⺠の皆さんに考え方
を変えてもらうことももちろん重要なのですが、
エコチル調査を通じた取り組みでは、環境の方を
変えていくという戦略も重要で、その両輪を回し
ていく必要があると思っています。そこの戦略立
案の部分に、エコチル調査がエビデンスを提供で
きればよいと思います。」 
⽥中室⻑： 「伝えるという点では、厚生労働省の
担う役割も⼤きいと考えています。しかし、ご質
問のように、うまく伝えられていないのが現状で
す。正しい情報を伝えて、行動変容を促すことが
できるように、努力したいと思います。」 
質問者： 「個人の行動変容について、この 20 年
ほどで、喫煙者がガクンと減ったように感じます。
そこから何かヒントを見出すことはできますか。」 
堀口教授： 「タバコについては、2002 年の健康
増進法で、受動喫煙について明文化したことが⼤
きいと思います。これにより喫煙所が減らされ、
喫煙の習慣が減少しましたよね。これは健康に関

する環境を政策的に変えることができた成功例の
ひとつに挙げられると思います。」 
中山次⻑： 「タバコは環境を変え、行動変容を促
した好例で、確かに成功例ではありますが、この
数年で揺り戻しが起きていて、若年層の加熱式タ
バコの喫煙が増えています。こういう揺り戻しも
考えた取り組みを行うためには、医師だけでは難
しいです。」 
質問者： 「助産師教育に携わっております。ベー
スは助産師です。妊娠期の葉酸摂取は厚生労働省
からも奨励されていますが、私自身の研究で、小
中高校教育の学習指導要領に葉酸摂取に対する記
載されておらず、ほとんどの人が葉酸摂取の必要
性を妊娠するまでに理解していないという事実が
明らかになりました。そのため私は、妊婦を教育
していく助産師教育の中で、学生に教育を行って
いるところです。」 
中山次⻑： 「専門職の教育に組み込むことは⼤
変重要です。一方で、教育だけに限らず、手段にこ
だわらず取り組むべき問題でもあるので、そうい
うところも考えてもらえると嬉しいです。ゴール
を設定したうえで、どうすれば効率よくゴールを
達成できるか、例えば、葉酸を添加した食品を普
及させるにはどうしたらよいかなどについて、
色々な人たちと話し合ってほしいと思います。基
準値を作って規制します、だけではなく、厚生労
働省も、環境省も、医師会も教育者も、様々な人が
集まって対話して、一緒になって考えていきたい
と思っています。」 
 
−エコチル調査と「市⺠・消費者」の接点 
質問者： 「エコチル調査の結果を反映した、⼦ど
もの健康に良い食品などに対し、認証マークを発
行するような取り組みはどうですか。消費者はマ
ークがあると選びやすいし、安心もできるのでは
ないでしょうか。」 
堀口教授： 「よいアイディアですが、マークを作
るには、ステークホルダーが、どこにどれだけい
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るか、その洗い出しが難しいですよね。また、マー
クを作っても、タバコに対する加熱式タバコのよ
うに、抜け道を探す動きは必ずあって、いたちご
っこになりやすいのも事実なんです。そうした背
景も含め、経済的な計算もしたうえで設計する必
要があります。」 
中山次⻑： 「海外で実施されているようなステ
ークホルダー会合を、私はエコチル調査でもやる
べきだと考えています。エコチル調査は公的資金
を投じた研究ですので、我々もエコチル調査の結
果をステークホルダーに伝えることは非常に重要
だと考えています。ステークホルダーには当然市
⺠も含まれますし、化学業界はもちろん、自動車
メーカーもそうかもしれません。ステークホルダ
ーが集まって、自主的にある物質の使用をやめよ
うという機運が高まれば、ご提案のようなマーク
も、自主的な取り組みとして実現するかもしれな
いですね。」 
山口主任研究員： 「タバコの事例で言うと、個人
としての市⺠・消費者はなかなか捉えにくいので、
市⺠団体や患者さんの団体などをステークホルダ
ーとして会合のメンバーとすることがあります。
ステークホルダー会合については、日本語で書か
れた事例集や教科書がなかなか無いのですが、国
内でも、タバコ業界の広報におられた方などの中
に、詳しい人材が一部いるのではと思います。ご
興味のある方は、インターネットなどで粘り強く
情報を探していただくと良いと思います。」 
 
 
−対策と抜け道の「いたちごっこ」 
質問者： 「ある化学物質を禁止することによっ
て、同等の性能をもつ別の化学物質の開発を促す
リスクがあるのではないでしょうか。」 
中山次⻑： 「まったくその通りです。プラスチッ
クの原料となるビスフェノール A という物質は規
制されましたが、ビスフェノール AF、AP、B、C、
E……とものすごい数の代替物質が開発されてし

まいましたし、有機フッ素系化合物も形を変えて
あらゆるものに使われるようになって、把握する
ことすら難しい状況になっています。化学物質を
クラスごと規制していかないと難しいと思ってい
ます。エコチル調査では、そこに向けてのエビデ
ンスを出すことができればと考えています。」 
 
 予定時間を⼤幅に超過するほど盛り上がったデ
ィスカッションは、⽥中室⻑からの以下のコメン
トで締めくくられました。 
 
「改めて情報発信の重要性、難しさを感じること
ができました。伝えること、また教育も重要であ
ると感じることができるイベントでした。また、
特に⼦育てに関しては、情報が正しく受け止めら
れるよう十分配慮する必要があると考えさせられ
ました。」 
 
■対話を終えて（事務局：三菱総合研究所） 

多様な分野の実務家や研究者の皆さんとの質疑
応答を通じて、色々な産業界の皆さんに、今回の
対話イベントの前には聞いたことが無かったであ
ろう「エコチル調査」という事業について、それが
目指す目的・方向性を知って頂くことができたの
ではないかと思います。ディスカッション・パー
トでは、参加者の皆さんからかなり「未来志向」の
質問を頂戴することができました。改めまして、
このような場をご提供下さった九州⼤学⼤学院・
小林俊哉先生に、深く御礼を申し上げます。 

（構成・三菱総合研究所） 
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■環境省の施策におけるエコチル調査の位置づけ 
環境省 環境保健部 環境安全課 
環境リスク評価室 田中桜室⻑ 

環境省は、公害対策基本法（1967 年）を受けて
1971 年に設立された環境庁を前身としています。
循環型社会の実現、公害規制や廃棄物対策、温室
効果ガスの排出抑制、化学物質対策、そして東日
本大震災以降の課題への対応など、環境をキーワ
ードに社会が直面する国家的な課題に対応する官
庁として、その役割を拡大しています。 

エコチル調査は、全国の約 10 万組の親子を対象
にした、大規模・⻑期に渡る疫学調査です。世界的
にも特徴のある調査で、特に、環境中の化学物質
の分析、健康影響を目的としている調査は日本だ
けのものです。 

2011 年１月、妊娠期の女性のリクルートから開
始したエコチル調査は、2021 年現在、子どもの年
齢は一番上が小学４年生（10 歳）、一番下は小学１
年生（６歳）です。約 10 万組の親子を対象とする
定期的な健康調査／アンケートなどの全体調査の
ほか、約 10 万組の中の約 5,000 人を対象にした詳
細調査も行っています。詳細調査では、住居のハ
ウスダストの測定や、精神神経発達検査、詳細な

医学的検査などが含まれます。また、尿・⾎液・⻭
（乳⻭）などの生体試料も収集し、分析・調査を行
っています。アンケートでは、生活環境、社会環
境、世帯収⼊なども調査し、子どもが成⻑する環
境を全体として捉えようとしています。 

こうした分析・調査から、現在までに 214 編の
論文が発表されています（※2021 年９月末時点）。
特に、エコチル調査が目的とする、「胎児期から小
児期にかけての化学物質ばく露をはじめとする環
境因子が、妊娠・生殖、先天奇形、精神神経発達、
免疫・アレルギー、代謝・内分泌系等に影響を与え
ているのではないか」という仮説（中心仮説）に対
しては、23 編の論文が発表されています。 

調査開始から 10 年が経過し、たくさんの成果が
出ているところです。現在、13 歳以降の調査をど
のように行うのかを議論しているほか、こうした
研究成果をどのようにして社会に還元していくか
も大きな課題となっています。そのために、環境
省で新たな検討会を設立し、なーちゃんさんのよ
うなコミュニケーションの専門家にも⼊っていた
だいて、国⺠の皆さまに何をどのように伝えてい
くかを議論しています。本日の対話も、化学物質
のリスクという専門的な内容を、どのように伝え、

子どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
―第 13 回「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）」を活用した環境のデザイン 
2021 年 11 月 25 日、子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の成果を社会に還元す
る方法を模索することを目的に、慶應義塾大学環境情報学部の学生 12 名を対象とした対話を実施し
ました。塚原沙智子准教授のゼミ生（２〜４年生）に参加していただきました。当日は、国⽴環境研
究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター）の中山祥嗣次⻑に話題提供をしていただい
たほか、産婦人科医の宋美玄（そん・みひょん）先生、YouTube 専門家のなーちゃん氏をコメンテー
タとしてお迎えしました。 

講師：国立環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター） 中山祥嗣次⻑、丸の内
の森レディースクリニック 宋美玄院⻑、YouTube 専門家 なーちゃん氏 

司会：三菱総合研究所 山口健太郎主任研究員 
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議論していくのかを考えるためのものです。これ
は SDGs にも通じるテーマであり、ぜひ皆さんも
健康と環境について考え、行動を起こすきっかけ
の一つにしていただければと思います。 
 
■話題提供「子どもの健康と環境に関する全国調

査（エコチル調査）を活用した環境のデザイン」 
国⽴環境研究所 環境リスク・健康領域 

（エコチル調査コアセンター） 
中山祥嗣次⻑ 

エコチル調査が対象とする健康に対する環境の
影響は「あまり良く分かっていない」というのが
実態です。水俣病やイタイイタイ病、四日市ぜん
そくなどを経験して、環境が健康に影響を及ぼす
んだということは分かりました。しかし、公害病
ほど大きな影響のないものについては、よく分か
っていません。それに対してどう対処すれば良い
のか。それは社会的な選択によって決めていくこ
とになります。 
 
−科学的判断の基礎となる「証拠の重さ」と「因果
関係」 

そして、その選択に必要な科学的判断は、証拠
の重さと因果関係の強さによって決められます。
医学の領域では「症例報告」「症例対照研究」「コホ
ート調査」「ランダム化比較試験」「システマティ
ックレビュー／メタアナリシス」の順に証拠が重
くなります。コホート調査の形式を採るエコチル
調査から得られる研究成果は、証拠の重さとして
上から３番目ということになります。 

証拠の重さを考える際に重要なのが「割合」と
「時間の経過」です。 

例えば、「何人かがこの薬を飲んでがんが治りま
した」という情報はあまり参考になりません。何
人が飲んで何人がそうなったのかという「割合」
が重要で、またそれがどのような人たちであった
のかも問題です。何もしなくても治る人たちだっ
たかもしれないからです。 

 

次に、因果関係を探らなければなりませんが、 
そのためには「時間の経過」が必要です。エコチル
調査は、大勢の人を対象にした「割合」とともに、
何年もの「時間の経過」に沿って影響を探るため、
要因と結果のあいだの因果関係を推測することが
できるのです。 
 
−環境リスクの社会的影響 

このようなエコチル調査の結果の一例として
「⺟親の⾎中鉛」と「出生体重」の関係がありま
す。これは、⻑年の追跡調査によって、⺟体におけ
る⾎中鉛が 1μg/dl 上がるたびに、出生体重が 54g
減ることが明らかになったというものです。赤ち
ゃん 1 人の体重が 54g 減るくらい、大した問題で
はないと思うでしょう。ですが、これが大きな集
団になってくると、目に見える影響となって現れ
てきます。例えば、平均身⻑が減少し、日本人は少
しずつ小さくなってきていますが、これは低出生
体重児の増加が原因と考えられています。アメリ
カでも、難燃剤に含まれる内分泌撹乱物質が与え
る影響によって、約 31 兆円の経済損失が生じてい
ると推測されています。 
 
−「根源予防」とは 

「根源予防」とは、以上のような課題に取り組
むもので、「健康に害のない社会の環境をデザイン
す る 」 こ と を 目 指 す も の で す 。 英 語 で は
「Primordial Prevention」と呼ばれます。具体的に
言えば、こっそり減塩したお弁当をコンビニで販

中山祥嗣次⻑ 
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売するなどの取り組みが始まっています。このよ
うに世の中のデザインを少し変えることで、誰も
が共通に、かつみんなで健康になることができる
可能性があります。本日の対話の後半で、皆さん
に考えてほしいのは、そのような社会デザインの
アイデアです。 

昔は、シートベルト着用は義務ではなく、数％
の着用率しかなかったと聞きます。今の車は、シ
ートベルトをせずにエンジンをかけたら、ピンポ
ンピンポンとアラームが鳴りますよね。それだけ
のことで、シートベルトの着用率がほぼ 100％に
なりました。根源予防にはそのような社会変革、
イノベーションが必要です。ぜひグループワーク
で、そのアイデアを考えてみてください。 
 
宋院⻑「低体重出生児増加の背景とその影響につ
いて補足します。日本では昔から「小さく生んで
大きく育てる」という考えが根強くありました。
また、最近の女性の強い「やせ志向」が一因になっ
ているように思います。2,500g 未満の低体重出生
児だと、するっと産まれてお産は楽なのかもしれ
ませんが、小さく生まれた子は、40、50 年後の将
来に、糖尿病やメタボリックシンドローム、虚⾎
性疾患など生活習慣病のリスクが高まると言われ
ています。これも大きな集団で考えると、社会全
体として多くの医療費がかかってしまうなど、大
きな問題になってくると考えられます。」 
 
■質疑応答 
質問「エコチル調査において、参加者の協力が継
続している理由は何でしょうか？」 
田中室⻑「全国 15 カ所のユニットセンターの皆さ
んの努力、工夫のおかげと思います。妊婦のとき
からの丁寧な声がけや、イベントを開催しての呼
びかけなど、ユニットセンターごとに工夫を凝ら
されており、それが 10 万組という数字と、現在の
継続につながっています。環境省としても、大臣
から参加者にお礼のメッセージをお伝えするなど、

さまざまな工夫をしています。」 
中山次⻑「現場（ユニットセンター）のコミュニケ
ーションの努力が大きいでしょう。お声掛けした
80％が参加してくれ、今も質問票調査には 75％以
上の回収率があります。これは海外のどこからも
驚かれる数字です。」 
 
質問「働き方改革なども進み、女性の社会進出が
著しい現代では、妊娠期でも積極的に働く女性が
増えているように感じます。妊娠期に働くことで、
胎児に影響はあるのでしょうか。栄養面などの影
響もあったら教えて下さい。」 
中山次⻑「妊婦さんが働く際には、重い物を持た
ないなど、気をつけてほしいこと、ルールなどが
定められています。しかし、それは妊娠が発覚し
てからのことで、妊娠に気づかない初期には、さ
まざまな問題が生じている可能性があります。塗
装工場のように、化学物質が身近にある環境で仕
事をされていると、妊娠に気づかないうちに化学
物質にばく露している可能性がありますが、その
ような早期の問題は分かっていないことが多いで
す。そのような点も、今後のエコチル調査で明ら
かにしていきたいと思います。」 
 
質問「食品添加物の健康影響はありますか？日本
が世界一の食品添加物大国という報道を目にしま
した。また、働く女性はコンビニの利用率も高く
なると思いますが、コンビニのお弁当の添加物を
問題視する声もあります。それが低体重出生児の
原因になっている可能性はありますか？」 
中山次⻑「食品添加物として認可されているもの
は、安全性を確かめられているものです。許可の
ない添加物が加えられていたとしたら、それは大
変大きな問題ですが。 
 それよりも、包装や容器の危険性が高いと思っ
ています。電子レンジにかけると、容器プラスチ
ックから化学物質が食品に溶け出してくることが
分かっています。ハンバーガーの包装紙には、水
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や脂が染みないように化学物質が塗布されていま
すが、これが甲状腺ホルモンに影響があると分か
り、大手ハンバーガーショップでは、2025 年まで
にその物質を撤廃することを決めたそうです。」 
 
■グループワーク 

グループワークは、学生４人ずつの３グループ
に分かれ、現地では⽥中室⻑となーちゃん⽒、オ
ンラインで中⼭次⻑と宋先生に、議論に加わって
もらいました。 
 テーマは「低体重出生児を減らすための、社会
としてのアクションを考える」。これまでのインプ
ットをもとに、各グループでアクション案を話し
合ってもらいました。 
 
［グループ A］「まずは出産年齢の改善から考え始
めました。晩婚化や出産の高齢化が進んでいるの
は、若いうちは金銭的な理由、すなわち子育てに
踏み切れないという不安からくるのではないかと
考えました。であれば、⺟体の受精卵を冷凍保存
しておき、子育てに対する不安がなくなったら利
用するといったことが効果的ではないでしょうか。 
 また、日本は性教育が未成熟だという議論もし
ました。男性が女性の卵細胞のことや、妊娠のこ
とを知らなすぎる。海外と大きく異なる点ではな
いかという指摘もありました。」 
 
なーちゃん氏「若いうちからの性教育、男性に対
する知識のインプットは、たしかにその通りだと
思います。今、日本の方向性を会議室で考えてい
るおじさんたちが、出産に対してもう少し理解が
深まれれば、労働環境や出産に対する社会的な状
況も変わるのではないかと思います。」 
宋院⻑「一つ補足すると、低体重出生の頻度は、若
年妊娠のほうが高いと言われています。性教育の
充実、ライフプランや労働環境の改善のアイデア
は面白いと思います。」 

 

［グループ B］「妊娠女性に対して、リスクの低い
食品を購⼊する際にインセンティブを付与すると
いうアイデアを議論しました。例えば、コーヒー
ショップでマタニティマークを示すと、カフェイ
ンを含まないデカフェが安く飲める、といったよ
うなイメージです。 
 また、女性のやせ志向に対しては、インフルエ
ンサーやモデル、タレントなど女性のアイコン的
な存在の方に、『やせているから魅力的』なのでは
ない、新しい魅力を発信してもらうのはどうかと
いうアイデアも出ました。特に、妊娠中に適切に
体重増加することが魅力的といえたら良いのです
よね。また、“産後太り”への不安もあるので、出産
後には元に戻るんだよ、という情報発信や、戻り
方を指導するのも有効かと思います。」 
 
なーちゃん氏「インセンティブはめっちゃ良いア
イデアですね。コロナ禍で停滞した外食産業、旅
行産業を支援するために、自治体で『GoTo』のよ
うな支援をしていますよね。同じように、マタニ
ティマークを示すことで何らかのリターンがある
と、少子化への対策にもなりそうです。 

“やせていること”以外の美の価値、魅力を発信
することにもまったく同意です。ルッキズムとは
別の美しさを求める動きが広まるといいなと思い
ます。」 
 

専門家をオンラインでつなぐハイブリッド型グループワーク 
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［グループ C］「僕は、妊婦さんに必要な情報の周
知と浸透が重要だというところから考え始めまし
た。最初に出たのは、マタニティマークにバーコ
ードを付けて、必要に応じてバーコードから危険
な物質についての情報を出すというアイデアです。 
しかし、これでは浸透性に欠けるということで、
レシートを利用するアイデアも考えました。家計
簿を付けるために、レシートを⼊力するサービス
というものがあります。このサービスで、妊娠し
ている女性が危険な食品を購⼊したときに、アラ
ートを出すとか、逆に良いものの時にはインセン
ティブを出すとか、そうやって注意喚起をしては
どうかと思います。」 
 
「私は LINE とコラボした情報発信や周知を提案
しました。いまや、妊娠する人のほとんどが LINE
を使っているでしょう。妊娠○カ月を LINE で設
定すると、期間に応じて LINE 公式から必要な情
報を発信したり、情報をチェックしたらインセン
ティブを出したりすることで、浸透を図ってはど
うでしょうか。」 
 
「私は逆に、紙媒体を使った周知が効果的だと考
えます。メールや LINE などインターネットの情
報は、雑多で埋もれてしまうことも少なくありま
せん。妊娠している女性が立ち寄る病院、行政施
設、子ども服のお店などのタッチポイントに紙媒
体を置いて情報を伝える。タッチポイントが多け
れば、目に触れる率も高くなると思います。」 
「私は、妊婦さんが知らなければならない情報が

多すぎることが問題でもあるように思い、パート
ナーの協力を得る体制を作ることが効果的である
と考えました。パートナーが妊娠したら、夫側に
も妊娠についての研修をするとか、正しい知識を
持つ先輩とマッチングするとか、さまざまな仕組
みを作る。国からは企業への支援をする。そのよ
うな体制を作ると良いと思います。」 
 
なーちゃん氏「マタニティマーク、LINE といった、
すでに浸透しきっているものを利用するアイデア
はかなり良いと思います。取得するデータの新た
な利用法を探ることもできるので、ビジネス的に
も企業の協力も得やすくなるでしょう。レシート
のアプリの利用も同様です。ネットだけでなく紙
を使うアイデアも新鮮です。紙のチラシは逆に新
しいメディアでしょう。 
 個人的にはパートナーによる妊婦のサポート促
進にはハッとさせられました。⺟親同⼠の情報交
換はありますが、パパ同⼠はなかなかありません。
先輩パパからのアドバイスというのも聞いたこと
がありません。個人的な経験談、と先に断ってお
きますが、男親は、子どもが生まれるまで父親と
いう実感が薄いように思っています。女性は妊娠
したらすぐに⺟親ですが、父親はそのあたりがよ
く分かってない。子どもが産まれてから父親にな
るので、１年くらいの時差があるんです。ここを
埋めるのはとても大切だと思います。」 
 
■まとめ 
宋院⻑「子宮頸がんワクチンの普及啓発に携わっ

  
専門家・行政・学生が同じ目線で対話 
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ているなかで、若い女性への情報伝達の難しさを
感じたことがありました。その時に、インフルエ
ンサーの影響の大きさが浮き彫りになり、政府が
紙を配ったり情報発信したりするよりも、はるか
に大きな効果があると感心もしたものです。低体
重出産児についても、インフルエンサーの方が妊
娠して、ちょっと発信してくれるだけで、ずいぶ
ん変化があるのだろうと期待しています。マタニ
ティマークの普及率は皆さんが指摘したように非
常に高いので、QR コードをつけるなど、マタニテ
ィマークからの情報発信もとても有効だろう、す
ごくいいアイデアだと思いました。今日はありが
とうございました。」 
中山次⻑「今日は本当に皆さんよく考えてくれた
なあと、うれしく、また心強く思っています。今日
のこのディスカッション、ワークを通して、どの
ような課題に対するものであっても、アクション
をする際に、一旦立ち止まり、しっかり考えるこ
とができるようになってもらえればと思います。 
 何か危険なものがあって、それを一人ひとりに
ダメですよ、と伝えるのはとても大変ですし、な
かなかうまくいきません。その情報をどのように
届けるのか、また、それでどうやって社会を変え
ていくのか。みなさんはこれから社会をリードす
る人々です。ぜひ、これからも、そういうことを考
え続ける人になってください。」 
田中室⻑「今回、パパの教育というアイデアも出
ました。エコチル調査でも約５万人のパパのデー
タは取っているのですが、まだ分析されておらず、
10 年たった今、ようやくデータ解析が始まろうと
していますので、ぜひ皆さんにも、今後引き続き、
さまざまな観点から環境と健康について考えてい
っていただけたらと思います。」 
 

（構成・三菱総合研究所） 
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■子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部 環境安全課 
環境リスク評価室 田中桜室⻑ 

本日紹介するエコチル調査は、2011 年に本格的
な取組をスタートした大規模な調査です。約 10 万
人の妊婦さんのご協力のもと、約 10 万組の子ど
も、約５万人のお父さんにもご協力をいただいて
います。 

その目的は、「化学物質のばく露等が、胎児から
小児期にわたる子どもの健康にどのような影響を
与えているかを明らかにし、適切なリスク管理体
制の構築につなげる」ことにあります。化学物質
だけでなく、遺伝要因や社会要因、生活習慣要因
なども対象です。日本のほかデンマーク、ノルウ
ェーでも同様の調査が行われていますが、化学物
質に着目し、子どもの健康を⻑期的に調査するも
のは他に例がありません。 

実施主体は、国立環境研究所内に設置された「コ
アセンター」で、医学的なサポートは、国立成育医
療研究センター内の「メディカルサポートセンタ
ー」が行います。リクルーティングや調査を維持
するためのフォローアップ、参加者への実際の調
査を行うのは、全国 15 カ所に設置された「ユニッ
トセンター」です。ユニットセンターは、主に大学

が中心となり、診療所やクリニックなど、地方の
協力医療機関とともに調査活動に取り組んでいま
す。 

環境省は、エコチル調査企画評価委員会を設置
し、調査の進捗状況等の報告を受け、倫理的事項
についての助言と指導を行うほか、エコチル調査
の広報、周知なども実施します。本日の対話は、環
境省が設置している「「地域の子育て世代との対話」
検討会」の取組として行うものです。 

2020 年現在で参加を継続してくれている子ど
もの数は約９万 5,000 人で、約 94％という非常に
高い継続率を維持しています。これも国際的に類
を見ないものです。このうち約 5,000 人が詳細調
査の対象となっています。 

エコチル調査の参加者の属性は、日本の人口動
態統計とほぼ一致しており、出産状況も反映され
ています。例えば、⺟体の出産時年齢、出生児の性
別などが、全体的な人口統計とほぼ同じ割合とな
っています。 

これらの参加者に対し、半年に１回の質問票調
査や、血液などの試料を採取する学童期検査など
が行われます。5,000 人対象の詳細調査では、家庭
を訪問し、ハウスダスト等の環境調査や精神神経
発達調査などが行われています。 

収集される試料は、血液（さい帯血を含む）、尿、

子どもの健やかな成⻑と科学的知識の活⽤ 
―第 14 回「安心」について考える 
2021 年 12 月 17 日、子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の成果を社会に還元す
ることを目的にした対話を、新潟大学大学院の学生の皆さんと行いました。前半は環境省からの話題
提供、後半は学生の皆さんによるグループワークを実施しました。グループワークにはオブザーバー
として、リスクコミュニケーションを専門とする東京理科大学 堀口逸子教授、国立環境研究所 社会
対話・協働推進オフィスの岩崎茜コミュニケータにも加わっていただき、議論を深めました。 

講師：東京理科大学 薬学部薬学科 堀口逸子教授 
国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス 岩崎茜コミュニケータ 

司会：三菱総合研究所 山口健太郎主任研究員 
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⺟乳、⽑髪などですが、特に特徴的なのが乳⻭で
す。これにより、さまざまな化学物質のばく露状
況を検出できます。例えば、人工乳を飲んでいる
乳児のバリウムの蓄積状況が分かります。 

色々な検査には時間も費⽤もかかりますので、
第三者的な議論をもとに優先順位を決め、効率的
に分析を進めています。質問票のデータクリーニ
ングは 4 歳分までが終了している状況です。 

こうした調査・検査の結果をもとに研究が進め
られ、発表論文数も増加しています。もともとエ
コチル調査は、「化学物質のばく露等環境要因が、
妊娠・生殖、先天性形態異常、精神神経発達、免
疫・アレルギー、代謝・内分泌系に影響を与えてい
るのではないか」という仮説をもとに進められて
おり、これを「中心仮説」と呼んでいます。発表論
文数は 214 編（※2021 年９月末時点）、うち中心
仮説を扱うものが 23 編、それ以外が 191 編です。
また、今後はエコチル調査で収集したデータ等を、
エコチル調査関係者以外の研究者も利⽤できるよ
うな仕組みの構築を進めており、これによりデー
タの活⽤が進み、新たな成果が生まれることを期
待しています。 

こうして積み重ねられていく成果を、「社会還元」
していくことが今後の課題の一つです。例えば、
なんらかのリスクが分かったときに、それを避け
てもらうような行動変容をどのように促すのか。
企業の方々に、そのようなものを避けた製品開発
をしてもらうにはどうしたら良いか。国⺠に向け
てきちんと発信する必要もあります。関係する政
策立案者が一丸となって進めていかなければなら
ないと考えています。 

本日の対話もその一環として行うものです。子
育てに関わる関係者が化学物質のリスクについて
対話を行い、寄り添い支え合う環境を作る、いわ
ゆるリスクコミュニケーションを行うことで、化
学物質のリスクに上手に向き合う社会を目指すこ
とを目標にしています。本日の対話が、皆さんが
『健康と環境』の問題を考えたり、自分なりの行

動を起こしたりするきっかけとなれば、大変うれ
しく思います。 
 
■質疑応答 
質問「エコチル調査のことを初めて知ったのです
が、アウトリーチ活動は、どのようなことをどの
程度の頻度で行っているのでしょうか？ 
 また、論文以外の成果についても触れる機会が
あると良いと感じましたが、なにか予定やお考え
はありますか。」 
⽥中室⻑「国が行っているアウトリーチ活動は、
あまり多くはなく、年に１回のエコチル調査シン
ポジウム、今年度で言えば、年５回の対話事業が
それにあたります。少し性質は異なりますが、各
ユニットセンターでは、エコチル調査参加者の皆
さまに、協力を維持していただくためのさまざま
な活動を行っています。 
 エコチルの認知度調査を行うと、医師でさえも
40％程度、一般の方ですと 11％に留まっています。
なかなか知っていただく機会がなかったのですが、
学校保健学会のご尽力により、高校の保健体育の
教科書にエコチル調査が掲載されることになりま
した。 
 論文以外の成果については、少しニュアンスが
違うかもしれませんが、エコチル調査のデータ、
調査結果を、冊子にまとめる準備をしたり、過去
の成果と組み合わせて発信したりといったことも
取り組みをはじめているところです。」 
 
質問「参加者の属性が一般的な分布と近似してい
るというスライドがありましたが、⺟数を集める
基準のようなものを定めていたのでしょうか？そ
れはどのように定めたのでしょうか？自分もデー
タを扱う研究をしているので、気になりました。」 
⽥中室⻑「リクルーティングは、お声がけして協
力をいただくという“ボランティア”ベースです。
ユニットセンターの地域は公募で選ばれました。
研究計画書では、基本的に地域も人も偏りのない
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ように配慮するよう定められています。ホームペ
ージで公開されていますので、そちらもご参照く
ださい。」 
 
■グループワークに向けてのキーワード 

三菱総合研究所 山口健太郎主任研究員 
−キーワード①：「「わかる」とは何か」 
 情報工学分野の大家である故・⻑尾真先生が書
かれた『「わかる」とは何か』（2001）によると、
「わかる」には３つのレベルがあるといいます。
第一レベルは「言葉として理解すること」、第二レ
ベルは「文が述べている対象世界との関係で理解
すること」、第三レベルが「自分の知識と経験、感
覚と照らして理解すること」です。いま、サッカー
のシュート技術に関する文章があったとします。
これを、サッカーの話であることはわからないけ
れど、それぞれの単語とその連なりを文法的に理
解できるというのが第一レベル。これはサッカー
のシュート技術に関わる話だな、と理解し、文章
の中に直接表現されていない背景部分も含めて理
解できるのが第二レベル。サッカーのプレー経験
を持つ人が、身体感覚を伴ってその文章を理解で
きるというのが第三レベルです。いわゆる専門家
と呼ばれる人たちは、専門分野のものごとを第三
のレベルでわかっているでしょう。一方で、一般
的な市⺠にとってみれば、専門家をもってしてよ
うやく「わかる」ことが、そう簡単に「わかる」わ
けがありません。⻑尾先生はその著書のなかで、
市⺠にとって第二、第三のレベルで「わかる」こと
ができない科学的問題が、将来の社会において
益々増えてくるということを予見しています。 
 
−キーワード②：「専門知」 

イギリスの科学技術社会学者ハリー・コリンズ
によれば、「専門知」は、その共同体に入り込み、
⻑い年月と多大な労力を払わなければ、まず身に
つけることはできないといいます。コリンズは、
その一点だけをとっても、専門知は尊重されるべ

きものであり、専門家が下す判断・評価には重い
意味があると主張しています。 

キーワード①の説明の最後で示した状況に照ら
せば、今後の社会は、専門家のもつ「専門知」によ
る判断や評価に頼らなければならない局面が益々
増えてくるのではないかと考えられます。 
 
−キーワード③：「信頼」 

以上のようにみてくると、専門家と市⺠とのあ
いだの「信頼」が重要になってくるという点につ
いて、皆さんもおわかりになると思います。 

例えば、複雑化する社会において、人々は、自分
が信じるものに頼ることによって、複雑性を縮減
したように感じながら行動しています。イギリス
の社会学者アンソニー・ギデンズは、家の構造を
理解していないのに、「家が崩れるかもしれない」
などという不安を誰もが抱かずにおられるのは、
一般的な市⺠はみなどこかで、建築家集団が共有
している専門的な知識体系を信頼しているからだ
と、「専門知」に依存することで円滑に運営されて
いる現代社会の特徴を分かりやすく例えています。 

複雑化する社会で我々は、専門家の知識をいっ
たん信じることによって、ことさら不安を抱かず、
安心して日々を生きることができています。つま
りわれわれは、自分では『わからない』ことが身の
回りに存在するという不安を、専門家の持つ知識
や専門性を信頼することによって打ち消している
とも言えるのです。 
 
■グループワーク 

グループワークは、「環境リスクが一定程度存在
する中においても、安心な子育てが成立する社会
を実現するための、具体的なアクションを提案し
てください」「また、そのベースとなる『安心』の
仮定義も、合わせて提案してください」の２点を
テーマに行いました。現地で４〜５人のグループ
を４つ編成し、現地では堀口教授、オンラインで
は岩崎コミュニケータ、⽥中室⻑にもそれぞれの
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グループの議論に加わっていただきました。 
 
［グループ１］「僕たちは、安心とは『分からない
ことがない状態』と定義し、メリットもデメリッ
トも含め、すべて知ることが不安をなくすと考え
ました。具体的なアクションとしては、不安なと
きに専門的な知識にアクセスできるような環境を
整備するというものです。子育ての手引書や、す
ぐ見られるサイトや電話相談窓口などがあると良
いと思います。専門的な知識は理解困難なことが
多いので、中身の文章やデザインは、専門家を交
えてわかりやすいものを制作すると良いと思いま
す。」 
 
［グループ２］「安心とは、不安をできるだけ排除
することで、そのためには支え合うことや社会全
体で知識を持つことが必要だと話し合いました。
具体的なアクションとしては、勉強会を開催する
ことや、間違いのない情報が掲載されているサイ
トやアプリを作るということを考えました。多く
の人が支え合うために、サイトは世代や性差を超
えて分かりやすいものにすると良いと思います。」 
 
［グループ３］「私たちのグループでは、不安は未
知から生まれると定義し、専門知をスムーズに提
供することで解決したいと議論しました。エコチ
ル調査は、10 万組の親子から集められたデータで
あること、政府が取り組んでいる事業であること
などが、十分なアピールポイントとなり、信頼で
きるものだと思います。そこで得られた知識を、
不安を感じる妊婦さん、お⺟さんたちに、実生活
で使えるよう定量化し、分かりやすく伝えると良
いのではないでしょうか。献立を入力すると食品
の危険性を教えてくれるサイトやアプリ、24 時間
対応可能なチャットで相談できるようにする、ま
たは不安を話し合えるような専門家との交流の場
を設けるといったアクションも考えられます。」 

 

［グループ４］「私たちのグループでは、不安につ
いての議論から始まりました。食品の中の見えな
い物質であるとか、化学物質の蓄積によるアレル
ギーの危険性とかに対し、漠然とした不安を持っ
ている。大人には危険でなくとも、胎児には危険
であることもある、という点も不安を掻き立てる
要素です。もう一つ、社会側がリスクを認知して
いないことも不安です。例えば、お寿司屋さんが、
魚が汚染されているかもしれないというリスクを
理解していなかったとしたらと思うと、不安です。 
 したがって、安心のために『知る』ことは必須で
すし、同時に、社会全体でリスクを理解する必要
もあると思います。子育ての例で言えば、社会全
体が子育てに対する理解を持っていれば、親も安
心です。具体的な方策としては、リスクや具体的
な対処法などの専門知を受け入れやすくするよう
な、普遍的な基礎知識を、義務教育などを通じて
社会全体が持つようにすることが挙げられると思
います。」 
 
堀口教授「発表された意見はどれも的を射ている

コメンテータの堀口教授（上）、岩崎コミュニケータ（下） 
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と思います。また、社会との関係性について言及
している点が素晴らしい。社会がリスクを認知す
るという指摘は、不安解消の重要なポイントだと
思います。私は『不安がない』状態とは、安心なの
ではなく虚無みたいなものだと考えています。安
心しているときはぼーっとしていますよね。不安
と安心には波があって、不安を解消する術を持つ
ことが大切です。自分が気付いてなくても社会が
守ってくれるという世界を目指すことも重要でし
ょう。 
 また、情報過多の時代では、情報の取捨選択が
自分だけでは難しく、近所の人、友達、専門家に訊
けるかどうか、専門家もたくさんいて誰に訊くか
を判断するのも難しいでしょう。情報リテラシー
教育が鍵になるかと思います。」 
岩崎コミュニケータ「今日は『国の出す情報だか
ら信頼する』という言葉が再三聞かれ、大変に驚
きました。私たち研究所が、例えば温暖化してい
るという情報をエビデンスに基づいて発信しても、
影響力のあるインフルエンサーが『温暖化なんか
していない』と言えば、社会はそちらを信じてし
まうことが多いからです。科学的に正しいことが
信頼されるのではなく、人は自分の信じたいこと
を信じる、ということが科学の世界ではよく起こ
ります。私たちも『科学的に正しい』ことのうえに
あぐらをかかず、いかに信頼を得ていくかを考え
ていたため、今日の国の情報を無条件に信頼する
というコメントに驚きました。 
 もう１点は、個人に依存することは難しいのだ
ろうということです。個人で知識を高めること、
判断をすることには限界がある。情報を出されて
判断を委ねられ、その責任を自分だけで負わなけ
ればならないのはたぶん、すごくしんどい。人と
つながり、責任を共有できるネットワークを広げ
ていくことが、安心のためには重要なのだろうと
感じました。」 
田中室⻑「国は情報を伝えるのがあまり上手では
なく、今後興味を持っていない人にどのように伝

えていくかが課題になると思っています。国とし
て信頼していただけるよう情報発信をすることが
重要だと改めて認識しました。」 
司会「例えば企業の広報は、自社製品を買ってく
れそうな人にだけに伝われば良しとなりますが、
エコチル調査の情報は、その公共性の高さから、
無関心な人にも届けなければならないところに難
しさがあると思っています。皆さんの中には、近
い将来、子育てをすることになる方もおられると
思います。その時には、ぜひ今日の対話を思い出
してもらえればと思います。今日の対話を、今後
の研究活動や生活に活かしていただければ幸いで
す。」 

 
（構成・三菱総合研究所） 
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■子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部 環境安全課 
環境リスク評価室 田中桜室⻑ 

エコチル調査は、環境が⼦どもの成⻑に与える
影響を調査する国際的な動きに連動し、世界でも
類のないレベルで行われている大規模な疫学調査
です。背景には、環境中の化学物質が、特に胎児期
の⼦どもの成⻑に影響を与える可能性が懸念され
るようになったことがあります。1997 年の「マイ
アミ宣言」（⼦どもの環境保健に関する８カ国環境
大臣会合）により、デンマーク、ノルウェー、アメ
リカで 10 万人規模の疫学調査が開始され、2002
年には、「持続可能な開発に関する世界サミット
（WSSD）」で、「化学物質が人の健康と環境にもた
らす著しい悪影響を最小化する方法で使用、生産
されることを 2020 年までに達成する」という目標
が示されました。その具体的な取組が、合意文書
として示されたのが 2006 年の「国際的な化学物質
管理のための戦略的アプローチ」（SAICM）です。
そして、2009 年にイタリアで開催された G8 環境
大臣会合で、大規模な疫学調査を各国で協力して
実施することが合意されました。 

国内ではこの動きに連動し、2003 年から小児と
環境に関する国際シンポジウムを開催するように
なり、環境省が主体となって有識者との懇親会、
検討会を重ね、2008 年〜2009 年にパイロット調
査「小児環境保健疫学調査」を実施しました。これ
が総合科学技術会議で高い評価を受け、エコチル
調査の実現にこぎつけることができました。2010
年にエコチル調査の基本計画が策定され、2011 年
に参加者のリクルーティングが開始されました。 

エコチル調査の目的は、「化学物質のばく露等が、
胎児期から小児期にわたる⼦どもの健康にどのよ
うな影響を与えているかを明らかにし、適切な管
理体制の構築につなげる」ことにあります。環境
中の化学物質のリスク評価には、動物実験への依
存、高濃度ばく露の疫学調査しかない、実際のば
く露量の把握が難しい、そもそも環境中の化学物
質の情報に乏しいなどの課題がありました。エコ
チル調査は、こうした課題をクリアし、化学物質
の未知の健康影響の実態を調査する狙いがありま
す。 

国立環境研究所内に調査の中心を担う「コアセ
ンター」を、国立成育医療研究センター内に医学
面での支援を担う「メディカルサポートセンター」

⼦どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
−第 15 回環境省「エコチル調査」を活用した環境のデザイン 
15 ある子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）ユニットセンターのうち、鳥取ユニッ
トセンターは参加者人数が約 3,000 人ともっとも少ないながらも、さまざまな成果を上げています。
2022 年１月 21 日に開催された対話には市⺠や学⽣、学内教職員ら約 30 名が参加。鳥取ユニットセ
ンターの研究が、⽣活に根ざした身近な内容であったことから、議論も活発なものとなりました。鳥
取ユニットセンター・増本年男副センター⻑に話題をご提供いただいたほか、検査・研究を担う山田
祐子助教、国立成育医療研究センター研究所 政策科学研究部の竹原健二部⻑にも議論に加わってい
ただきました。 

講師：鳥取大学医学部 社会医学講座 健康政策医学分野 助教／エコチル調査鳥取ユニットセンター 
増本年男副センター⻑、鳥取大学医学部 エコチル調査鳥取ユニットセンター 山田祐子助教、
国立成育医療研究センター研究所 政策科学部研究部 ⽵原健⼆部⻑ 

司会：三菱総合研究所 山口健太郎主任研究員 
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を設置しています。そして、全国 15 カ所に設置さ
れた「ユニットセンター」が、対象となる⼦ども・
⺟親、⽗親の調査に当たります。 

各ユニットセンターでは、2011 年から地域の産
婦人科や行政を通して参加する妊婦さんのリクル
ーティングを始め、参加者の調査を担っていただ
いています。10 年経っても約 94％という高い継続
率を維持しているのは、各ユニットセンターが、
参加者に協力を継続・維持してもらうためのさま
ざまな施策に取り組んでいるからに他なりません。 

各地域のユニットセンターは、主に大学が中心
となっており、参加人数は最大で約１万 3,000 人、
最小で約 3,000 人となっています。全体では約 10
万組の⼦ども・⺟親、5 万人の⽗親が参加していま
す。⺟体の出産時年齢や⼦どもの性別等の属性は
人口動態統計とほぼ一致しており、日本の出産状
況をそのまま反映していると見ることができます。 

調査参加者の皆さまには、定期的な質問調査へ
の回答のほか、血液や尿、毛髪などさまざまな生
体試料もご提供いただいています。血液では、⼦
どもの各検査時の血液のほか、⺟親の妊娠初期・
後期の血液、さい帯血も採取しています。乳⻭に
蓄積される化学物質の検出や、遺伝⼦解析など、
最新の知見を活用した研究も行われます。また、
5,000 人の⼦どもには、家庭の環境測定、精神神経
発達調査を含む詳細調査にもご協力いただいてい
ます。 

2011 年のリクルート開始から 10 年が経ち、集
められたデータの整理、解析も徐々に進められ、
ようやく成果が出始めるようになってきました。
エコチル調査では、『胎児期から小児期の化学物質
ばく露が、妊娠、⼦どもの成⻑に影響を与えるの
ではないか』という仮説（「中心仮説」）を立ててい
ます。2021 年９月までに、中心仮説に関する論文
が 23 編、中心仮説以外の論文が 191 編出されて
います。まだまだ少ないと思われるかもしれませ
んが、今年になって加速度的に論文数が伸びてお
り、昨年の半年だけで、一昨年の 1 年分の論文数

を超えました。これはデータの解析が進んできた
ためで、今後益々加速すると考えています。また、
エコチル調査の関係者しか閲覧できなかったデー
タを、さらに多くの研究者に公開する仕組みを検
討中で、これが実現すれば、この先も加速度的に
成果が増えていくものと考えられます。 

こうして成果が積み上がってくると、課題にな
るのが調査結果の社会への還元です。エコチル調
査が、環境中の化学物質の影響を明らかにするだ
けでなく、その健康影響を最小化することを目的
とする以上、すべての人、企業団体に結果を伝え
つつ、行動変容も促していく必要があります。そ
のため、エコチル調査の結果を、関係省庁や企業
に伝える一方、広く一般国⺠・消費者にも伝える
取り組みを続けています。 

化学物質のベネフィットとリスクについて話し
合い、寄り添い支え合う環境を整えていくことが、
正しくリスクに向かい合える社会の構築につなが
ると考えています。本日の対話もその一環です。
この対話を通して、エコチル調査への理解を深め、
さまざまな環境リスクに正しく向き合う姿勢を身
につけていただくことを期待しています。何かひ
とつでも学び、お持ち帰りいただければと思いま
す 

なお、エコチル調査は、当初 13 歳までの期間で
計画されてきましたが、改めてそれ以降の継続調
査が検討されるようになっています。令和３年度
の６回に渡る検討会では特定健康検診が始まる
40 歳まで調査を継続するプランが提出され、ほぼ
賛同が得られています。 
 
■睡眠と子どもの発達 

鳥取大学医学部 社会医学講座 
健康政策医学分野 助教 ／ 
エコチル調査鳥取ユニットセンター 
増本年男 副センター⻑ 

 鳥取大学に設置されたユニットセンターは中国
地方唯一のもので、米⼦市、境港市などを含む鳥
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取県⻄部を対象にしています。参加人数は⼦ども
が 2,997 人、⺟親が 3,059 人、⽗親は 1,152 人。
全国の中では最小の参加人数ですが、米⼦市の３
年間の出生数の約７割をカバーし、2021 年 12 月
時点での追跡率は 94％と離脱も非常に低く抑え
ています。 
 鳥取ユニットセンターの特徴は、医学部全体で
取り組む巨大プロジェクトとなっている点です。
鳥取ユニットセンターは規模が小さいことを活か
し、ユニットセンター⻑に医学部⻑が就き、医学
科、保健学科、医学部付属病院が学科を問わず一
丸となって調査を推進するプロジェクトとなって
います。副センター⻑は 5 人おり、出生の前後の
調査、神経発達調査と、⼦どもの成⻑とともにバ
トンを引き継ぐような担当体制が構築されていま
す。 

現在、小児科で３テーマ、看護学科で２テーマ、
健康政策分野で８テーマの合計 13 のテーマが立
てられ、研究が進められています。私が研究する
「睡眠」「オキシトシン」もこれらテーマのうちの
一つです。 
 
−睡眠について 
 睡眠は、「周期的に繰り返される意識を喪失する
生理的な状態」と定義され、覚醒中の疲労蓄積に
よって睡眠欲求が高まり入眠、その後体内時計に
よって覚醒するというサイクルを繰り返します。
睡眠不足はさまざまなヒューマンエラーや、健康
への悪影響に関係すると言われています。健康に
ついては、高血圧、肥満、循環器性疾患、うつ病な
どとの関係が指摘されています。 

ランディ・ガードナーという人が行った断眠実
験では、4 日目から誇大妄想、６日目から幻覚、11
日目から極度の記憶障害が生じるという結果が得
られたそうです。また、睡眠不足による疲労蓄積
はヒューマンエラーの原因にもなります。日本で
は新幹線や高速道路の事故の例があるほか、世界
では、スリーマイル島、チェルノブイリの原⼦力 

 

発電所の事故の原因であるとも言われています。
つまり、私が言いたいことは、『皆さん、ちゃんと
寝ましょう』ということです。 

年齢ごとに推奨される睡眠時間も研究されてい
ます。米国の国立睡眠財団は、新生児では 14〜17
時間、小学生で９〜11 時間、成人で７〜９時間の
睡眠を推奨しています。これを「平成 27 年国⺠健
康・栄養調査」（厚生労働省）の結果に当てはめれ
ば、日本の成人の 70％が睡眠時間不足となります。
また、文部科学省の調査では、小学生の 14.9％、
中学生の 24.8％、高校生の 31.5％が「睡眠が十分
ではない」と自己評価しています。これらから、大
人も⼦どもも睡眠不足の人が多い傾向があるので
はと考えられます。 
 では、さらに低年齢の⼦どもはどうでしょうか。
定期的・大規模な調査がないので、エコチル調査
の出番となります。現在、全国データを集計中の
ため、鳥取ユニットセンターだけのデータとなり
ますが、４歳半の⼦どもの 15％で、必要とされる
最低ラインである 10 時間の睡眠がとれていない
ことが見えてきました。 

こうした⼦どもの睡眠不足の原因について、ま
とまった研究はありません。「習い事の増加」「ス
マホなどのメディアの利用」など、いくつかの要
因が考えられます。これらを取り除くことも⼦ど
もの睡眠不足解消の方策としてあり得ますが、そ
れよりも私たちが注目しているのが「親の生活リ
ズム」です。 

エコチル調査では、４歳半の⼦どもの 80％が親

増本年男 副センター⻑ 
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と同じベッド、ふとんで寝ているという結果が得
られています。この点に注目すれば、⼦どもの睡
眠不足を解消するためには、親と⼦どもが一緒に
ぐっすり寝るという習慣づくりも重要ではないか
と考えられます。もちろん、親の立場からすれば、
仕事をおろそかにすることも難しいでしょう。と
なれば、育児中の大人と⼦どもの適切な睡眠時間
確保のためには、「社会環境」を整えるということ
が、非常に大事なことではないかと思います。 
 
−オキシトシンについて 
 オキシトシンは“愛情ホルモン”と呼ばれるよう
に、⼦育てに関連しており、⺟親の体内では、分娩
時の⼦宮筋収縮、哺乳時の射乳促進といった作用
があることが分かっています。 オキシトシンにつ
いて近年注目されているのが、養育行動との関係
性です。 
 鳥取ユニットセンターで⺟体内のオキシトシン
濃度と養育行動を調べたところ、出産直後のオキ
シトシン濃度が、一年後の養育行動と関係するこ
とが分かりました。オキシトシン濃度が高いほど
愛情の欠如指数が低い傾向にあります。つまり、
⼦どもを愛するためには、オキシトシンが重要な
のではないか、ということが示唆されたというこ
とです。 
 オキシトシンの分泌を増やすには、何よりも「触
覚刺激」、つまりスキンシップによるコミュニケー
ションが重要です。先ほどの睡眠時間と同じよう
な話になりますが、では、親⼦、夫婦などの家族間
で、十分なコミュニケーションができる時間をと
れるような社会環境とは、どのようにすれば実現
可能か、ということを考えていくことが重要です。
つまり、睡眠にしろ、家族間のコミュニケーショ
ンにしろ、ワークライフバランスをしっかりと保
てる社会環境の必要性が、エコチル調査からも見
えてきた、と言えるのです。 
 
 

■ディスカッション 
竹原部⻑「睡眠、オキシトシンという別のトピッ
クスから出てくるメッセージが同じであったこと
が興味深いです。やはり⼦どもを育てるときにゆ
ったりとした時間が必要だということ、そしてそ
こから生まれるさまざまなものが⼦どもの健康と
関係するというお話であったかと思います。私自
身、⽗親の育児に関する研究を行っていますが、
⽗親が家事育児に関わる時間を増やすという議論
ばかりで、代わりにどの時間を削るのかという対
策に関する議論がありません。また、おむつを変
える、皿を洗うというような具体的な行為ばかり
対象に考えられていましたが、“⼦どもと一緒に過
ごす”という、医学や疫学が苦手な部分にメッセー
ジを出さないといけないのだということを教えら
れたように思います。」 
山田助教「睡眠不足が肥満と関係しているという
点ですが、肥満が睡眠時無呼吸症候群につながり、
睡眠障害を起こしている可能性もあると思います。
また発達障害の⼦どもは、メディアに集中しやす
い体質があり、それが睡眠不足や睡眠障害につな
がっているのかもしれない。そのように、双方向
に環境が作用する、そんな関係があるとも言える
かもしれませんね。」 
 
−日本人の睡眠時間について 
質問者「⼦どもの睡眠不足の傾向は世界的に見ら
れるものなのでしょうか？日本特有のことだとし
たら、その要因はあるのでしょうか？」 
増本副センター⻑「世界的な調査研究は少なく、
世界と比較して日本が少ないかどうかは分かりま
せん。ただ、大人の睡眠時間が短いと⼦どもも短
くなる可能性があるとは言えるでしょう。エコチ
ル調査を通じて、意外と⼦どもにフォーカスした
調査が進んでいないことを知ったところなので、
まだまだこれから研究を進めていかないといけな
いと思っています。」 
質問者「推奨睡眠時間はなるほどと思いましたが、 
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睡眠時間には個人差があるように思います。その
点はどうでしょうか？」 
増本副センター⻑「おっしゃるように個人差はあ
り、推奨睡眠時間から±1 時間程度の違いはある
でしょう。さらに広い幅を示している研究もあり、
個人差はかなり考慮して良いかと思います。」 
質問者「自分は学生なのですが、受験勉強のため
に、健康に悪いとは思いながらも睡眠時間を削る
ことがありました。⼦ども、学生に今日のような
推奨睡眠時間の情報が届くと良いと思いました。」 
竹原部⻑「人は、成⻑とともに睡眠時間が短くな
り、夜更かしをする人も増えていきます。⼦ども
が生まれたときににその生活時間を、⼦ども時間
にどうやってシフトするかがこれからの課題かと
思います。欧米で帰宅時間が早い理由のひとつに、
飲食店が閉まるのが早いからというのがあります
が、『欧米人のように仕事よりも家庭を大事にしろ』
という論調はあっても、『欧米のように飲食店を早
く閉めろ』という議論を起こすのは難しいですね。」 
質問者「私自身が夜型で、自分の⼦どもも寝る時
間が遅くなっている傾向があって心配しています。

保育園での睡眠時間は、⼦どもの睡眠時間として
カウントして良いのでしょうか？」 
増本副センター⻑「鳥取県のデータも、お昼寝を
含めたトータルでの睡眠時間で計算しています。
トータルで十分な睡眠時間があれば良いと考えて
います。ただ、１歳と４歳では、睡眠のとり方も変
わる点は気を付けたほうが良いでしょう。」 
 
−コミュニケーションの種類と質 
質問者「コミュニケーションやスキンシップは、
ペットやぬいぐるみでも代用できるのでしょう
か？」 
増本副センター⻑「ペットはエビデンスがありま
す。ぬいぐるみのデータはありませんが、自分に
とっての心地良い刺激が引き金となるので、ぬい
ぐるみが大好きで安心を感じるという人には良い
かもしれません。」 
司会「仲間・友人とのコミュニケーションも有効
なのでしょうか。」 
増本副センター⻑「仲間内で、居酒屋で飲むとい
うのも良いと言われています。今はコロナで推奨
されていませんが、人と人の距離が近いのは良い
と思います。」 
 
−睡眠を巡るファクター 
質問者「鉄道や車の音など、住宅の近くの社会環
境からくる音の、睡眠に対する影響について、な
にかわかっていることはありますか？」 
増本副センター⻑「いままさにエコチル調査で分
析している内容です。調査項目に、住宅が何階か、
近くに鉄道があるかといった住環境に関するもの
があり、睡眠時間、⼦どもの発達との関係を解析
しています。これは近く論文化し、ご紹介するこ
とができるかもしれません。」 
司会「地域差があるかも気になるところです。鳥
取は東京に比べれば夜が早い。そういった違いが、
睡眠時間に影響しないでしょうか？」 

⽵原部⻑（上）、山田助教（下） 
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増本副センター⻑「調査参加者が引っ越してしま
うケースもあり、都市部／地方部といった別の分
析ができていません。おっしゃるように都道府県
別に違いを見るのは面白いかもしれません。」 
竹原部⻑「総務省の統計調査で、都道府県別の睡
眠時間が出ており、東北は平均より 20〜30 分⻑
く、首都圏は短いそうです。大人と⼦どもの時間
は違いますが、興味深いデータだと思っています。」 
 
■まとめ 
竹原部⻑「普段は同じ分野の専門家とばかり議論
しているので、今日のこの場は新鮮でした。いろ
いろな人たちが集まり、さまざまな角度から議論
ができてとても楽しかった。『どのような社会を目
指すのか』という議論は、このように多様な年代、
職業、種類の人たちと話す必要があるのでしょう
ね。研究者だけで話していてはいけないのだなと
いうことが実感できました。」 
田中室⻑「今日はさまざまなご意見をいただき、
エコチル調査の活用の可能性が広がったと感じて
います。環境省が行っている調査のため、どうし
ても環境中の化学物質対策が主眼となりますが、
それ以外の施策にも反映できるということが良く
分かりました。今後、さらに結果を活かせるよう
取り組んでいきますし、このような対話の場を大
事にしていきたいと思います。」 

 
（構成・三菱総合研究所） 

参加者はオンライン、事務局は物理的に集合した（東京）。デ
ィスカッションはチャット機能も使って行われた。 
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【ご参加いただいた皆さん】 
株式会社 Kids Public・H さん、S さん 

妊娠・出産・子育てにおける親の孤立を防ぐこ
とを目的に、医師や看護師がオンラインで相談に
応じるサービスを提供している。 
株式会社ニッセイ基礎研究所・I さん 

生活に関わる広範な領域を扱う生活研究部で、
⺟子保健、思春期教育、ジェロントロジー、公衆衛
生を専門に研究・提言を行っている。 
株式会社ファーストアセント・H さん 

ファーストアセントは育児に特化した IT ベン
チャーで、育児の記録やデータ管理の「パパっと
育児＠赤ちゃん手帳」、赤ちゃんの泣き声から感情
分析する「CryAnalyzer」などのアプリを開発・提
供している。成育医療研究センターとも共同研究
にも取り組んでいる。 
株式会社ワークシフト研究所・M さん 

人材活用、ワーカーのスキルアップなどに取り
組んでいる。育児中の親に対しては、仕事と子育
ての両立のサポートや、育児支援などを行ってい
る。 
 

■子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部 環境安全課 
環境リスク評価室 田中桜室⻑ 

 エコチル調査は、環境中の化学物質のリスク低
減を目指す、1990 年代後半に始まった国際的な動
きに連動して計画・実施されたものです。日本で
は 2008 年に 400 人の子どもを対象にしたパイロ
ット調査が実施された後、2010 年に現在のエコチ
ル調査が計画立案され、2011 年に参加者のリクル
ートが開始されました。 
 エコチル調査の目的は、化学物質のばく露等が、
胎児期から小児期にわたる子どもの健康にどのよ
うな影響を与えているかを明らかにし、適切なリ
スク管理体制の構築につなげることにあります。
化学物質の未知の健康影響に主眼が置かれてはい
ますが、関連する交絡因子として遺伝要因、社会
要因、生活習慣要因も調査の対象としています。 
 ４年間のリクルーティングを通じて、全国で約
10 万組の⺟子、約５万人のお父さんに参加いただ
けることになりました。国立環境研究所内の「エ
コチル調査コアセンター」が全体をコントロール

子どもの健やかな成⻑に資するエコチル調査 
―第 16 回 研究成果の活用に向けて 

2022 年１月 28 日の子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）対話事業「子どもの健や
かな成⻑に資するエコチル調査・研究成果の活⽤に向けて」は、出産・育児に関わる企業のみなさま
にお集まりいただき、オンラインで実施しました。普段、医療や⺟子保健に関わっておられる方々が
大半のため、これまでの一般向け対話よりも専門的な内容になりました。冒頭、エコチル調査を所管
する環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室の田中桜室⻑にエコチル調査の概要をご説明
いただいた後、国立環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター）の山崎新センタ
ー⻑、国立成育医療研究センター エコチル調査研究部の目澤秀俊チームリーダーのお二方から話題
提供をいただきました。後半は参加者を交えたディスカッションを実施しました。 

講師：国立環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター） ⼭崎新センター⻑、 
国立成育医療研究センター エコチル調査研究部 目澤秀俊チームリーダー、 
一部の企業の皆さん（講師兼参加者） 

司会：三菱総合研究所 ⼭口健太郎主任研究員 
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し、国立成育医療研究センター内の「メディカル
サポートセンター」が医学的な側面の支援を行っ
ています。実際に検査、調査にあたるのは、大学や
医療機関を中心に各地で形成される「ユニットセ
ンター」で、全国に 15 カ所設置されています。各
ユニットセンターでは、最小で 3,000 組、最大で
1 万 3,000 組の参加者の調査にあたっています。
参加者の協力継続率も非常に高く、10 年を経過し
た現在でも、94％の参加者に協力を継続していた
だいています。 
 調査は、質問票への回答の収集のほか、血液、
尿、⽑髪、乳⻭などの生体試料も収集しています。
ばく露した化学物質が蓄積される乳⻭の分析、遺
伝子解析など、新しい分析手法もありますが、要
する予算や社会情勢を踏まえ、必要な分析を判断
して順次進めています。子どもの生体試料分析が
今年度から始まったところで、今後さらに化学物
質の健康影響に関する研究が進展していくものと
期待しています。 
 2021 年９月までに、214 編の論文が発表されて
います。うち、エコチル調査の（化学物質ばく露等
の環境要因が、妊娠・生殖、子どもの成育に影響し
ているのではないかとする）「中心仮説」に関連し
たものが 23 編ですが、2021 年の前半で、2020 年
の１年分の論文が発表されるなど、データがそろ
い始めたことで、論文数も加速度的に増加をみて
います。現在エコチル調査に従事する研究者のみ
がデータにアクセスできる状況ですが、今後、第
三者もデータ利用できる体制を構築する予定とな
っています。 
 調査の開始から 10 年が経過し、成果も出始めた
ところで課題となっているのが、調査結果の社会
還元です。 

これだけの大きな規模で、⻑期にわたり化学物
質の健康影響を調査している例は、国際的にも例
がありません。これを社会に還元し、国⺠の皆さ
まの意識や行動の変容につなげるためにも、情報
の発信や周知が重要です。子育て支援に関わる事

業者の皆さまにも、エコチル調査の成果を活用し
た事業などに取り組んでいただければと期待して
います。 
  
■疫学調査結果の読み解き方の留意点とエコチル

調査の成果の紹介 
国立環境研究所 環境リスク・健康領域 

（エコチル調査コアセンター） 
山崎新センター⻑ 

 エコチル調査の成果を伝えようと思っても、専
門家は正確に伝えようとするあまり内容が難しく
なり、一般の方には分かりにくくなってしまいま
す。一方、新聞記者のような、非専門家のほうが記
事は、分かりやすい反面、大雑把な表現になって、
社会全体に大きな誤解を植え付けてしまう可能性
がある場合があります。エコチル調査の成果も、
広く伝えなければならない反面、大きな誤解を招
かないような注意も必要です。情報を受け取る側
も、最低限のリテラシーは必要なのかなと思いま
す。 
 
−ポイント①：「比較せよ」 
 疫学調査のデータを見る際に、まずポイントと
なるのは、その結果が比較されたものであるかど
うかという点です。例えば、「バナナがダイエット
に効く」という場合、バナナを食べなくても体重
が減った、という可能性も否定できません。バナ
ナを食べる以外にも、運動をしていたかもしれま
せん。「バナナを食べた」、「体重が減った」、だか
ら「バナナがダイエットに効いた」、という『３た』
論法は、正確な事実を伝えているとは言えないわ
けです。そのために行う重要なことが『比較』で
す。 
 例えば、類似した特質を持つ 100 人を、バナナ
を食べるグループ 50 人、バナナを食べないグルー
プ 50 人に分けて一定期間観察し、体重の増減を比
較する。少なくともそこまですれば、信憑性のあ
る研究情報と言えるかもしれません。 
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 対象をグループに分けて比較するのはごく当た
り前の医学研究のモデルで、薬の効果などもその
ようにして検証されています。例えば、健康な成
人１万人を、ワクチン接種グループ 5,000 人、未
接種グループ 5,000 人に分けて一定期間観察し、
発症するかどうかを見る。未接種者 5,000 人のう
ち 100 人が発症し（発症率２％）、一方で、接種グ
ループ 5000 人のうち発症者が５人（発症率 0.1％）
だとすると、発症率の比は 0.05 倍（逆に、未接種
だと発症率が 20 倍）、発症予防効果は 95％と言う
ことができます。 
 エコチル調査も、これと同じモデルで研究して
います。10 万人の妊婦さんを、妊娠中の化学物質
濃度が高いグループと低いグループに分けて、早
産の割合やお子さんの体重、喘息の発症率を調べ
る。濃度が高いグループと低いグループで差があ
るかどうかを比較し、検討するということです。 
 なお、こうした研究結果は、人数ではなく「リス
ク比」や「オッズ比」という数字で示されることに
なります。濃度が低いグループで発症率 0.1％、濃
度が高いグループで同 0.2％の場合、その表現の仕
方には「差が 0.1 ポイント異なる」「リスク比が２
倍異なる」という２つのパターンがあり得ますが、
それぞれの印象は大きく異なります。同じことを
示していても差と比では印象がまったく異なるの
で、表現の仕方には注意が必要です。 
 
−ポイント②：「時間関係が重要」 
 ２つ目のポイントは、「原因と結果の時間的な前
後関係が重要」という点です。これは「相関関係」
と「因果関係」の違いでもあります。 
 例えば、大学生の彼氏・彼女のいる割合と、自宅
のトイレの清潔さを調べた調査で、トイレがきれ
いな学生ほど、彼氏・彼女のいる割合が高いとい
う結果が出たとします。このとき、トイレの清潔
さと、彼氏・彼女のいる割合との間に相関関係が
あると言えますが、トイレをきれいにすれば彼氏・
彼女ができるという因果関係はありません。むし

ろ、「彼氏・彼女ができたから、自宅のトイレをき
れいにした」という逆の因果が起きている可能性
もあります。 

この調査の不十分な点は何でしょうか。それは、
彼氏・彼女がいることと、自宅のトイレの清潔さ
を、同時に調査している点です。因果関係には時
間的な前後関係が必ずあります。原因となるもの
を前に測定し、結果はその後に測定されなければ、
因果関係をあると言うことはできません。 
  
−２つのポイントを兼ね備えたエコチル調査 

エコチル調査は、以上のような『比較』と、『時
間的な前後関係』を考慮した、研究デザインの面
では非常に優れたモデルとなっています。具体的
なエコチル調査の研究の例をいくつか挙げましょ
う。 
 父親の仕事と、子の出生時の性比の関係を明ら
かにした研究では、父親が仕事で週１回以上殺虫
剤や医療用消毒薬を使っていると、男の子の出生
割合が低くなることが示唆されています。ほかに、
妊娠中に自宅の増改築を行うと、生後１歳までの
喘鳴の発症リスクが高くなるという研究結果もあ
ります。いずれも、ばく露群と非ばく露群を『比
較』しており、かつ原因と結果に『時間的な差』が
あるという研究デザインになっています。 

ただし、どちらも質問票による調査であります
し、後者の研究は、どの物質・成分のばく露が作用
しているのか、その期間や量など、具体的な生物
学的なメカニズムまでは明らかにできるものでは
ないという限界があります。このような論文が示
唆するリスクに対しては、「気を付けておきましょ
う」、くらいの判断しかできません。 
 それに対し、より信頼度の高い研究として、妊
娠中の⺟体の血中鉛濃度と出生時体重を調べた研
究があります。 

これは、鉛濃度が高いほど出生時の体重が低く
なる傾向があり、胎児の成⻑を抑制している可能
性が示唆されたものですが、質問票ではなく、血
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中の鉛の濃度を実際に測定しているため、より信
頼度の高い研究だと言うことができます。ただし、
生物学的なメカニズムの解明は必要となっていま
す。 
  
■エコチル調査における遺伝子解析研究の位置付

け 
国立成育医療研究センターエコチル調査研究部 

目澤秀俊チームリーダー 
 遺伝子解析が進められる目的には、大きく二つ
あります。一つ目は、化学物質の影響を受けやす
い、感受性の高い人への影響を評価することです。
二つ目は、エコチル調査の結果をより信頼される
ものにするために、遺伝子解析をさまざまな形で
活用することです。これらを以下に説明します。 

化学物質の影響評価を解析する際、結果の妥当
性を高めるため、化学物質と結果に共に影響する
と考えられる社会要因や生活習慣要因を調整しま
す。しかし、これらの項目は化学物質の影響を受
けやすいかどうかといった個人の体質を示すもの
ではありません。そのため、感受性が高い人々の
み影響があるような化学物質があった場合、その
影響を低く評価される可能性があります。そのた
め、遺伝子解析を加えることで感受性を適切に調
整した解析ができうるようになります。その結果、
感受性が高い人の遺伝子多型はどのようなものか、
そのような人が人口の何割いるのかがわかれば政
策上重要な情報となります。そして、エコチル調
査の結果を起点に、ばく露後に体内変化や疾患発
生メカニズム等々がさらなる研究を行なっていく
ことで明らかになっていくことが期待されます。
これは、個人にあわせた公衆衛生の実現の一助に
なるものと考えています。 
エコチル調査の結果を強固にする方法に一つとし
て、トリアンギュレーションという考え方があり
ます。これは、一つの疑問に対して、異なる複数の
解析方法で行い、結果の一貫性（関連ある・なしと
いう結果が一貫しているか）を確認するものです。 

 

エコチル調査の結果は、基本的には相関関係を
示す結果となり、因果関係を示すことが難しい場
合が多いです。例えば、社会要因（職業等）や生活
習慣要因（食事、運動習慣等）は各参加者が意図的
に選択している面があるため、そこが解析では問
題になります。その一方で、遺伝子配列は親から
子どもにランダムに遺伝されるため、ヒトの意図
が入りません。そのランダム性を活かした解析を
行うことでエコチル調査の結果をより複数の方法
で結果が一貫しているかを示すことができます。
このような解析は、今の例に上げた方法以外にも、
今後も発展していくと考えられます。エコチル調
査は、遺伝子解析を含めることで、化学物質以外
の解析を含めた総合的影響を検討する重要な基盤
となります。 

これらの目的を元に、エコチル調査では、以下
の 3 つの観点から、遺伝子解析実施予定です。一
つ目は、遺伝要因と「妊娠・生殖分野」「先天性奇
形分野」「精神神経発達分野」「免疫・アレルギー分
野」「代謝・内分泌分野」５つのアウトカムとの関
連解析です。二つ目は、ばく露要因、社会要因、生
活習慣要因と遺伝子の相互作用を調べる解析です。
三つ目は、社会要因、生活習慣要因のみに関連し、
アウトカムに関連しない遺伝要因を解析し、社会
要因、生活習慣要因からアウトカムへの関連の因
果推論を行う解析です。 
 遺伝子解析研究は、このように広義の環境と個
人の特性を上手に組み合わせ、エコチル調査の結
果を社会に生かしていく上で重要な解析であると

エコチル調査における遺伝子解析研究 
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考えています。 
 
■ディスカッション 
−エコチル調査データの共有について 
Kids Public・S さん「エコチル調査に関するデー
タの第三者への提供について、方法や予定につい
て詳しく教えてほしいのですが。」 
田中室⻑「現在コアセンターのなかに、データ共
有オフィスを立ち上げ、まずは公的研究機関、大
学等の研究者向けに、データセットという形で提
供することを検討しています。」 
山崎センター⻑「スケジュールの詳細は申し上げ
られませんが、令和４年度にデータ共有システム
を試行します。個人データに関わるものでもあり、
慎重にシステムを構築しています。リサーチクエ
スチョンに応じてデータセットを切り出す形とす
る予定です。事前にデータや変数について申請し
ていただき、システムにアクセスしてもらって、
システムのなかで解析を行い、アウトプットだけ
を持ち出してもらうような仕組みを想定していま
すが、まだまだ検討中というところです。」 
司会「S さんのほうで、既に何か具体的に利用した
い、欲しいデータのイメージがあるということで
すか？」 
S さん「そういうわけではありませんが、普段私
は研究者としてレセプトデータを使った研究にも
携わっており、様々な制約や限界を感じることも
あるので、エコチル調査のデータには可能性を感
じています。遺伝子情報や操作変数、因果推論の
話も大変興味深かったので、今後どのように関わ
れるのかを検討したいです。」 
−エコチル調査の参加者とのコミュニケーション 
ニッセイ基礎研究所・I さん「一般にはなかなか分
かりにくい疫学調査のポイントの解説が非常に分
かりやすかったです。こうした疫学調査の手法、
生体試料の使い方、結果をエコチル調査の参加者
の皆さんに、どこまで説明されているのでしょう
か。」 

山崎センター⻑「参加者の皆さんには、研究デザ
イン、目的、手法、スケジュール、生体試料の採取
の詳細なども、すべて説明し、同意をいただいた
うえで調査に参加してもらっています。各ユニッ
トセンターでも、研究成果の説明や還元を行って
いるところです。 

また、お子さんの血液検査の結果のなかで、ア
レルギー素因などの調査結果について一部還元し
ています。しかし、化学物質ばく露の内容につい
ては、医学的に介入が必要かどうかの判断ができ
ないものもあるため、還元は慎重に考えています。」 
I さん「私も子どもがいるので、アレルギーのこと
などが分かるのならぜひ参加したいと思ったとこ
ろでした。親御さんの参加継続が高い理由は、そ
ういうところにもあるのかもしれませんね。」 
 
−社会とのコミュニケーションについて 
Kids Public・H さん「今後、エコチル調査の成果、
得られた知見を国⺠に分かりやすく伝えていく予
定、計画などがあれば教えて下さい。また、その部
分で⺠間企業に期待することがあれば教えて下さ
い。」 
田中室⻑「エコチル調査の結果だけでは因果関係
までは言えないので、ミスリードを生まないよう
に発信する必要があります。一方で、これまでの
別の知見とあわせることで効果的に発信できるテ
ーマもあると思いますので、そういったテーマ・
情報をピックアップしていこうと考えています。
育児雑誌のなかで、リレーエッセイのような形で、
成果を伝えていくような形も検討しています。」 
司会「Kids Public さんは、子育ての不安に寄り添
うという素晴らしい理念で活動されています。科
学的な知見が、親御さんの不安の解消につながる
とお考えでしょうか？」 
Kids Public ・H さん「どちらかと言えば、『悪影
響があると思いこんでいたもの』が『実は関係あ
りませんでした』というときのほうが、科学的知
見が説得力を持って受け入れられる印象がありま
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す。 
 一方で、科学的知見について気になるのは、そ
れを提示することで、親御さんが自分を責めるこ
とにつながるようなケースです。例えば、葉酸を
取らなかったことが、自分の子どもにとって何か
良くないことの原因になったかもしれない、とい
うデータを提示することは、科学的にはそう言え
てしまうかもしれませんが、親御さんは自分を責
めることになります。関連性はありませんでした
よ、というようなネガティブスタディーのほうが、
安心をもたらせることが多いかなという気はしま
す。」 
 
Kids Public・S さん「情報発信、周知について２
つ質問があります。１点目は、ウェブサイトで、エ
コチル調査の論文の概要が紹介されていますが、
硬い表現で一般には分かりにくいです。これを、
一般の方向けに、もちろん誤解のないようにしつ
つ、もっと分かりやすくグラフィックを用いたり
しながら示すようなコンテンツを出す予定はない
のかどうか。 
 ２点目が、SNS を使った情報発信。その予定、
計画はないのでしょうか。」 
田中室⻑「論文概要は、ご指摘のとおりと認識し
ています。あれを噛み砕いて分かりやすくとは考
えているのですが、なかなか難しいというのが現
状です。 
 しかし、この対話事業に関する検討会でも、も
っと伝えるべきことは伝えていくほうが良いとの
指摘もいただいており、そのような内容を現在テ
キスト集のような形で出すことを検討しています。
高校生くらいが分かるレベルを考えていますが、
ターゲットの設定も難しいところで、そこも含め
て検討を進めているところです。これは発信のプ
ロ、サイエンスの専門家が、一緒になって作業し
ていればと考えています。 
 SNS は、十分対応できていないのが現状です。
官主導では限界を感じているところですので、ぜ

ひ皆さまのお知恵をお借りできればと思います。」 
山崎センター⻑「エコチル調査の 200 編あまりの
論文のうち、化学物質に関わる論文は 10％程度で
す。コアセンターのある国立環境研究所のスタッ
フは、必ずしも医学全般に精通しているわけでは
ないので、ユニットセンターやメディカルサポー
トセンターのスタッフと連携して進めていますが、
なかなか網羅的に研究を進められていません。情
報発信は、必要性を感じつつも、手が出せていな
いという状況です。SNS についても、公式でやろ
うとすると手続きが煩雑になるようで、まだでき
ていないです。」 
S さん「実は公式ツイッターからの引用というの
が、⺠間企業としては非常に扱いやすいんです。
公式で紹介しているものを、さらに紹介するとい
うのは、情報の加工も必要ありませんし、シェア
も広がりやすい。今後ぜひ検討していただければ
ありがたいです。」 
 
−社会還元における官⺠連携の可能性 
ファーストアセント・H さん「当社では、赤ちゃ
んの年齢・体重・⾝⻑はもちろん、いつ寝返りをし
た、ハイハイをした、言葉をしゃべったという、非
常に細かなデータを大量に蓄積しており、独自研
究、成育医療研究センターとの共同研究などを進
めています。睡眠サイクルのデータ、赤ちゃんの
泣き声からの感情分析なども行っており、お⺟さ
んの子育てのストレス軽減に役立てていただいて
います。 
 こうした細かなデータを、エコチル調査に絡ま
せていくと、何か面白い研究ができるのではない
かと思います。もちろん、個人情報の都合で難し
いことは理解していますが、そういうことができ
るようになったらいいなと思いました。」 
田中室⻑「おっしゃるように、エコチル調査と別
のデータと比較することができればと思います。
データの提供とは別に、現在はエコチル調査関係
者に限られますが、エコチル調査のデータを使っ
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た追跡調査を行い、さまざまな研究をするという
取り組みは行っています。」 
司会「追跡調査のなかで、⺠間企業のニーズを反
映するとか、⺠家企業と接点を持つとかいうこと
はできるのでしょうか？」 
田中室⻑「現時点では無いと思います。」 
山崎センター⻑「追跡調査の枠組みは、ユニット
センターの独自企画となっており、その研究計画
に沿って実施されているためです。もしユニット
センターのほうで、テーマが合致するということ
があれば、相互協力というのは可能かもしれませ
ん。ただその場合も、利害関係の調整を事前に済
ませる必要があると思います。」 
 
ワークシフト研究所・M さん「エコチル調査には、
大変興味深い、価値のあるデータがそろっている
と思います。これらのデータは、一般企業から見
るとイノベーション、新規事業のタネになるよう
に思います。もちろん噛み砕いて伝える必要はあ
りますが、そこは我々のような企業が仲介するこ
ともできると思います。そのような意味で、デー
タを⺠間企業に提示することは可能でしょうか。」 
田中室⻑「エコチル調査単独で示されたデータは
現時点で因果関係までを示すことは難しいと思い
ます。しかし、エコチル調査の社会還元の一例に、
妊婦の食生活指針の改訂に寄与したケースがあり
ました。これは、妊婦の理想的な体重増加曲線を
示したもので、15 年ぶりに日本産婦人科学会が体
重増加の目安を改訂し、厚生労働省も妊婦の食生
活指針を改訂しました。また、化学物質は関係し
ていませんが、エコチル調査の結果が、アトピー
診療のガイドラインに反映されたケ 
ースもあります。このような使われた方をしてい
るデータは、うまくご利用していただけるのでは
とも思います。」 
M さん「妊娠時にもう少し体重が増えても良いと
いうデータは、女性向けのセミナー、キャリア教
育、研修などで使いたいと思いました。大学生以

降、社会人になってからも、出産や子育てに関し
た教育や知識を学ぶ機会がとても少ないのが現状
です。女性のトータルの健康、次世代への影響と
いう意味でも、教育には力を入れたほうが良いと
思っており、エコチル調査の成果を活用したいと
思いました。」 
 
目澤チームリーダー「⺠間企業の皆さんとの対話
するめったにない機会ですので、皆さんだったら、
エコチル調査の成果をどのように企業活動に活か
していくのか、どのように発信できるかというこ
とを聞きたいです。」 
ファーストアセント・H さん「当社の育児関連ア
プリは、他社のアプリと比較して、科学的・医学的
な研究成果・データ、情報を提供する点がユーザ
ーから評価されています。そういうユーザーが集
まっているので、単純にエコチル調査の結果を伝
えるだけでユーザーはうれしいと思います。今日
良い機会をいただいたので、エコチル調査の成果
をどんどん発信していこうと思います。Instagram
など SNS の活用を促進しているタイミングですの
で、こちらでもエコチル調査の周知のお手伝いが
できると思います。」 
ワークシフト研究所・M さん「私たちの仕事でも
いろいろ使えると思います。企業のセミナー、研
修で使えるのはもちろんですが、私たちが抱えて
いる数千人単位のコミュニティでの活用が考えら
れます。働いているお⺟さんが多く参加しており、
子育てに関する心配事を持っています。病気のな
りやすさ、ケアの仕方、そういったところにエコ
チル調査の情報を加工して提供したい。 
 もう一つは、食品会社の開発部の人だったら、
開発のときにエコチル調査の結果を参考にしたい
と思うんですよね。そういう情報提供ができれば
良いのではないでしょうか。」 
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Kids Public・H さん「当社の公式ツイッターは、
多くの子育て世代の方にフォローしていただいて
いるので、室⻑のお話にあったシンポジウムなど
の告知は協力できると思います。また、当社は自
治体との実証実験をすることが多いのですが、ど
うしても介入群と対照群を作るのが難しいです。
そういうときに、ベースラインとしてエコチル調
査のデータを対照群として利用することができれ
ば、ものすごく正確ではないにはしても、ある程
度比較対象になるように思います。そうすれば、
介入群に対する効果もある程度適正に測ることが
できるかもしれません。」 
Kids Public・S さん「私たちのサービスを利用す
る子育て世代、妊婦さんが数万人いますので、そ
こに情報発信をしていくことはできるでしょう。
H も私も医師ですので、ある程度はデータや成果
を解釈して紹介することはできなくはないかもし
れませんが、やはりエコチル調査の見解を分かり
やすく出していただき、それをそのまま紹介して
いくというフローが一番安心だし安全かと思いま
す。できることは協力していきたいと思います。」 
司会「論文（概要）を読むだけよりも、このような
対話のチャネルがあったほうが、拡散するときに
お安心できるということはありますか？」 
S さん「直接話を聞くほうが、自分だけで解釈す

るよりは安心ですが、その後、私たちが作った文
章や解説が、真にエコチル調査の意図を汲んでい
るかどうか、ということを考えると、微妙かもし
れないです。」 
ニッセイ基礎研究所・I さん「エコチル調査の結果
を参照し、私たちの調査、レポートに活用したい
というのが一点。当社でもシンポジウムやセミナ
ーをオンラインで開催していますので、そこでも
エコチル調査について発信したいと思います。妊
娠中の体重増加については、ぜひ情報発信してい
きたいと思うところです。」 
 
田中室⻑「指摘いただいたように、エコチル調査
は約 10 万組の親子のデータであり、日本を代表す
るようなベースラインになるデータだと考えてい
ます。体重増加曲線のほか、乳幼児発達検査スク
リーニング調査の『ASQ-3』の日本語版でもエコ
チル調査の結果が利用されています。このように
ベースラインとして利用できるのがエコチル調査
の強みの一つと考えているので、ぜひデータ活用
等について、引き続き検討させていただければと
思います。」 

 
（構成・三菱総合研究所） 

 
ご参加いただいた皆さん 

Kids Public Kids Public 
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■子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部 環境安全課 
環境リスク評価室 田中桜室⻑ 

 エコチル調査は 2011 年１月から実施をしてい
る大規模疫学調査です。４年をかけて妊婦約 10 万
人をリクルートし、父親約５万人および産まれた
子ども約 10 万人を合わせた計約 25 万人を対象と
しています。開始から 10 年が経ち、調査成果の発
信と社会実装を進めていく段階に入ったため、今
回、食品産業センター様にご協力いただき、食品
関係の企業の皆さまにエコチル調査をご紹介する
機会を設けていただきました。 
 エコチル調査開始の背景には、1990 年代後半か
らの国際的な化学物質への関心の高まりがありま
す。環境ホルモンなどを中心に化学物質の環境、
健康への影響が国際的に問題視され、特に脆弱性
の高い胎児期、子どもに対する影響が懸念される
ようになりました。そして 2009 年の G8 環境大臣
会合で、各国が協力して大規模な疫学調査を実施
することに合意が得られました。 
 国内では、2008 年の 400 人の子どもを対象とし
たパイロット調査を経てエコチル調査の実施が決
定され、2011 年からリクルーティングが開始され
ました。 

 エコチル調査の目的は、「化学物質のばく露等が、
胎児期から小児期にわたる子どもの健康にどのよ
うな影響を与えているかを明らかにし、適切なリ
スク管理体制の構築につなげること」にあります。
環境リスク評価は、多くの場合、動物実験や高濃
度ばく露による調査に限定されており、低濃度ば
く露による人体、特に子どもへの健康影響を調査
できないという課題があります。その点、エコチ
ル調査では、多数の化学物質を対象に、胎児期か
ら学童期までの低濃度ばく露の影響を調査してい
ます。また、化学物質のほかにも、遺伝要因、社会
要因、生活習慣要因も扱い、アンケートでは食事
に関する質問も取っているため、さまざまな分析
に活用できる調査になっています。 
 エコチル調査事業全体は環境省が所管しており、
運営の中心は国立感染症研究所に設置されたコア
センターが担っています。医学的なサポートは、
国立成育医療研究センター内に設置されたメディ
カルサポートセンターが行い、調査活動、参加者
へのフォローは、各地の大学を中心に構成された
15 カ所のユニットセンターが行います。現在も
94％の参加者が継続しており、質問票の回収率も
80％を超えています。これだけの規模と期間で実
施できている調査は国際的にも例がなく、まさに
奇跡的であると言って良いかと思います。 

第 17 回対話（一般財団法人食品産業センター殿『第 28 回
食品産業問題研究会』として開催） 
子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の成果を社会還元していくうえで、全ての国
⺠と接点を持つと⾔える食品産業界との連携は欠かせません。2022 年 2 月 24 日に開催された対話
は、一般財団法人食品産業センターが主催する「食品産業問題研究会」の場をお借りし、リアルとオ
ンラインのハイブリッド形式で実施しました。食品産業 13 社の方にご参加いただいたほか、食品産
業センターからも理事、部⻑クラスの皆さまにご同席いただきました。 

講師：国立環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター）  
⼭崎新センター⻑、中⼭祥嗣次⻑ 
東京理科大学 薬学部薬学科 堀口逸子教授 

主催：一般財団法人食品産業センター 
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 調査は半年に１回の質問票調査、定期的な生体
試料の採取が行われます。生体試料の採取はエコ
チル調査の特徴のひとつで、ほとんどの参加者か
ら⾎液、尿、⺟乳、⽑髪、乳⻭を採取しています。
これまでに⺟親の生体試料の分析を終え、子ども
の試料の分析がこれから始められます。来年度か
らは遺伝子解析も始められるため、今後、化学物
質の外部要因としての遺伝要因との関係を調べる
ことができるようになります。 
 約 10 年間で 214 編（※2021 年９月末時点）の
論文が発表されています。2021 年度は前半期だけ
で 2020 年度の論文数を上回る本数が発表されて
おり、今後ますます成果が増えることを期待して
います。また、データの利活用の検討も進んでお
り、まず国内の公的研究機関の研究者にデータ提
供を開始します。将来的には⺠間企業の皆さまに
もご活用いただける体制を構築する予定です。 
 エコチル調査の研究では食品を扱ったものも多
く、妊娠期の魚介類摂取量と抑うつリスクの相関
性、塩分摂取量と妊娠高⾎圧症候群のリスクの相
関性などが報告されています。変わったところで
は、妊婦のカフェイン摂取量が増加すると妊娠高
⾎圧症候群のリスクが増加する一方で、コーヒー
の摂取量が増えるとリスクが低下するという報告
があります。また、幼児期のヨーグルト摂取量が
胃腸炎のリスクと関係があるという研究結果もあ
ります。これらは、いずれも相関性が明らかにな
ったもので、今後エビデンスレベルを高めていく
必要があり、企業の皆さんと連携し研究、情報発
信をしていくことができればと考えています。 
 また、社会還元の例として、『食物アレルギーの
診療の手引き 2020』、『食物アレルギー診療ガイド
ライン 2021』、『アトピー性皮膚炎診療ガイドライ
ン 2021』、食品安全委員会の食品健康影響評価書
などに活用された事例があります。 
 今後のエコチル調査は、当初は学童期までを調
査する予定でしたが、調査期間を延⻑することが
ほぼ同意されました。10 年ごとに中間評価を行い、

持続可能な調査を継続していく予定です。また、
集められた生体試料の出入庫管理の自動化や、参
加者用のポータルサイトの構築、診療情報等のデ
ータとの連携など、取り組むべき課題も明確にな
ってきました。データの利活用についても検討が
進められ、仕組みづくりが始まっていますが、希
少疾患研究、途上国に対する技術支援、国際的な
化学物質管理の枠組みづくりといった国際貢献に
も利用していきたいと考えています。 
 このような大規模疫学調査は、デンマーク、ノ
ルウェー、アメリカ、韓国でも事例がありますが、
化学物質に着目し、ここまで大規模で、これだけ
の量の生体試料を集めているものは例がありませ
ん。国の財産とも言うべき研究であり、国⺠の皆
さま、社会に還元していく必要があると考えてい
ます。インフルエンサーを通じた情報発信、関係
省庁の政策立案者との連携などに取り組んでいま
すが、同時に、国⺠の皆さまの行動変容を促すた
めには食品分野をはじめとする企業の皆さまとの
連携が必要です。令和元年からエコチル調査の成
果を伝えるための対話活動を継続してきており、
今回もその一環です。ぜひ、今回お集まりいただ
いた企業の皆さまとも、何か一緒に取り組みがで
きればと考えています。 
 
■ディスカッション 
―調査対象となる化学物質の選定について 
参加者「ばく露評価にあたり、化学物質をリスト
化していると伺いましたが、どのように選定され
ているのでしょうか。」 
田中室⻑「コアセンター内で議論し、科学的な判
断だけでなく、社会情勢も鑑み、優先して測定す
る化学物質を毎年選定します。これを運営委員会
から報告し、環境省内の『エコチル調査企画評価
委員会』が承認するという手順となっています。」 
中⼭次⻑「調査対象となる化学物質は、2009 年の
エコチル調査基本計画および仮説集に記載されて
おり、その中から優先順位を議論して決めていま
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す。また現在も、リストの中身は少しずつ増えて
います。これらは環境省のサイトにも掲載されて
いますので、もしよろしければご覧ください。」 
参加者「拝見したところ、食品・水など経口のもの
を意識して選定しているように見受けられます。
例えば、住居の壁紙など、生活していく中でばく
露するような物質については対象になっていない
のでしょうか。」 
中⼭次⻑「例えばアルデヒド類などの揮発性物質
で言いますと、生体試料で分析するのは現実的で
はなく、5,000 人を対象とした詳細調査で室内・屋
外の揮発性物質を測定し、個人へのばく露を評価
するという方法をとります。また、大人数に対し
て実測するのは難しいため、モデルを使った評価
をすることも検討しています。」 
 
―成果の発信、コミュニケーションについて 
参加者「リスク管理体制の構築、社会への還元と
いうエコチル調査の目的からすると、ある化学物
質について『リスクがない』ということも評価、発
信する必要があるかと思われますが、その点はい
かがでしょうか。」 
中⼭次⻑「化学物質は幅広く選定されており、影
響があるかないか分からないものも当然含まれて
います。影響がなかったというものは出ています
し、今後もかなり多くの物質で影響がなかったと
いう結果が出てくるでしょう。我々としては、影
響がなかったということもしっかり発表していく
予定です。と言いますのも、10 万人規模の調査で
『影響がない』ということは、“確からしさ”でいえ
ばかなりの精度の高さだからです。」 
 
―データの公開について 
参加者「このデータを、私たち（※食品企業）が得
ることはできるのでしょうか。」 
田中室⻑「研究結果自体は、環境省のサイトで公
開されており、閲覧が可能です。データの閲覧は、
現在のところエコチル調査関係者に限定されてい

ます。しかし、現在、コアセンターにデータ共有オ
フィスを立ち上げ、まず国内の公的な研究機関に
所属する研究者にデータが提供できる仕組みの検
討を始めています。将来的には企業さまへの提供
も視野に入れて検討を進めています。」 
参加者「私たちのグループに、粉ミルクを製造す
る企業があります。ここで全国⺟乳調査を実施し
ており、⺟親の食事、⺟乳成分、それが生後の健康
状態にどのように影響するかを研究しています。
エコチル調査の結果と照らし合わせることで、新
たなことが分かるのではないかと思いました。」 
田中室⻑「それはぜひお願いしたいです。連携し
て良い評価、データが生まれることを期待します。」 
中⼭次⻑「エコチル調査では、乳⻭の分析から人
工乳の摂取時期、量などが推計できます。我々も
研究を進めておりますので、ぜひ情報を共有しな
がら進めていければと思います。」 
 
―エビデンスレベルと情報発信 
参加者「エコチル調査の結果を社会に還元し、国
⺠の行動変容を促すとのことでしたが、それには
エビデンスレベルの高さが求められると思います。
今回お示しいただいた食品関連の事例のデータは、
そのレベルと言えるのでしょうか。」 
田中室⻑「エコチル調査は疫学調査であり、相関
性を示すにとどまります。今後、追加研究を行い、
因果関係を確認する必要があります。データの発
信については、リスクコミュニケーションの観点
から、ミスリードされないような留意が必要と認
識しています。」 
参加者「当社（※直前の発言者とは別の企業）は毎
年 20 万人規模の食育活動もしており、その中で、
お子様のいるお⺟様にも情報提供も行っています。
そこでぜひエコチル調査についても情報提供させ
てほしいのですが、こちらがデータや論文を見て
情報提供をするよりも、環境省のほうで『これは
こう伝えてほしい』といった要望を先に聞いてお
いた方がよいと思いました。」 
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田中室⻑「今、環境省の事業で、エコチル調査の成
果を分かりやすく伝えるパンフレットの制作に取
り組んでおりますので、ぜひ周知や発信に活用し
ていただければと思います。」 
参加者「論文等の、エコチル調査の成果をサイト
上で拝見したところ、化学物質にとどまらず、食
品についてもさまざまに研究されており、食品会
社としてはありがたく思っております。しかし、
例えば大豆が良いと言った場合に、納豆なのか豆
腐なのか味噌汁なのか、どのように摂取している
のか、大豆のどの成分が関係しているのか、そう
いった点の情報発信がとても難しいとも思いまし
た。バラエティ番組で納豆が良いといえば、スー
パーの納豆が売り切れるというようなことも過去
に起こっています。」 
田中室⻑「おっしゃるとおりです。情報発信には
十分留意しながら進めていきたいと思います。」 
参加者「エコチル調査のデータが、大変重要なも
ので、将来さまざまな影響を与えうるものだとい
うことがよく分かりました。ポジティブなデータ
ばかりでなくネガティブなデータも出てくるもの
と拝察します。この研究の性質上、自由に使える
よう国⺠に広く公開することになるかと思います
し、因果関係を明らかにする２次研究、３次研究
にも利用されることになるでしょう。その場合、
我々の立場からすると情報の出し方や、正しいリ
スクコミュニケーションができるのかという点が
懸念されます。根本のところだと思いますので、
データベースと、その利用法についてはしっかり
設計していただきたいというのが 1 点目の希望で
す。 

２点目の希望は、省庁の横断的な連携への期待
をお願いしたいという点です。環境省の事業です
が、食品安全委員会、厚生労働省など食品安全に
関わる関係機関、さらには海外の関連機関などと
も、ぜひ連携をとっていただきたいと思います。」 
田中室⻑「１点目のデータ共有に関しては、事前
に申請をしていただき、審査をする仕組みを用意

しています。 
 ２点目については、現在、厚生労働省、農林水産
省、経済産業省等、さまざまな関連機関に対し、論
文が出るたびに成果をお伝えする仕組みになって
います。今後も必要に応じて有機的な連携をとっ
ていく予定です。」 
中⼭次⻑「私は情報共有、データ共有を担当して
います。共有については、個人情報への配慮もあ
り、完全にオープンにすることはありません。事
前に研究計画を提出していただき、学術的な審議
をしたうえで必要なデータを共有していく仕組み
を予定しています。」 
  
■エコチル調査に関する情報の発信・受信の留意点 

東京理科大学 薬学部薬学科 堀口逸子教授 
―ポイント①：誰に、どのように伝えるのか 
 情報の発信は、これまでの議論でご指摘いただ
いたように、誰に、どのように伝えるのかといっ
たルールを定めることが必要です。不用意に公開
してしまったデータを、出版社が都合よく解釈し
て記事化され、炎上した事例はたくさんあります。 
 化学物質のデータや情報を公開していくうえで
重要なのは、まず「リスクゼロはない」ということ
と「量が大事」ということ、それを経験的に分かる
よう伝えることです。例えば、学生にジャガイモ
の芽や緑に変色した部分の写真を見せると、それ
を体感的に理解してくれます。 
 
―ポイント②：安全を担保する仕組み全体の理解 
 次に、食の安全についての仕組み全体を理解す
ることが重要だという点です。企業向けの食品安
全教育に携わることがありますが、企業の方々は、
アレルギー物質、原料原産地等の表示については
とてもこだわるのですが、リスク評価、リスク管
理がどのように行われているのか、リスクアナリ
シスやリスクコミュニケーションなど食の安全の
仕組みがどのようになっているのかについては、
あまり気にすることがないようにお見受けします。
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食の安全については、まず国としてどのように取
り組んでいるのか、世界はどうなのか、足元から
しっかりと伝えていただきたいと思います。 
 
―ポイント③：エコチル調査が補完できる部分の
理解 
 一方で、食品安全におけるリスク評価に必要な
ばく露評価は、マーケットバスケット方式でしか
評価できておらず、十分ではありません。エコチ
ル調査は、まさにその点を補うものとして、食品
安全においても大いに期待できるものです。例え
ば、ある物質について、10 万人の調査で１人も悪
い影響がなかったという結果があれば、食品会社
としても非常に仕事がやりやすくなるのではない
でしょうか。 
 
―ポイント④：相手がもつイメージを考慮する 
 今後、エコチル調査の結果を利用していくにあ
たっては、一般的な市⺠が持っているイメージに
も注意する必要があります。 
 次のような三択クイズがあります。 
 
クイズ「食品添加物が入った食品を毎日食べてい

ると、体にどのような影響が出るでしょ
うか？」 

1．体内に蓄積され、健康被害が生じる可能性が高
まる 

2．体内には蓄積されず、健康被害が生じる可能性
は高まらない 

3．体内に蓄積はされるが、健康被害は生じる可能
性は高まらない 

 
結果は、中学生、医学部の学生、農学部の大学院

生、看護学部の学生、消費者を問わず、１番と回答
する人が多いのです。 
 これは「薬物代謝」いわゆる「解毒作用」を知ら
ないか、イメージができていないということです。
「薬物」「解毒」という言葉が良くない面もありま

す。化学物質であれ食品であれ、人間の体に必要
なものはエネルギーなり筋肉として定着するが、
悪いものは排出されていくということが伝わって
ないのです。エコチル調査の結果を公表していく
際には、代謝や解毒作用などもきちんと伝えてい
く必要があるでしょう。 

これは調査に参加している 10 万人の皆さんに
期待することでもあります。40 年に渡る調査に参
加することで、化学物質やばく露について正しい
知識を得ることができれば、彼らを通じて、社会
にも広く伝わっていくことになるのではないでし
ょうか。 
 エコチル調査の結果を社会に還元していくには、
環境省、国立環境研究所だけではなく、企業の皆
さまにもご協力いただき、皆で取り組んでいく必
要があります。本日を機に、今後よい協力関係築
いていければと期待しています。 
 
■ディスカッション 
―市⺠・消費者とのコミュニケーションについて 
参加者「食育活動の一環で消費者向けにお話をす
ることがありますが、質問などを聞くと、添加物
は危険であるというイメージが定着していること
を感じます。また、特保や機能性表示食品でも消
費者の強い思い込みがあります。その解消に我々
も努力しなければいけませんが、国としても横断
的に取り組んでいただきたい。消費者庁、食品安
全委員会のリスクコミュニケーションなど、関連
する部局が一体となって取り組む必要があるので
はないでしょうか。」 
堀口教授「消費者に向けては、ぜひ代謝と解毒作
用についてお話しになってみてください。エネル
ギーになるものは利用され、そうでないものは排
出されていくという人体の仕組みについて触れて
いないことが問題だと思います。」 
参加者「確かにカルシウムなどの吸収に関する代
謝の話はしても、出ていくことについてはあまり
話をしませんでした。参考にさせていただきます。」 
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堀口教授「人体に入ったものは蓄積ではなく、変
換され利用され、回転していくし、利用されない
ものは溜まらずに出ていく。そういう話が抜け落
ちているのではないでしょうか。」 
参加者「当社では赤ちゃんの相談に関する情報提
供もやっており、かなりのアクセス数があります。
こちらもぜひ連携できればと思います。」 
 
参加者「特定保健用食品で、１、２日では何も変わ
らないが、３週間、４週間と摂取すると、例えば⾎
液成分に変化が出るといったように、効果の蓄積
が、結果的に体への影響として現れてくるという
ようなこと、すなわち『蓄積はしない』ことと、
『継続的な摂取による影響』を、どのように区別
して情報発信すればよいでしょうか。」 
堀口教授「『作用』と『量』の両方の話をする必要
があると考えます。これまで、食品や化学物質の
影響は、極端な量の例で語られることが多かった
ですよね。玉ねぎで例えるなら、10 個を１回に食
べる、１キロを１回に食べるというような表現で
す。これでは体感的に理解できません。継続的に
少量ずつの例を挙げるとすると、アクリルアミド
はどうでしょうか。意図的ではないにはせよ、調
理をするたびに発生し、少量ではあっても毎日摂
取している。これがどの程度のリスクになってい
るかを考えるというのは、良い題材になるのでは
ないでしょうか。」 
 
―リスク認知と教育について 
参加者「添加物に対する理解不足や誤解は、やは
り教育によるところが大きいと思います。特に中
学校の副読本などで、食品添加物はガンになると
いうような誤りが当たり前のように書かれている。
家庭科の授業でも、食品添加物を悪者扱いにする
ような話を聞いたことがあります。こうした流れ
をどこかで断ち切ってほしいと思います。」 
堀口教授「食品産業センターさんが、業界団体と
して記述に誤りがあることをきちんと指摘すれば、

出版社も対応を検討するのではないでしょうか。
農林水産省と協力し、交渉すれば、良い形に変え
られる可能性があると思います。」 
 
参加者「ご存知のように食品業界は中小零細が非
常に多く、会社という単位でも、業界単位で見て
も、大変に凹凸が大きい。会社ごとにできること、
できないことの差があります。我々もまた対応す
べき問題ですが、国でもその視点を忘れずにご対
応をお願いします。」 
堀口教授「中小零細企業の場合、本日お話しした
ような食品安全の仕組みやリスク評価について、
あまり詳しくご存じないかもしれません。保健所
の食品衛生監視員の皆さんへの研修を年に数回行
っておりますので、そのような活動を通して、微
力ながら底上げにご協力したいと思います。」 
 
―成果の社会還元について 
参加者「エコチル調査については、理解のある消
費者団体の力を借りて情報発信をされると良いの
かなと思いますが、いかがでしょうか。」 
堀口教授「おっしゃるように、消費者団体とはう
まく進めていきたいと思っています。各地方の勉
強会には勉強熱心な方が多いので、エコチル調査
の話題を提供するのも良いと思います。」 
 
中⼭次⻑「社会を変えるには大変な労力が必要で
す。教育で社会を変えるには３世代かかると言わ
れますし、一人ひとりにアプローチすると大変な
時間と労力が必要です。しかし、企業の皆さんが
ほんのちょっと工夫するだけで、大きく社会が変
わる可能性もまたあります。一例を挙げると、イ
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ギリスで全食品メーカーが政府・市⺠団体と協力
し、食品に含まれる塩分をほんの少し減らしまし
た。これにより、国⺠の塩分摂取量が大きく低下
するという結果が得られました。日本でも『こっ
そり減塩』の取組は始まっており、とあるコンビ
ニエンスストアで、お弁当の塩分を減らす取組が
始まっています。

国立環境研究所は、農業・食品産業技術総合研
究機構との機能性食品の研究や、食品包装からの
化学物質の影響なども研究しています。ぜひ、引
き続き定期的にこのような情報交換の場を設けて
いただければと思います。」 
⼭崎センター⻑「今日は、企業でも 10 万人、20 万
人という大規模な調査をやられていることを知り、
大変勉強になりました。皆さんのデータも非常に
貴重なものです。エコチル調査からの成果のみな
らず、今後の調査や研究などで協力できれば  、
より広く社会に還元できるようになると思いま
す。」 

（構成・三菱総合研究所） 
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■⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 
齋藤あき 主査 

正式名称は「⼦どもの健康と環境に関する全国
調査」ですが、⼦どもの「チルドレン」と環境の
「エコロジー」を組み合わせて、「エコチル調査」
と呼んでいます。本⽇は、第⼀にこのエコチル調
査の名前を覚えてもらえれば嬉しいです。 

エコチル調査は、化学物質等の環境要因が⼦ど
もの健康に与える影響を明らかにするため、2010
年度から開始された調査です。国際的に⾒ても⼤
規模な調査で、ここでは環境（地球環境、⾃然環
境、⽣活環境）から私たちがばく露する化学物質
を対象としています。エコチル調査は、これらが
⼦どもの健康にどのような影響があるのかを調べ
る⽬的で開始されました。 

エコチル調査は、2009 年 G８環境⼤⾂会合で当
時の環境⼤⾂が⼤規模な⼩児疫学調査について提
唱したことをきっかけに実現しています。約 10 万
組の親⼦、約 25 万⼈が対象となり、現在も調査が
続いているという状況です。この規模の調査は海
外にも例がなく、これからの研究成果が注⽬され
ていると⾔えると思います。 

当初は 12 歳までを対象とした研究計画を策定

していたのですが、昨年度の 13 歳以降の調査につ
いても⾏うことが決定し、現在その計画のとりま
とめを⾏っているところです。 

エコチル調査の開始の経緯としては、国際的な
議論の流れに乗って、2003 年頃から国内で検討を
始め、様々な準備に 8 年程度費やして、2011 年か
らエコチル調査のリクルートが始まったというこ
とになります。そこから 10 年程経過し、また、さ
らに調査を延⻑しようという予定ですので、始ま
るまでも歴史があり、また始まってからも、そし
てこれからも時間がかかる調査なのです。 

エコチル調査の⽬的は、「化学物質のばく露等が、
胎児期から⼩児期にわたる⼦どもの健康にどのよ
うな影響を与えているかを明らかにし、適切なリ
スク管理体制の構築につなげる」ことです。環境
リスク評価（化学物質の毒性評価）では「何が」
「どれくらいで」リスクがあるのか、そのかけ合
わせで考えることが重要です。特に環境や⾷事な
どは、地域や⽂化で変わりますが、今まで⽇本に
おいては、「どれくらいばく露しているのか」の情
報が不⾜していました。そのため、いろいろな化
学物質が問題として取り上げられても、その中で
相対的にどの化学物質のリスクが⼤きいのか、実
際にどのような影響があるのかを判断することは
困難でした。つまり化学物質による未知の健康影

環境省「エコチル調査」に関する地域対話 
第 1８回 ⼦どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
−研究成果を未来に活かす− 

2022 年 12 ⽉ 7 ⽇、⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の成果を社会に還元する
ことを⽬的にした対話を、新潟⼤学の学⽣の皆さんと⾏いました。前半は環境省からの話題提供、後
半は学⽣の皆さんによるグループワークを実施しました。グループワークには環境省 環境保健部環
境安全課環境リスク評価室 齋藤あき 主査のほか、国⽴環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル
調査コアセンター） 岩井美幸 主任研究員にも加わっていただき、議論を深めました。 

講師：国⽴環境研究所 環境リスク・健康領域（エコチル調査コアセンター） 岩井美幸 主任研究員 
東京理科⼤学 薬学部 堀⼝逸⼦ 教授 

司会：株式会社オーエムシー 朱雀真理⼦ 
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響が国⺠に⽣じている可能性があるのではないか
ということで、エコチル調査はスタートすること
になったのです。エコチル調査に期待される効果
としては、「⼦どもの健康に影響を与える環境要因
の解明」「⼦どもの脆弱性を考慮したリスク管理体
制の構築」「次世代の⼦どもが健やかに育つ環境の
実現」「国際競争と国益」が挙げられています。  

環境省が担う役割には、化学物質の審査の規制
や基準を作る、環境基準を作るというものがあり
ます。例えばエコチル調査でこういった基準など
に反映できる知⾒が得られれば、そこに反映して
いくということも期待されています。 
 さて、エコチル調査ですが、研究の性格として
はコホート研究に該当します。コホート研究とい
うのは同じ⼈を⻑期間追跡するという研究デザイ
ンになります。コホート研究はある時点の関連を
検討する横断研究と違い、原因と思われるものか
ら影響を検討します。ヒトを対象にした研究とし
ては、「症例対照研究」、「コホート研究」、「ランダ
ム化⽐較試験」の順にエビデンスレベルは⾼いと
⾔われますが、ランダム化⽐較試験は、対照群と
介⼊群に分けてばく露の結果を測るという研究デ
ザインのため、有害性がすでに危惧されているよ
うな化学物質を対象として扱う場合には、倫理的
な問題があります。エコチル調査はばく露状況と、
その後の健康状況を追跡し、⻑期に渡って調べ続
けるものですので、時間と費⽤はかかるものの、
化学物質を対象としたものでは⼀定程度のエビデ
ンスレベルにあるものといえます。 

エコチル調査の体制ですが、環境省は予算の獲
得などを⾏い、実施については、国⽴環境研究所
内に設置された「コアセンター」で、医学的なサポ
ートを、国⽴成育医療研究センター内の「メディ
カルサポートセンター」が⾏っています。また、調
査の実働機関としては全国 15 カ所に「ユニットセ
ンター」を設置しています。ユニットセンターで
は、リクルーティングや調査を維持するためのフ
ォローアップ、参加者の検体採取などを⾏います。

ユニットセンターは、主に⼤学が中⼼となり、診
療所やクリニックなど、地⽅の協⼒医療機関とと
もに調査活動に取り組んでいます。 

2022 年現在で参加を継続してくれている⼦ど
もの数は約９万 3,000 ⼈で、約 93％という⾮常に
⾼い継続率を維持しています。これも国際的に類
を⾒ないほどの⾼い割合となっています。このう
ち約 5,000 ⼈が詳細調査の対象となっています。 

エコチル調査の参加者の属性は、⽇本の⼈⼝動
態統計とほぼ⼀致しており、⽇本の出産状況を反
映していることが確認されています。2010 年から
2014 年の間に全国の妊婦さんに協⼒を依頼し、尿
や⾎液を採取し、質問票調査にお答えいただきま
した。その後、お⼦さんが⽣まれたら引き続き年 2
回の質問票を使⽤した調査を実施し、また⼀部の
⽅には詳細調査を⾏い、家庭を訪問し、ハウスダ
スト等の環境調査や精神神経発達調査などが⾏わ
れました。⼩学校 2 年⽣では採尿、⼩学校 6 年⽣
では採⾎を⾏う予定になっています。化学物質を
対象とする調査ですので、いただいた⽣体試料に
ついては、化学分析を実施しています。こうした
データが積み重なることで、化学物資のばく露量
などの影響について調べる材料がそろってきます。 

開始から 10 年以上が経過し、様々な調査・検査
の結果をもとに研究が進められ、発表論⽂数も増
加しています。エコチル調査では、「化学物質のば
く露等環境要因が、妊娠・⽣殖、先天性形態異常、
精神神経発達、免疫・アレルギー、代謝・内分泌系
に影響を与えているのではないか」という仮説を
置いており、これを「中⼼仮説」と呼んでいます。
現在までの発表論⽂数は 303 編（※2022 年９⽉末
時点）、うち中⼼仮説を扱うものが 37 編、それ以
外の⽣活習慣等の化学物質以外を主に扱うものが
266 編となりました。化学分析が進み、今後は中
⼼仮説を主軸とした成果が増えることが期待され
ています。さらに、化学物質だけでなく、エコチル
調査の成果は妊産婦を対象としたガイドライン等
の策定などにも活⽤されています。 
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 しかし、研究成果が発表されるほど、化学物質
のデメリットと思われる内容が公表される場合も
あり、なかには怖いのではないかというような気
持ちを抱かれる⼀般の⽅もいると思います。専⾨
知識がないと、ひとつの研究結果を理解し、判断
するということは⾮常に難しいことです。このよ
うなギャップを解消し、エコチル調査としてどの
ように伝えることができるか、ということを模索
するため、地域での双⽅向での対話事業を設けて
います。本⽇皆さんにいただいた機会は、この活
動の⼀環です。今後は、この取組の⼀環として、効
果的な地域対話の事例集のまとめの作成や、リス
クコミュニケーション研修も⾏う予定です。 

 
環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 齋藤あき 主査 

 
■グループワーク 

グループワークは、「⾃分が関⼼をもった成果が、
今後社会でどのように活⽤できるか考えてみてく
ださい。また、⾃分の将来においてどのように活
⽤したいかも考えてみてください。」「また、他の
受講⽣が、どのようなことに関⼼があるのか、ま
たどのように活⽤できると考えるか、意⾒を交換
してみてください」の２点をテーマに⾏いました。
現地で４〜５⼈のグループを４つ編成し、現地で
は齋藤主査と堀⼝教授、オンラインでは岩井主任
研究員にもそれぞれのグループの議論をサポー
ト・質疑応答の対応をしていただきました。 

 
グループワークを⾏う参加者 

■グループワーク中の講師の先⽣への質疑応答 
質問「ホルムアルデヒドの論⽂のところで、絶対
に仕事上ホルマリンやホルムアルデヒドを扱う機
会がある⽅は、どのような職業の⽅でしょうか？」 
岩井主任研究員「ホルマリンは病理で使うことが
あるので、医療系の職の⽅だと思います。エコチ
ル調査でも看護師さんが多いので、そういう⽅が
医療⽤途で扱う、または研究・実験系に関わって
いる⽅が扱う機会があると思います。直接ばく露
しないため、換気ができるドラフトの中でもちろ
んやっているとは思いますが、そういう中でも関
係性が⾒えてきてしまった、ということだと思い
ます。」 
 
質問「⽇常⽣活の中でもホルムアルデヒドをばく
露される機会はあるのでしょうか。」 
岩井主任研究員「ホルムアルデヒドは建材に含ま
れていることがあるので、どうしても新しい家具
を買うと含まれていることがあります。たまに新
しい家具を買うとホルムアルデヒド脱臭剤という
ものがついてくるので、天⽇⼲しした⽅が揮発し
ていいかなと思うことがよくあります。 

あと、⾚ちゃんの服にもルールがあって、アル
デヒドを含んでいません、として売られているこ
とがあります。なので、医療従事者の⽅が直接扱
っていることもあれば、⽇常⽣活の中にすごく微
量ではありますが、ホルムアルデヒドが含まれて
接する機会もあり、少なからず知らぬ間にばく露
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することもあると思います。」 
 

質問「妊娠中の殺⾍剤・防⾍剤の使⽤は、出⽣体重
や⾝⻑増加量の減少と関連した、とありますが、
⾝⻑増加量の減少はいつからいつまで観察して、
その結果になっているのでしょうか？」 
岩井主任研究員「この論⽂は、どの殺⾍剤が、とい
うところまで分析しておらず、⽣後１カ⽉⽬まで
観察してどうか、という研究です。そのため、何歳
まで、のような⻑期研究ではりません。たしか、影
響の⼤きさとしては⽐較的⼩さかったと思います。 

男⼥の性差はありますか、という声も聞こえま
したが、性差についての論⽂もあります。実際、男
の⼦の⽅が全体的に弱いというか、発達障害のリ
スクが⾼いということもあり、エコチル調査の中
でも神経発達⾯で男の⼦のへの影響がみられる論
⽂が多い印象です。⼀⽅、⼥の⼦は体重とか⽣ま
れた時点の影響の⽅が⼤きいので、全体的にみる
と男の⼦はいろいろな項⽬での関連がぱらぱらと
でてきてしまっている、という状況だと思ってい
ます。」 
 
質問「⼥性は⾼齢出産になると、⼦どもが障害を
持つリスクが⾼くなると思いますが、そのような
調査は、妊婦さんの年齢から調べていらっしゃい
ますか？」 
岩井主任研究員「⾼齢出産は増えていて、⽣まれ
てきた⼦どもに対する影響は妊婦さん⾃⾝の状態
も影響してくるので、統計処理をかけるときには、
お⺟さんの年齢等、これが影響するということが
わかっている影響の要因を補正して（影響をなる
べく少なくなるようにして）、化学物質のばく露の
影響がどれくらいなのか、という調査をしていま
す。 

もちろん、ここに挙げられている論⽂（参加者
へ配布したリストの論⽂）は中⼼仮説の化学物質
の影響に焦点を当てた論⽂だけになっていますが、
⾼齢出産や不妊治療がどれだけ影響があるかも、

中⼼仮説外のテーマとしていろいろな論⽂が書か
れています。」 

 
質問「妊婦の⾎中カドミウム濃度が⾼いと、⼥児
の出⽣時の体重は減少していた、という報告があ
りましたが、⼀⽅で男児だと、カドミウムばく露
の上昇で発達の指標が低下する、という別の論⽂
もありました。同じカドミウムで男児と⼥児で影
響するところが違うというのは、性差によって、
同じ化学物質でも影響するところが違ってくる、
という話なのでしょうか？」 
岩井主任研究員「すごくいい質問だと思います。
化学物質ばく露と性差の違いはとても重要なとこ
ろです。そもそも、カドミウムやその他、化学物質
の影響以前に、⼦どもの発達⾃体にも性差があり
ます。それが化学物質ばく露によって、より観察
されやすくなる、ということはカドミウム以外で
の環境化学物質でも⾔われています。 

エコチル調査ではカドミウムでいくつかそうい
う性差の結果が出てきていますが、⼥の⼦につい
ては⽣まれたときにカドミウムばく露の影響が⾒
られているのに、そのとき男の⼦への影響は観察
されませんでした。そして、なぜ男の⼦の精神神
経発達に影響があるかというと、男の⼦の⽅が発
達障害のリスクが数倍⾼いと⾔われているためで
す。やはり男の⽅が弱いというか、⽣まれた時点
では⼥の⼦よりも少し多いくらいなのに、⼆⼗歳
になるころにはほぼ男⼥⽐は⼀緒になるので、男
の⼦に関しては様々な調査が⾏われています。 

⽣まれた時は差があったが、三歳以降は違いが
⾒られなくなる、ということに最後は落ちついた
論⽂もあったと思います。その後、成⻑するにつ
れて影響は消えていきますが、男児の場合はその
時点では残っているということです。性差の違い
は⼤事なところなので、良い視点だと思います。」 
 

グループワーク後にそれぞれのグループの議論
の結果を発表していただきました。 
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［グループ１］「我々は、『妊婦が仕事でホルマリ
ン・ホルムアルデヒドを扱う機会が多い場合、⽣
まれた⼦どもの 1 歳時の精神運動発達のうち特定 
の領域で遅れが出る可能性が⽰唆された。』という
論⽂に着⽬しました。我々の結果としては、ホル
マリンなどを直接扱う機会が多い看護師などの職
業の⽅は、妊娠が分かった時点で可能な限り休む
ことを視野に⼊れる、ということや、ホルムアル
デヒドが含まれているということだったので、妊
娠時の新しい家具の購⼊や新築への引っ越しは控
える、といった個⼈レベルでできる意⾒が多く出
ました。 

また、企業レベルでは、ホルムアルデヒドを扱
う業務をなるべく妊婦さんにさせない体制を作る
べきだ、という意⾒もありました。また、特定のメ
ーカーレベルでは、ホルムアルデヒドの代替品開
発を進めていく、という意⾒が出ました。代替品
の開発が進んでいないということだったので、そ
ういった開発に⽬を向けることも⼤切だと思いま
す。」 
 
［グループ２］「私たちのグループでは、『パート
ナーの妊娠前の約 3 か⽉間に、週に 1 回以上殺⾍
剤を使⽤する職に就いていた⽗親の⼦どもの性別
は、男児の割合が低かった。』という論⽂に興味を
持ちました。殺⾍剤を使⽤する職や、医療⽤アル
コール剤やヨウ素、全⾝⿇酔、アルコール摂取を
していた⽗親の⼦どもは、男児の割合が数％低か
ったというのが確認されました。⽣殖能⼒の低下
に繋がっているというのもありましたが、具体的
な成分や作⽤機序は不明なようなので今後研究が
進むといいと思いました。また、数％の差のこと
も多く、あまり気にする差でもないのかな、とい
う意⾒も出ました。全⾝⿇酔を扱うような医療現
場や殺⾍剤を使う職場でどのように使⽤を中⽌し
ていったらいいのか、という議論になりました。」 
 
［グループ３］「私たちのチームは『妊婦の殺⾍剤・

防⾍剤の使⽤は、児の出⽣体重や⾝⻑増加量の減
少と関連した。』という論⽂に注⽬しました。そこ
で、具体的にどのような成分がどのくらいで影響
するのか、ということについて質問させていただ
きましたが、具体的な成分はわからない、という
ことだったので、もしそれがわかれば、今後⾃分
達が使う時に気を付けられるという結論になりま
した。」 
 
［グループ４］「我々のチームが興味を持ったのは、
『妊婦の染⽑剤の⾃宅使⽤では、使⽤頻度が⾼く
なるほど、⽣まれた⼦どもが３歳時にアレルギー
性⿐炎になりやすくなる傾向があることがわかっ
た。』という論⽂です。染⽑剤でなぜそうなるのか
ということについては、おそらく染⽑剤の中の化
学物質が⽪膚から吸収されていると考えたのです
が、成分が揮発して体内に⼊るルートもあると思
います。論⽂をよく⾒てみると、妊婦さんが美容
師、職業として使っていたパターンもあります。
それだと使⽤量が多かったり、⾃分の髪を染める
わけではなくても体内に成分が⼊ってしまったり、
ということがあるのではないかと思いました。予
防としては、染⽑剤を使わない、使う時は換気の
悪い⾃宅ではなく専⾨的な処置をしてもらえる専
⾨店に⾏くことだと思います。また、染⽑剤のど
のような成分が関連しているのか、具体的なこと
がわかれば、今後妊婦さんも安全に染⽑剤を使え
るのではないかと思います。」 
 
岩井主任研究員 「いろいろ興味を持っていただ
き、またディスカッションしていただき、ありが
とうございます。我々研究者でも悩みながらやっ
ているようなところまで皆さんに考えていただけ
て、とても良かったです。今ここに出ている中⼼
仮説に関しては、ざっくりとした質問票で集めて
きたデータなので、実際のお⼦さんやお⺟さんへ
の影響がどうなのか、どの成分がどう影響するの
かというのは、今まさに分析している最中です。
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冒頭に齋藤先⽣にお話いただいたネオニコチノイ
ド殺⾍剤であったり、頻繁に使われるピレスロイ
ドだったり、有機リン系だったり、これらに関し
て調査を進めています。それぞれの農薬のカテゴ
リーの中でも、農薬に含まれている成分の種類と
してはかなりの数がありますが、⽇本でよく使わ
れている殺⾍剤・農薬の成分についても分析を進
めています。今まで⾒られていたこれら質問票ベ
ースの使⽤実態と⼦どもへの影響について、どれ
が本当に良くないのか、今後本当にわかってくる
と思いますので、その結果はしばしお待ちくださ
い。 

また、染⽑剤の件に関しましては、染⽑剤のど
の成分が、というところで補充調査をする予定は
今のところありませんが、⽣活由来化学物質とし
て染⽑剤の中に含まれている防腐剤をターゲット
にした調査を進めているところです。染剤や防腐
剤も含めて、⽣活に由来する化学物質の分析とい
うところからも、何か⽅向性として⾒えてくるの
ではないかと思います。 

また、『数パーセントの違いがどうなのだろう」
というお話があったと思います。こちらは、ＩＱ
という知能指数のデータで、発達の検査になりま
す。エコチル調査でも発達検査をしていて、『数点
違うからどうなのだ』とよく⾔われることがあり
ます。⼀般的に IQ というのは平均が 100 となっ
ており、正規分布をとると⾔われていますが、化
学物質のばく露を受けたりすると、例えば５％集
団としての分布が左にずれてしまうということが
⾔われています。100 点の⼈が 95 点になる、110
点の⼈が 100 点になるというのは⼤した差がない
のですが、70 点 80 点の⼈にとっては⼤きな問題
でとなります。例えば 70 点以下だと、知的障
害、”mentally retarded”という状態になるのですが、
この⼈達にとっては⼤きな差になります。通常で
あれば知的障害の⽅は全体として 600 万⼈ですが、
5 点点数が下がってしまうと、940 万⼈になる。集
団としては⼤きな差になって、社会としては結構

⼤きな問題になるとよく⾔われます。 
つまり、『数％の違いにどれだけ意味があるのか」
と⾔われた時に、個⼈では⼩さい影響かもしれま
せんが、集団として⾒た時どうなってくるのか、
ということを考えなければならないと思います。」 
 

 
国⽴環境研究所 環境リスク・健康領域 岩井美幸 主任研究員 

 
齋藤主査「どのチームからも意⾒が聞こえました
が、エコチル調査の成果を⾒ても、⼤学院⽣の皆
さんにとって驚くような結果というようなものは
なかったのではないかなと思います。エコチル調
査では論⽂が 303 本出ていますが、そうそう世紀
の⼤発⾒というものはありません。けれども、ひ
とつひとつの研究を積み重ねて、よりよい⽅針の
提案ができるような集合体のベースを作っている
と思っています。例えば、何か⼀つだけの論⽂で
結論を出すことは難しいですし、また予算の関係
もあり全部細かく調べることはできません。最初
に質問票等で⼤まかな傾向を⾒て、では次はこう
した分析をした⽅がいいのではないか、とほかの
研究に展開していく⾯があります。どんな研究で
も、最初から全部やってみようというのは不可能
です。エコチル調査には⾮常に多くの国家予算を
いただいています。ひとつひとつの論⽂だけでは
⼤きなインパクトはないかもしれませんが、こう
いったものを積み重ね、続けていくことで、社会
に還元できる情報や成果になっていくと思ってい
ます。 

もう⼀つの話題提供として、妊婦さんの鉛の濃
度が⾼いと男の⼦が多かった、という研究があっ
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たと思います。皆さんから⾒て、研究結果はあま
り気にならないかもしれませんが、その内容が報
道された際に、「鉛はどこで売っていますか」と尋
ねてきた⼀般の⽅がいたそうです。皆さんなら、
鉛は毒性があって、そしてこの研究の結果からそ
ういった⾏動を取ることは考えられないと思いま
す。ただ、そういう前知識が無い⼈のところに結
果だけが届いてしまうと、予想以上に深刻に捉え
たり、都合のよい部分だけ⾒てしまう。研究成果
を情報として伝達するには、そういったミスコミ
ュニケーションの危険もあるということを付け加
えたいと思います。」 
 
堀⼝教授「鉛は⾷品安全委員会でも 10 年ほど議論
されていて、エコチル調査の研究結果にも期待し
ているところです。やはり、男の⼦を⽣まなけれ
ばいけない、というところから鉛がどこで買える
のか、というお話になったと思います。 

染⽑剤に関しても、こういうきちんとした調査
はないのですが、結構、消費者庁にクレームがあ
り消費者庁から注意喚起がなされています。しか
し、そういうクレームがあっても、どのくらいの
⼈が、なぜ、という資料がないのが現状です。 

こうしてエコチル調査が進んでいくと、いろい
ろなところが⾒えてくるので、応援してほしいと
思います。⼦どもができたり家族ができたりした
ときに、いろいろな⼈のためになる調査だと思っ
ています。ぜひこれからの将来の⽇本⼈のために、
先⽣⽅が研究結果を出していただけないかと思っ
ています。そして皆さんも興味があれば、このよ
うな研究にぜひ携わってください。」 
 

 
東京理科⼤学 薬学部 医療薬学教育⽀援センター 堀⼝逸⼦ 教授 

 
（構成・株式会社 OMC） 
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■⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 
清⽔貴也 室⻑ 

エコチル調査は 2010 年度より開始された、化学
物質に着⽬した世界でも類を⾒ない疫学調査です。
本調査にて⽤いられる⼿法のコホート調査とは、
特定の集団や⼈物をずっと追いかけていく調査で
す。例えば、0 歳であった⽅を 5 年間、10 年間と
ずっと追いかけ、その成⻑過程で様々な調査して
いきます。着⽬しているものは化学物質で、例え
ばタバコや殺⾍剤から染⽑剤、シャンプー、化粧
品等、⾝の回りの様々なものを意味します。これ
らの物質が、調査対象である⼦どもたちにどのよ
うな影響を与えているのかを調査しています。 

経緯としては、2009 年に当時の環境⼤⾂が国際
会議Ｇ8 にて実施を合意したことにより開始され
ました。⼤⼈と異なり、⼦どもは胎児期より⺟親
を通じて様々なものにばく露しています。また⼦
どもは臓器等が未発達で、⾝体も⼩さいので⼤⼈
にとっては何の影響もない化学物質のばく露が、
⼦どもにとっては重篤な影響を及ぼすのではない
かという疑問から⽣まれた調査です。⼦どもの参

加者の皆様を、胎児期よりずっと追いかけていき、
例えばお⺟さんが喫煙していたら⼦どもにどうい
った影響があるのか、また⽯油ストーブを使⽤し
ている家に居住する⼦どもの 10 年後の健康状態
はどうか、アレルギーが出るのではないかといっ
た疑問を解消するためのものとなっています。 

本調査の⽬的を語る前に、このような調査の課
題について申し上げておきます。⾝の回りの化学
物質の危険性について評価するのは⾮常に難しい
ということです。動物に投与しても動物と⼈間で
は体の構造が異なります。また化粧品⼯場の従業
員を調査した場合、⼀般に⽣活する⽅とはばく露
量が違うため、⽐較することが難しいのです。さ
らに、そもそも⼦どもを対象にしている点で影響
を⽐較することが難しいという課題が存在します。
そこで、10 年間特定の⼦どもを追いかけることに
より、⽣活環境が成⻑過程にどのような影響を及
ぼしているのかを調査しているのです。 

調査の⽬的は、調査結果を⽣活に活⽤すること
です。判明したことを皆様に周知して、今後の⽇
常⽣活に役⽴てていただく他、医師の皆様にお伝
えして⽇々の診療に役⽴てていただくことを⽬的
としております。 

第 1９回 ⼦どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
−環境省「エコチル調査」を活⽤した環境のデザイン− 

2023 年２⽉４⽇、⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）⾼知ユニットセンターの協
⼒のもと、⾼知ユニットセンターの研究成果を中⼼に対話を⾏いました。会場とオンラインにて、⾼
知⼤学の⼤学院⽣、⾼知市内の保健師、保育⼠等、総勢 26 名にご参加いただきました。前半に環境
省よりエコチル調査の概要を、⾼知ユニットセンター ⼭﨑慶⼦先⽣より妊娠時の喫煙に関する研究
成果をご説明いただき、その後、臨床⼩児科医師の吉川清志先⽣より「遺伝と環境から考える病気と
多様性」と題してご講演いただきました。その後のグループワークでは、講師の先⽣⽅や⾼知ユニッ
トンセンター 菅沼成⽂センター⻑にもご参加いただき、参加者の皆様と意⾒交換をしていただきま
した。 

講師：⼟佐希望の家医療福祉センター センター⻑ 吉川清志⽒                
エコチル調査⾼知ユニットセンター ⼭﨑慶⼦⽒ 

司会：株式会社オーエムシー 朱雀真理⼦ 
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さて、実施体制についてご説明いたします。繰
り返しになりますが、本調査は世界でも類を⾒な
い⼤規模なものです。対象者の⾎液、⻭、⽑髪や臍
帯⾎に⾄るまで様々な⽣体試料の採取などを実施
しており、その費⽤は毎年約 60 億円、開始以来総
額 600 億円以上が充てられております。 
 実施にあたっては、北海道から沖縄県まで⽇本
全国の⼩児科や公衆衛⽣の先⽣⽅にご協⼒いただ
いております。町の診療所の先⽣⽅にもご協⼒い
ただいております。例えば、毎年⼀度、対象者の⽅
から⽣体試料を採取させていただくほか、年に⼆
度質問票を郵送するなどしてご協⼒いただいてお
ります。本当にたくさんの予算と⼈員が充てられ
ている研究です。この⾼知県でも実施されており
ます。 

具体的な実施⽅法についてご説明すると、2010
年に産婦⼈科のクリニックを通じて、妊娠してい
るお⺟さんに対して調査協⼒を依頼しました。ご
了承いただけた場合、出⽣後より⼀年に２回ほど
全体調査と題して、お⼿紙を送付しております。
⾷事内容、喫煙の有無、薬の摂取有無、運動の有無
などです。お⼦さまに対しても質問します。アレ
ルギーやぜんそくの有無、受診歴などです。質問
票のほかにもオフィスにご来館いただき、採尿や
採⾎など⽣体試料の採取をお願いする場合がござ
います。このように国⺠の皆様からの多くのご協
⼒があって成り⽴っているのが、エコチル調査で
す。 
 論⽂数についてご紹介いたします。今までで
300 本以上の論⽂が執筆されております。エコチ
ル調査の成果の社会還元の例をご紹介します。ス
ライドにある「乳幼児発達検査スクリーニング質
問紙」とは、ご両親に当該出版本をご購⼊いただ
き、参照しながらお⼦さまの状態をチェックして
いただくものです。所要時間は 10 分から 15 分ほ
どです。本質問紙の利⽤により、通院せずともお
⼦さまの状態を確認できるようになります。例え
ば、ハイハイできるのか、ジャンプできるのか、呼

びかけに反応できるのかなどの各項⽬をチェック
していきます。問題があった場合に、病院への受
診を薦めるという便利なものです。このような成
果が他にも多く挙げられております。また、得ら
れた成果を皆さんに周知するために、⼀年に３回
ほど、本⽇のような対話の機会を設けております。 

 
環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 清⽔貴也 室⻑ 

 
■⾼知ユニットセンターの取り組みについて 
エコチル調査⾼知ユニットセンター ⼭﨑慶⼦ 
先⽣ 
 ⾼知ユニットセンターの取り組みと題して、成
果発表をさせていただきます。⾼知ユニットセン
ターについて改めてご紹介すると、全国 15 カ所あ
るユニットセンターの⼀つであり、四国では唯⼀
のものです。⾼知県では 11 市町村 7,000 組の親⼦
に参加していただいております。現在の進捗状況
としては、2019 年度から開始した⼩学２年⽣学童
期検査が終了し、2023 年度からは⼩学 6 年⽣対象
の学童期検査を開始するところです。全国から収
集したデータをもとに学術成果を発表しており、
⾼知ユニットセンターの学術成果は現在 20 本報
告があります。その中から、「⺟体の尿中コチニン
と胎盤重量および胎盤重量/出⽣体重⽐との⽤量
反応関係：⼦どもの健康と環境に関する全国調査
（エコチル調査）」について紹介させていただきま
す。 
 本研究において、タイトルにあります尿中コチ
ニンが喫煙の指標となります。妊娠中の喫煙とい
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えば、流産、早産、低出⽣体重というのはリスク要
因としてよくご存じかと思います。⾼知では胎盤
に注⽬いたしました。胎盤とは、胎児の成⻑に必
要不可⽋な妊娠中にのみ存在する臓器です。胎盤
重量と出⽣体重には強い正の相関関係が存在しま
す。そして胎盤機能評価の⼀つとして、胎盤重量/
出⽣体重⽐が使⽤されており、出⽣体重に対し不
釣り合いに⼤きな胎盤は新⽣児リスクの増加が報
告されています。妊娠中の喫煙について、すでに
分かっていることとしては、酸素輸送の障害によ
り胎盤機能が低下することです。ほかに、胎盤重
量の増加・減少という、相反する結果が報告され
ています。私たちは、相反する結果が⽣じる理由
として、⽤いる喫煙指標が原因の１つにあげられ
ると考えました。 
 喫煙調査に⼀般的に使⽤されている質問紙には、
簡易的、経済的というメリットがある⼀⽅、妥当
性に⽋けるというデメリットがあります。例えば、
⼀⽇⼀本吸うお⺟さんにしても、①煙草に⽕を点
けてすぐ消してしまう⽅と、②最後まで⻑く吸う
⽅とでは煙の体内ばく露量が明らかに異なります
が、質問紙上の回答としては同じです。つまり、少
し正確性に⽋けているとも⾔えます。そこで現在、
バイオマーカーが喫煙指標に⽤いられています。
喫煙の場合、ニコチン摂取後、肝臓で代謝したの
ちにコチニンという物質に変化します。エコチル
調査においては、お⺟さまの尿中コチニン濃度を
喫煙指標として⽤いて、喫煙状況と胎盤重量、胎
盤重量/出⽣体重⽐との関連性を胎児の性別ごと
に検討することを⽬的としました。 
 ⽅法としては、エコチル調査に登録された
91,049 組の⺟⼦を対象とし、他の既存研究を参考
に区分した尿中コチニン濃度を⽐較対象とし、胎
盤重量、胎盤重量/出⽣体重⽐との関連性を調査し
ました。 
 結果は、①胎盤重量とコチニンの量反応関係は
男児では逆 U カーブ、⼥児ではある⼀定濃度に達
すると横ばいとなり、胎児の性別毎に関連性は異

なりました。また、②胎盤重量/出⽣体重⽐とコチ
ニンの量反応関係では男児、⼥児共にコチニン濃
度の増加とともに胎盤機能が低下しました。なぜ
胎盤重量の増減が⽣じたのかをまとめると、①喫
煙により損なわれた酸素輸送の障害を補うために、
胎盤表⾯積が代償的に増加しているために重量が
増加し、②喫煙が胎盤組織の細胞死を誘導してい
るために減少したと⾔えます。また、胎児の性別
による差の原因は、男児は⼥児よりも多くのリソ
ースが必要である点、感受性の性差がある点が先
⾏研究より判明しております。 
 本研究をまとめると、⽭盾の理由は⺟集団の喫
煙量の違いであると考えられます。 

 
エコチル調査⾼知ユニットセンター ⼭﨑慶⼦ 先⽣ 

 
■質疑応答 
質問者① 

（⼭﨑先⽣の講演に対して）男⼥の性差の理由
として、性染⾊体に着⽬した研究はないのでしょ
うか。 
⼭﨑先⽣ 

染⾊体についてエコチル調査で研究できれば良
いのですが、データがないというのが現状でござ
います。先⾏研究でも私の知る限り述べられてい
ません。ただし動物実験とはなりますが、遺伝的
な発現について研究が進んでいるようです。 
 
質問者② 
 （清⽔室⻑の講演に対して）エコチル調査にて
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得られた知⾒の活⽤⽅法、⺟親への還元⽅法を詳
しく教えて欲しいです。 
清⽔室⻑ 
 私たちも、知⾒の還元は⾮常に重要であると考
えています。⽅法としては例えば３つほどあると
考えていまして、①医師の⽅々が参照するガイド
ラインに得られた知⾒を盛り込む、②知⾒を各関
係業界や関係省庁へ広く周知し、法改正などの⼿
段をとる、③エコチル調査⾃体に興味を持ってい
ただき、その内容を⼈から⼈へ伝播していただく
というものです。 
 
■遺伝と環境から考える病気と多様性 
⼟佐希望の家医療福祉センター 吉川清志 先⽣ 

物事を⼤きくとらえることも⼤事かと考え、本
スライドを作成しました。私たちは、遺伝⼦や染
⾊体などの遺伝素因と、気候・国・社会・習慣・家
庭・物質などの環境要因に影響されています。両
⽅が相まって、病気になる、あるいは個性として
認知されます。⼩児科では、⼦どもの成⻑とは、発
育と発達を合わせたものと⾔われています。発育
とは⾝⻑が⾼くなるなど測定できるもの、発達と
は「できるようになる」ことです。寝返りを打てる
ようになる、⾔葉が話せるようになるなどです。
発達の中には、運動ができる、計算ができる、記憶
⼒があるなどの認知機能と、⾮認知機能の「⽣き
る⼒」があります。失敗しても続ける、繰り返し取
り組むなどの能⼒です。私はこのような能⼒を、
これからもっと伸ばしていく必要があると考えま
す。 

さて、遺伝要因と環境要因の関与を⽰した図で
す。不慮の事故の発⽣原因について、遺伝要因が
関係ないと考えるかもしれませんが、事故に遭っ
た⼦どもが ADHD であったという仮説も可能で
す。つまり、要因の関与については⾮常にグラデ
ーションがあるということです。遺伝として捉え
られる疾患の中にも、多因⼦遺伝病から⽣活習慣
病に⾄るまで様々な種類があります。実は、健常

な⼈ばかりではありません。染⾊体に異常を抱え
ている⽅は 0.6％、⼼臓や⼝蓋など⼩さな奇形があ
る⽅は 5.0％とかなりの数に上ります。 

こちらはリンパ球から採取したヒトの染⾊体で
す。ヒトの染⾊体は 46 本あり、１番から 22 番ま
で２本ずつ存在し、X 染⾊体と Y 染⾊体がありま
す。受精を通じて、⽗親と⺟親から⼀本ずつ染⾊
体がもらえるのです。そして計算を重ねていくと、
ヒトの受精卵の染⾊体は、約 70 兆種類にも及びま
す。つまり、この世の中に全く同じ⼦どもが⽣ま
れる可能性はありえないわけです。このような⾯
からも、私は多様性を⼤事にするべきであると考
えます。 

こちらは 21 番染⾊体が３本存在し、全体で 47
本の染⾊体を持つ 21 トリソミー、通称ダウン症候
群と呼ばれる⽅の染⾊体です。ダウン症のお⼦さ
んは特徴的な顔をしている、⼼臓の病気にかかり
やすいという⾯があります。現在、その発⽣頻度
は 600〜800 出⽣に⼀⼈と⾔われています。理由
としては、⾼齢妊娠、出産があると⾔われていま
す。ここで⾔及したいのは、⽇本では個⼈情報等
の問題もあり、正確な発⽣頻度のデータが取れて
いないのです。つまり基礎データが積み重ならな
いという問題が⽣じるのです。 

皆さん、胎芽病・胎児病などご存じでしょうか。
受精後の器官形成期に罹患する問題を⽣じて胎芽
病、器官成⻑期に罹る病気を胎児病と呼ばれてい
ます。胎児病において、胎児は発育不全に陥ると
節約遺伝⼦を発現し、栄養が少ない状態でも⼗分
⽣育できるようにするのです。その場合、出⽣後
に肥満などの⽣活習慣病に罹患しやすい可能性が
あります。つまり、環境因⼦が遺伝⼦を変⾰しう
るのです。 

さて、エコチル調査の全国データを⽤いた論⽂
を⾒てみましょう。「妊娠糖尿病の⺟親から出⽣し
た⼦どもの４歳までの神経発達」や「糖尿病や耐
糖能異常を持つ⺟親から⽣まれる⼦どもの在胎期
間、出⽣体重と周産期合併症」とありますが、糖尿
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病に罹患したお⺟さまをこのように多数調査する
ことは⾮常に難しいことです。数が多いことは⼤
きな意味を持ちます。糖尿病のお⺟さまのお⼦さ
んの特徴として、体は⼤きいけれども臓器は未成
熟が故に様々な疾患にかかりやすいということが
あります。その特徴を本研究で改めて証明しまし
た。精神発達についても、未成熟ということを⽰
すことができています。他にもデータを利⽤した
様々な有意な研究がありますが、私が申し上げた
いのは、研究結果はそうだったけれど他の交絡因
⼦もあるので、マイナスの研究結果にあまり囚わ
れ過ぎない、全てであると思わないで欲しいとい
うことです。⼦育ては、もっとおおらかであって
欲しいのです。 

本講演のまとめです。遺伝素因は変えられない
⼀⽅で、環境要因は変えられます。負の環境要因
は縮⼩・除去、正の環境要因は強化していきまし
ょう。また、化学物質の科学的調査、エコチル調査
を通じた正しい知⾒の発⾒・蓄積をしていくこと
は⼤切です。⾃分の⽣活習慣を振り返り、幼少期
からの健康教育を続けていきましょう。何より、
負の⼼理社会的⽣活環境は、社会の⽀援や信頼で
きる⼈の存在で乗り越えることができるのです。 

 
⼟佐希望の家医療福祉センター 吉川清志 先⽣ 

 
■グループワーク 
  グループワークは、「⼭﨑先⽣のお話『エコ
チル調査⾼知ユニットセンターの研究について』
を聞いて、思ったこと、分からなかったこと、疑

問に思ったことなど」と中⼼に意⾒交換を⾏いま
した。現地では３〜４⼈１組のグループを作り、
オンラインでは２つのグループを作って実施しま
した。現地では⼭﨑先⽣と吉川先⽣にもそれぞれ
のグループの議論をサポート・質疑応答の対応を
していただきました。 

 
グループワークを⾏う参加者 

 
グループワーク後にそれぞれのグループの議論

の結果を発表していただきました。 
［グループ１］ 

私たちのグループは、保育園の先⽣２名と、⾔
語聴覚⼠１名がおります。議論の内容は、①⾷の
アレルギーの⼦どもが増えてきたこと、②落ち着
きのない⼦ども（ADHD が疑われる⼦ども）が増
えてきた印象があることです。②について感覚値
ですが、喫煙されている親御さんの⼦どもは落ち
着きがないケースが多い印象があるという意⾒や、
ADHD などの症状と喫煙状況に関係する研究デ
ータがあれば、ご紹介いただきたいという意⾒が
ありました。 
吉川先⽣ 

実際にはそのようなケースがあるのかもしれま
せん。ただし、喫煙のみによる影響なのかと考え
る必要があります。世間でものすごく禁煙が叫ば
れている中、それでも喫煙しているご家庭には何
かマイナスの要因が存在する可能性があり、その
ようなご家庭の⼦どもには規則を守れなかったり
する⼦どもが多いなど、喫煙以外の環境要因も考
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えてみる必要があります。臨床⼩児科医である私
は、そのように考えます。喫煙だけでない複数要
素を鑑みてゆく必要があると思います。また、落
ち着きのない⼦どもに関しては、昔は決まった枠
に押し込めて、「これをやりなさい」「あれをやっ
てはいけません」と強制されて外れると叱られる
ことにより、落ち着きのなさは⼀⾒⼩さくなって
いたかもしれません。しかし現在は⾃由になって
いること、また外国では落ち着きのない⼦どもが
⽇本と⽐較して多いということも、検討材料とな
るかと思います。 
 
［グループ２］ 

喫煙者と受動喫煙者と⾮喫煙者で胎盤の重量が
増減するという結果について質問があります。①
紙タバコと電⼦タバコで結果が異なるのか、②受
動喫煙とはどこからなのか定義について、③紙タ
バコと電⼦タバコそれぞれ影響が出る数値を定量
的に、それぞれ教えて欲しいです。 
⼭﨑先⽣ 
 ①紙タバコと電⼦タバコの違いについてですが、
先ほど講演中にご紹介したデータは 10 年前のデ
ータです。当時⽇本では電⼦タバコはあまり普及
していなかったために、当該データは紙タバコの
みのデータとなります。電⼦タバコの影響につい
ては申し訳ないのですが、私は答えを持ち合わせ
ておりません。ただ私⾒ですが、電⼦タバコから
出る煙には、多量の化学物質が含まれているため、
安全であると⾔い切ることはできないのではない
かと思います。 

②受動喫煙の定義ですが、⾮常に難しいです。
例えばすれ違った⾚の他⼈が喫煙者であり、臭っ
たとしても直接的な健康⾯での影響は計測が難し
いのです。しかし、不快な気分になるなど精神⾯
への影響はあると思います。これも私⾒になりま
すが、不快な気分（臭いを感知している）になった
ら受動喫煙状態であると捉えていただいてよいと
思います。 

③定量的な数値ですが、喫煙⽅法によって⼤き
く変動すると思います。また、ニコチン含有量も
各タバコによって異なると思いますし、⼝に含ん
でいる時間なども関係してくると思います。そこ
について⼀概に定義するのは難しいです。本⽇発
表した研究の中では、喫煙者を 21.5ng/ml で定義
いたしましたが、喫煙者と定義する保険の指標で
は 50ng/ml、100ng/ml という数値も存在します。
ただし今回は妊婦さんを対象とした研究であると
いうことから、⼀般の⽅々より⾮常に低い数値で
定義しているという点を付け加えておきます。 
吉川先⽣ 

質問中に⾔及があった、別の場所での喫煙を終
えた喫煙者からの受動喫煙、サードハンド、三次
受動喫煙と⾔いますが、ぜんそくなどの疾患があ
る⽅には影響があるかと思います。しかし⼭崎先
⽣もご回答の通り、少しの接触で影響があるとは
考えにくいと思います。影響の程度は知りません
が、電⼦タバコにも有害物質は含まれているので、
紙たばこより安全と考えるべきではないと考えま
す。 
 
［グループ３］ 
 私たちのグループには、実際に⼦育てケアをさ
れている⽅がいらっしゃいます。⼦育てケアを指
導する際に、喫煙は完全に悪であると伝えにくい
という意⾒が出ました。今回得られたデータは事
実として受け⼊れて、実際にはストレスがない程
度にデータを参考にした⽣活を送っていくという
のが良いのではという話が感想としてありました。
また、ひょっとすると今回の胎盤重量等について
も喫煙だけでないもっと多因⼦で、他の要因も検
討できるのではないかと思いました。 

疑問点としては、今回は妊娠中の喫煙について
の研究でしたが、妊娠前の喫煙歴はどのように関
係するのか、昨今のコロナ禍に伴うマスク着⽤の
⼀般化により、酸素輸送の障害という問題につい
てマスク着⽤も加担しているのではないかと考え
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たのですがいかがでしょうか。 
吉川先⽣ 
 マスク着⽤については、サチュレーション低下
などの報告は上がっていませんので、マスク着⽤
による酸素輸送障害は検討しなくてもよいかと思
います。また、喫煙はやめようと思ってすぐにや
めることができるものではないと思います。なの
で、今回得られたデータをやめる動機の⼀端にし
ていただけると良いのかなと思っております。も
う少し⾔及すると、コロナウイルス感染症につい
ても、陽性者とすれ違っただけで、同⼀の公共交
通機関にいるだけで感染するものではありません。
喫煙についても同様です。もちろん精神的に嫌な
気分になるし、ぜんそくなどを持たれている⽅は
過敏に症状が出てしまうかもしれませんが、気持
ちと実際の成分などは分けて検討すると良いので
はないかと思います。 
 
［グループ４］ 
 私たちのグループは、医学⽣と保育⼠さんと私
（不明）の３名です。保育⼠さんが現在０歳児の
保育を担当されていて、保育時にどのような点に
気をつけているかなどを聞かせていただきました。
また、エコチルの調査にどのように参加していた
だけるのかという議論になりました。現状、アン
ケートの枚数も多く⼤変そうなので、なかなか参
加していただける⽅は少ないのではないかと思う
のですが、よりエコチル調査の意義を妊婦さんに
も周知することが⼤切ではないかとの感想に⾄り
ました。 
清⽔室⻑ 
 お話ありがとうございます。冒頭に申し上げま
した通り、コホート調査でございますので参加者
がこれ以上増えることはございません。ただ、現
在の参加者の⽅の参加率が徐々に下がってきてお
りますので、おっしゃっていただいたことを参考
に、参加率を戻していけたらと思います。 
 

［グループ５］ 
 私たちのグループは保育⼠２名と、⼩学校中学
校の養護教諭各１名の計４名で話し合いました。
質問は、胎盤重量の増減に性差があるとのことで
したが、男児を妊娠中のお⺟さまと⼥児を妊娠中
のお⺟さまとで妊娠中の様⼦などを研究されたこ
とはありますでしょうか。⺟体の変化と性差が関
係するのではと思ったのですが、いかがでしょう
か。 
⼭﨑先⽣ 
 ⼥児の⽅がつわりの程度が強いという研究報告
があるようです。喫煙者の⽅でもつわりの程度が
強すぎて喫煙どころではないなどの考慮すべきケ
ースがあるかとも思いますので、引き続き研究を
続けてまいります。 
 
［グループ５（オンライン参加）］ 
 私たちのグループの質問で、尿中コチニンと副
流煙との関係についてお伺いします。例えば、ご
⾃⾝が喫煙していなくてもご主⼈が喫煙していれ
ば影響が出るなどのフィードバックがかかるよう
なシステムはあるのでしょうか。 
菅沼先⽣ 

教育学部の先⽣と⼀緒に、コチニンを外来で測
ることができる装置の開発を⼭﨑先⽣が従事され
ていたかと思いますが、そのような装置を利⽤し
て外来でのフィードバックをしていくことも可能
であると考えます。しかし、現時点ではそのよう
な取り組みはございません。 

 
オンラインで質問する参加者 
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『研究成果をどのように私たちの成果に活かすか』
に関して 
参加者 

研究成果を⽤いて、例えば乳幼児健診にて気に
なる結果が出たお⼦さんに対して⽣活環境への指
導や、第⼆⼦、第三⼦出⽣に向けたアドバイスな
どをできるシステムがあるのか伺いたいです。 
清⽔室⻑ 
 今回の結果はあくまで⼀つの結果です。違った
地域、違った場所、違った時期で調査を⾏えば、異
なる結果が出る可能性があります。つまり、いく
つもの結果が重なってしっかりとした情報となっ
てから提供をしていけたらと考えております。 
菅沼先⽣ 
 ⾼知県内では、複数の団体にご参加いただいて
いる運営協議会にて研究成果を発表・還元してお
ります。発表した成果は⾼知県や⾼知市の様々な
計画の中に参考資料として盛り込まれています。
また、⾼知新聞の中に連載をしておりまして、エ
コチル調査についてのご紹介ありますので、ご興
味のある⽅はぜひ⽬を通していただけると幸いで
す。 

 
（構成・株式会社オーエムシー） 
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■⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチ
ル調査）について 

環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 
 ⽜﨑昌⼦ 係⻑ 

正式名称は「⼦どもの健康と環境に関する全国
調査」で、愛称が「エコチル調査」です。皆さんに
はあまり知られてはいないかもしれませんが、⾼
校の保健体育の教科書にエコチル調査が紹介され
ています。こういった事例が、エコチル調査を知
ってもらうきっかけになると良いと思います。本
⽇はエコチル調査の内容をお伝えすることともに、
教育の現場で先⽣⽅がどのような想いで仕事をさ
れているのかについて対話ができればと思います。 

エコチル調査は 2011 年から始まり、化学物質等
の環境要因が⼦どもの健康に与える影響を調べる
ことを⽬的としています。2009 年の G8 環境⼤⾂
会合で各国が協⼒して⼤規模な疫学調査を実施す
ることが合意され、⽇本でも約 10 万組の親⼦に協
⼒してもらってエコチル調査が始まりました。こ
のような⼤規模な調査を⾏っているのはわずか 3
か国で、中でも化学物質に関する調査を⾏ってい
るのは⽇本だけです。また、現在も約 93％の参加

者の皆さんに調査を継続していただいています。
開始当初は 12 歳までご協⼒いただくという計画
でしたが、昨年度の専⾨家らの提⾔をうけて、昨
年から、13 歳以降も継続し 18 歳に達するまで調
査に協⼒してもらうことを計画に追加すること検
討しており今年度中にその計画をとりまとめる予
定です。 

化学物質の⼦どもに対する影響を調べるとき、
遺伝要因や⽣活習慣、社会要因も調べています。
病気は様々な原因によって引き起こされるためで
す。 

調査の体制としては環境省が予算の確保をして
おり、令和 4 年度は 56 億円でした。調査は、国⽴
環境研究所（コアセンター）が全体を取り仕切っ
ています。国⽴成育医療研究センターは、メディ
カルサポートセンターとして医学的⽀援を⾏った
り、医学的検査の⽅法等の検討もしていただいた
りしています。約 10 万組の親⼦と直接対応し、調
査の現場となるのは全国 15 箇所の⼤学等にある
ユニットセンターです。これらに加えて、地⽅公
共団体などにも協⼒してもらっています。ユニッ
トセンターは北海道から沖縄まであります。 

第２０回 ⼦どもの健やかな成⻑に科学的知識を活かす 
―学校教育に環境省「エコチル調査」の成果をいかすには…― 

2023 年 3 ⽉ 2 ⽇、教育関係者向けの対話を⾏い、保育園関係者、⼩学校・中学校・学童の教員など
総勢 7 名にご参加いただきました。事前に⼩学校教員の⽅に⼦どもの健康に関して興味があることを
ヒアリングし、アレルギーと ICT 関連の話題を知りたいという要望をいただきました。そのため、今
回は環境省より⼦どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）の概要をご説明いただくとと
もに、メディカルサポートセンターの⼭本貴和⼦先⽣よりアレルギー関する研究成果を、その後、甲
信ユニットセンターの⼭縣然太朗先⽣より ICT（ネットを使ったコミュニケーションツール）の影響
についてご講演いただいたあと、学校現場でエコチル調査の成果をどう活かすかという内容の意⾒交
換をしました。 

講師：エコチル調査メディカルサポートセンター チームリーダー ⼭本貴和⼦⽒       
エコチル調査甲信ユニットセンター センター⻑ ⼭縣然太朗⽒               

司会：株式会社オーエムシー 朱雀真理⼦ 
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エコチル調査が始まった最初の約 3 年はリクル
ート期として、妊婦さんの協⼒をお願いしていた
期間です。その後フォローアップ期には、約 10 万
⼈の参加者の皆さんに年に 2 回質問票調査をお願
いしており、詳細調査として、⾎液検査や尿検査
などの医学的検査や、精神神経発達検査を約 5,000
⼈の⽅に協⼒いただいています。⽣体試料の提供
はお⺟さんやお⽗さんにも協⼒してもらっており、
試料に含まれている化学物質と健康との関連を調
べています。また、学童期検査として、8 歳時、12
歳時のお⼦さんを対象に医学的検査や精神神経発
達検査を⾏っています。 

エコチル調査の参加者さんの属性ですが、現在、
2011 年から 2014 年⽣まれの 4 学年にわたるお⼦
さんに調査協⼒をしてもらっています。 

提供いただいた試料については様々な化学物質
について分析を進めていますが、抜けた乳⻭を提
供してもらって（⾦属・元素の）分析もしていま
す。 

エコチル調査はコホート研究といって協⼒して
いただく⼈を追いかけていく調査です。化学物質
と健康において因果関係があるのかを推論するた
めの 1 つのエビデンスとなります。研究成果は論
⽂として発表され、近年、論⽂数がとても増えて
います。最近はビタミン D やアレルギーに関する
研究成果が報告されています。また、妊婦の⾎中
鉛濃度や⼦どものアレルギー、妊娠中の体重増加
曲線についてのデータがガイドライン等に引⽤さ
れ役⽴てられています。 

今年度の対話の実践は⼤学院⽣や保健師さん達
を対象にも実施しており、今⽇が 3 回⽬です。 

2 ⽉ 19 ⽇には、エコチル調査のシンポジウムを
開催しており、まだアーカイブで⾒ることができ
ます。さらに「たまひよ」のウェブサイトにもエコ
チル調査に関するタイアップ記事を掲載していま
す。ご案内を配布しておりますのでぜひご覧いた
だければと思います。 

 
環境省 環境保健部環境安全課 環境リスク評価室 ⽜﨑昌⼦係⻑ 

 
■エコチル調査から考えるアレルギーのこと 

エコチル調査メディカルサポートセンター  
⼭本貴和⼦ 先⽣ 

 アレルギーのお⼦さんおよび学校でのアレルギ
ー対応が増えていると思いますので、アレルギー
について⼀緒に考える機会にしたいと思います。
アメリカにはアーミッシュとフッタライトという
農業を営む集団がいます。アーミッシュは⽯油や
電気を使わず昔ながらの⾃給⾃⾜の⽣活をしてい
るのに対し、フッタライトは近代的な農耕⽣活を
しています。遺伝⼦的にバックグラウンドは同じ
であるにもかかわらず、フッタライトは喘息の発
症率が多く、免疫機能も異なることが分かってい
ます。これは同じ⽣活をしていても、環境によっ
てアレルギーの発症率が違うことを⽰しています。
近年⼦どものアレルギーの発症率が増えているこ
とも、近代化に伴う環境の変化が原因であること
が⽰唆されています。エコチル調査の結果からも、
乳幼児の 10 ⼈に 1 ⼈は⾷物アレルギーを発症し
ています。花粉症もますます増えているのが現状
です。 

アレルギーが増加している原因の仮説を紹介し
ます。1 つ⽬は上⽪バリア仮説です。気道や⽪膚に
は外部の物質をシャットアウトする機能がありま
す。しかし、洗剤や化学物質によってバリアが障
害されたり、⽪膚に存在する微⽣物のバランスが
崩れたりしてアレルギーが増えているのではない
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かと考えられています。つまり、ライフスタイル
の変化に伴う化学物質の曝露によって⽣体バリア
による防御能が低下し、アレルギーが増えている
のではないかという仮説です。動物実験の研究で
は、洗浄剤に曝露されるとマウスの気道の細胞が
ダメージを受けたり、洗濯洗剤が点⿐されると気
道のアレルギー炎症が増えたりしています。この
ような研究結果から、同じようなことが⼈間でも
起きているのではないかと考えられています。 

エコチル調査の結果からは、妊娠中に⾃宅を増
改築していたお⺟さんから⽣まれたお⼦さんの 1
歳までの喘息の発症頻度が有意に⾼かったことが
分かっています。また、妊婦さんが職業上医療⽤
の殺菌剤の曝露頻度が⾼いと、お⼦さんの喘息や
アトピー性⽪膚炎の発症が多いという結果も出て
います。 

また、DOHaD（ドーハッド）仮説というものも
あります。妊娠中の体内の環境が、⽣まれてから
時間が経過しても⼦どもに影響し続けることが
様々な研究で分かっています。そこで、将来の健
康や特定の病気のかかりやすさは、胎児期や⽣後
早期の環境の影響を強く受けて決定されるという
概念が出てきています。妊娠中の様々な影響によ
って遺伝⼦に変化が起こり、病気の罹患率に関わ
っているのではないかという仮説です。なぜこう
いった仮説が提唱されているのかというと、第 2
次世界⼤戦ではオランダが飢饉になり、痩せた妊
婦から⽣まれたお⼦さんが、⼤⼈になってから肥
満などの⽣活習慣病が多いというデータがあるか
らです。胎内環境が⼤事なのではないかというこ
とが考えられます。また、胎内環境は化学物質だ
けではなく、お⺟さんのメンタルヘルスにも影響
受けます。私が⾏ったエコチル調査の結果では、
妊娠中の⺟親におけるうつのような症状や QOL
の低下は、⼦どもの喘息や⾷物アレルギーに影響
するという結果になりました。アレルギーは化学
物質だけではなく、⺟親のメンタルヘルスにもか
かわるということを外来でもお話しています。 

エコチル調査では化学物質および⽣活環境、親
⼦環境もみていますが、個⼈的には教育問題や貧
困問題、⺟親のメンタルヘルス、⾷の安全にも関
⼼があります。本⽇は先⽣⽅もいらしているので
Ruth Etzel 先⽣の話題を出します。Ruth Etzel 先
⽣は⼩児環境保健の世界的なリーダーです。⼩児
科だけでなく環境も専⾨にしている素晴らしい先
⽣で、エコチル調査にも多くの助⾔をしてくださ
っています。アメリカの⼩児環境保健のトップで
活躍されている先⽣です。⼦どもの環境をとても
考えておられます。この Ruth 先⽣が、⽇本では化
学物質よりも過剰な塾通いによる睡眠時間の減少
を⼼配していました。⽇本では受験に合わせて塾
に⾏かなければならず、化学物質以外の問題も考
えていく必要があります。将来⼦どもの必要な能
⼒を育てていくにあたって受験のシステムを変え
ない限り、塾通いの問題は解決しないと思います。 

また、⽇本は貧困が多いということも気になっ
ています。⽇本の場合、⾒た⽬ではなかなか貧困
で本当に困っているかわかりにくいこともありま
すが、⼦どものアレルギーにも影響があります。
⼭梨⼤の先⽣⽅が書いた論⽂で、年収の低い家庭
の⼦どもは喘息やアトピーのリスクが⾼いという
結果が出ています。アレルギーを克服するために
は、単純に化学物質だけではなくて社会環境も変
えていかないといけないと感じています。 

給⾷もとても⼤事です。⽇本では給⾷だけで 1
⽇の⾷事を賄っている⼦も多いと思います。イン
グランドのサッカー選⼿は⼦どもの頃に無料の給
⾷に⽀えられたと理由から、コロナ禍の夏休み中
でも無料の給⾷を導⼊することに貢献しました。
私も離島に住んでいたこともありますが、貧困問
題は⼤きな問題と感じました。⽇本の貧困問題の
対策として無料の給⾷を導⼊するなどの対策を⾏
うべきだと思います。また、対話でいろいろとお
話しできればと思います。以上です。 
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エコチル調査メディカルサポートセンター ⼭本貴和⼦先⽣ 

■スクリーンタイム、ICT と⼦どもの健康への影響 
エコチル調査甲信ユニットセンター   

⼭縣然太朗 センター⻑ 
 ⼭梨の地域では 30 年以上親⼦を追跡する調査
をやっています。20 年前からは教育委員会も協⼒
してもらい、妊娠中から乳幼児期、⼩学⽣、中学⽣
の調査を⾏っています。今⾏っているエコチル調
査もまさに同様で、妊娠中、胎児期、新⽣児期の環
境が⼤きくなってからの健康にどのように影響す
るのかを調べています。DOHaD（ドーハド）とい
う概念です。例えば、低栄養の妊婦さんから⽣ま
れた⾚ちゃんは⼩児期から肥満になりやすく、⼤
⼈になると⼼筋梗塞や糖尿病にもなりやすいこと
が分かってきています。栄養だけではなく、スト
レスや化学物質が影響します。ただ、分かってい
ないことも多くあります。 

私は⼈⽣のどの時期（ライフステージ）で環境
にさらされてしまうと影響が⼤きく出るのかに特
に関⼼があります。エコチル調査では、どの時期
にどの栄養をとると悪影響が出るのか、あるいは
より健康でいられるのかを調べています。これら
の結果から、⼦どもたちの健やかな成⻑増進に繋
がることを望んでいます。 

⼀昔前までは学校は閉鎖的でしたが、幼少期の
環境などが学童期に⼤きな影響を及ぼすために、
学校の中だけでは解決できない問題が増えてきま
した。例えば発達障害は脳の障害ではありますが、
環境によって発症の仕⽅が違うことが分かってい

ます。幼少期の過ごし⽅によっては学校で、集団
⽣活がスムーズにできるということも分かってい
ます。 

ICT の利⽤に関しては、学校で使い⽅を指導し
ても遅いため、家庭で⼩さい時から話をしていか
なければなりません。ICT というのはネットを使
ったコミュニケーションツールです。ここで明確
に分かっていることは、ICT を⻑時間使うことに
よって健康障害が起こることだけです。ICT を⻑
時間使い続けると VDT（Visual Display Terminal）
症候群がおこり、頭痛などの様々な症状が起こり
ます。この VDT 症候群は⼩学⽣でも発症してい
ることが明らかになっています。また、⼩学⽣が
⻑時間 ICT 端末を使うことで睡眠時間や運動時間
が減ることによる健康障害が起こることも明確に
分かっています。またゲーム依存症になることも
あります。ここまではコンセンサスが得られてい
ます。 

加えて、画⾯上や⽂字だけで⾏われるコミュニ
ケーションは本当に⼤丈夫なのかと⾔われていま
すが、まだよく分かっていません。おそらく良い
点と悪い点があります。障がいを持っているお⼦
さんにとっては明らかに効果的であることが報告
されています。 

WHO ではネット依存症は定義されていません
が、ICD（国際疾病分類）-11 ではゲーム依存症が
採⽤され疾患となりました。この件は⽇本⼈の先
⽣が貢献しており、スマホゲームは依存症になる
原因であるということを証明しました。社会性を
司る前頭と、本能・欲求を司る⼤脳辺縁系はバラ
ンスをとって働いていることが脳科学で検証され
ています。しかし、ゲーム依存症によってバラン
スが崩れてします。前頭前野の機能が落ちて、相
対的に⼤脳辺縁系の機能が上がってしあうために
欲求が抑えられなくなってしまいます。これはま
さにアルコール・ギャンブル依存症と同じ脳の画
像になることから、ゲーム依存症は疾患となりま
した。つまり、今⽇のポイントの 1 つで、ゲーム
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をやり続けるということは病気の状態である、治
療をした⽅が良いということです。 

インターネットに依存しているかどうかは、質
問票によってできます。2012 年と 2017 年の調査
の結果では、多くの中⾼⽣のお⼦さんがネット依
存になっており、2017 年の⽅が増加しています。
また、学年が上がるにつれてネット依存の学⽣が
増えています。 

ネット依存症による健康障害として、特に睡眠
時間の減少が挙げられます。気分の調節ができな
くなる、うつなどの精神障害の合併症もあります。
私たちは早くから地域でネットについて調べてい
ます。保護者と約束事を決めてネットを使⽤して
いる⼦どもが多く、良いことだと思います。しか
し、ネットで知り合った⼈と会ったことがあると
答えている⼦どもがいたという結果に、⽥舎の地
域の⼤⼈は衝撃を受けていましたし、⼼配もして
います。また、メディアを視聴している時間が多
い⼦どもほど寝る時間が遅く、朝が眠い、運動時
間が少ない、勉強時間が少ないなどの傾向がある
ことも分かりました。 

またインターネット利⽤が多い⼦どもは、より
うつの傾向があることが明らかになりました。追
跡研究の結果から、うつの傾向である⼦どもにイ
ンターネット利⽤が多い訳ではなく、インターネ
ット利⽤が多いとうつのリスクが上がることが⽰
されました。 

別の研究では、1 歳時のテレビの視聴も含むス
クリーンタイムが⻑いと、3 歳の時に⾃閉スペク
トラム症と診断されているお⼦さんが増えるとい
うことが明らかになりました。⼤きな反響があり、
半分くらいが批判でした。これはテレビを観すぎ
るから⾃閉症になったわけではなく、⾃閉症は⽣
まれつきです。ただ⽣後の環境によって発症の度
合いが変わります。また、男の⼦も⼥の⼦も同じ
ようにリスクがあります。論⽂において男の⼦と
⼥の⼦で有意差が違うのは、男の⼦のサンプル数
が⼥の⼦よりも多く、統計学的に有意差が出やす

いためです。論⽂は正確に読まなければならない
ので、専⾨家と⼀緒に解釈をしていき⾃分たちの
⽣活に当てはめていくことが必要だと思います。 

エコチル調査の結果からも、テレビの視聴時間
や携帯端末機器の使⽤が⻑いと睡眠障害が発⽣す
ることが分かりました。さらに、ICT を使う時間
が⻑い⼈ほど成績が低いことが 2014 年の調査で
分かっています。ただし、スマホ利⽤を 1 時間未
満でやめておくと成績が下がらないという調査結
果もあります。依存症には明確な治療法がなく、
唯⼀ある⽅法はゲーム時間を減らすことです。ゲ
ーム以外のことに興味を持つことができる環境が
重要です。スマホは考えなくてもすぐに答えがで
るため、情報は全く頭には刻まれていないという
ことも⾔われています。 

アメリカでは⼦どもたちの 24 時間をしっかり
と確保しなさいと⾔われています。つまり、重要
な睡眠時間や学校の時間からカウントしていき、
残りの時間でスマホやテレビを観ることができる
ということです。⾃分であるいは親とその⽇のス
ケジュールを計算し実⾏していくことを、アメリ
カの⼩児科学会は提案しています。 

分からないことは多いのですが、ICT 利⽤は健
康にマイナスの影響を及ぼすということを地域で
考えなければなりません。資料には「ママのスマ
ホになりたい」という絵本を載せています。⼦育
てに疲れているお⺟さんがスマホを⾒ているとい
つの間にか時間が経っていて、放置された⼦ども
がママのスマホになりたいと⾔った話です。 
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エコチル調査甲信ユニットセンター  ⼭縣然太朗 センター⻑ 
 
■対話 エコチル調査の概要や研究成果の概要 
̶参加者の⾃⼰紹介 
参加者 A さん「学童の⽀援員をやっておりまして、
⼩学校 1 年⽣から 4 年⽣のお⼦さんをお預かりし
ています。学童では林を借りていて、⾍の⽣態や
枯れる⽊が多くなった原因を調査・研究していま
す。その結果、⽣活環境が変わったことで倒⽊が
多くなっていることに気付きました。そこで、⾃
分たちの学童で⽊を使って秘密基地をつくりまし
た。まだ⾻組みしかできていませんが、⾃分たち
で遊び場を作成しています。今⽇学んだことも⼦
どもたちに伝えていきます。よろしくお願いしま
す。」 
参加者 B さん「⻑いこと中学校で国語の教員をし
ていました。定年退職をしてから、軽度の発達の
障がいのある⼦どもたちの通級指導を担当してい
ます。ここ 10 年くらいで通級指導があるというこ
とが知られてきていると体感しています。孫がこ
れから成⻑していくということと、急激に ICT が
⼊ってきたことを考えると、本⽇の話は興味深か
ったです。皆が真剣に考えていかないと⼤変な事
態になってしまうと感じました。」 
参加者 C さん「幼稚園、保育園を中⼼に先⽣をし
ています。⾃分たちで⽣活を考えるという主体性
を⾼め、さらに興味の幅を広げ学びに繋げること
ができるように努めています。⾃分たちで林を開
拓するなど様々な環境保全活動をしています。今
⽇はためになるお話ありがとうございました。」 
参加者 D さん「特別⽀援学級の教員をしており、
育休中です。エコチル調査はお誘いいただくまで
よく知りませんでしたが、⼦育てをする⺟親とし
ては気になるお話がたくさんありました。まだま
だ研究途中みたいですが、有⽤な話が聞けました。」 
参加者 E さん「公⽴⼩学校で普通学級の教員をし
ています。年⻑の⼥の⼦と 1 歳の男の⼦がいて、
2 ⼈とも同じ病院で産みました。管理が厳しい病

院で、⻑⼥の時は⾏くたびに⺟⼦⼿帳に体重に注
意と書かれていました。しかし、⻑男の時は体重
の増加が⻑⼥の時と変わらなかったにもかかわら
ず体重のことは注意されませんでした。疑問に思
っていたところ、⻑⼥を産んだ後に妊婦の体重増
加のガイドラインが変更になっていたことを知り
ました。今回のお話からも妊婦の体重増加の基準
が変わったことを改めて認識しました。産んだ期
間がそんなに変わらないのに変わることがあるん
だなと思いました。」 
⼭本先⽣「厳しかったですよね。」 
⼭縣センター⻑「⼀時期 7kg までと⾔われていま
したから。」 
参加者 E さん「丁度その時期です。」 
⼭本先⽣「現場でもすごく困っていました。」 
参加者 E さん「産院の検診の部屋に、体重につい
ては⾔わないことと⾔う張り紙を⾒て驚きでした。
産んだ期間が 6 年しか変わらないのにそんなに世
の中が変わるんだと思いました。先ほどの講演の
時にも思わず QR コードを読み込んで記事（たま
ひよ WEB タイアップ記事）を読んでしまいまし
た。ありがとうございました。」 
⼭本先⽣「現場の先⽣⽅や助産師さんからは前の
妊婦の体重増加ガイドラインを変えたいという強
い要望がありました。こういったデータは⼤きい
調査でないと変更できないので、国⺠を代表とす
るデータとしてエコチル調査はすごく活⽤できる
と思います。」 
⼭縣センター⻑「病院によっても新⽣児の体重が
明らかに違うことがありました。⼭梨の富⼠吉⽥
市では 2 つの病院で出産をします。⽚⽅の病院は
体重管理が厳しいので、２つの病院の⼦どもの平
均⾝⻑や体重に⼤きな差があります。」 
⼭本先⽣「⽇本の若い⼥性ではやせ過ぎが問題で
あり、海外のデータと⼤きくずれるので説明が難
しいです。普通は肥満が問題になるので。」 
参加者 F さん「私も⼩学校の教員です。私はアレ
ルギーの関係がすごく気になりました。給⾷の担
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当をしていたときに、⼦どもによって⾷物アレル
ギーの数や症状の重さが全く違うことや、なぜア
レルギーになるのか気になっていました。上の世
代だとアレルギーについて正しく理解していない
⼈も多く、難しい問題だと思います。治ることは
ないかもしれませんが、アレルギーについて広く
知られ、アレルギーの有無にかかわらず皆さんが
幸せに⽣きていけたらと思います。」 
参加者 G さん「学校安全の授業をしています。資
料が充実していて興味深く拝聴しました。N 数が
多く貴重なデータだと思いました。13 歳までかと
思ったら、その先の年齢でも調査を⾏うというこ
とで、ぜひやってほしいと思いました。ICT やネ
ットゲームはとりわけ関⼼をもって聞かせて頂き
ました。ありがとうございます。」 

 
対話を⾏う参加者 

 

■対話 「エコチル調査の研究成果を学校現場で
どう⽣かす？」 
̶参加者からの質問 アレルギーについて 
朱雀「実際に⼦どもたちを⾒ていて、アレルギー
を持つ⼦どもが増えてきたと感じますか？」 
参加者 C さん「近年アレルギーを持つ⼦どもが増
えていることは実感しています。私たちの園では
インフルエンザに罹患する⼦どもが他園より少な
いです。不衛⽣の⽅がかえって免疫が強くなるの
ではないでしょうか。胎児期から幼少期の過ごし
によってアレルギーの発症率が変わるということ
をもう少し知っていただきたいです。」 

朱雀「私の⼦どももアトピーで、1 歳の時に突然発
症しました。アレルギー原因は特定できませんで
したが、８歳の今でもアレルギーの薬をずっと飲
んでいます。アレルギーは遺伝も関係するのでし
ょうか？」 
⼭本先⽣「遺伝だけではないと思います。ただ、エ
コチル調査の結果では半数の⺟親がアレルギーを
発症しています。全員が発症するわけではありま
せんが、おそらく多くの⽇本⼈がアレルギー体質
ではあると思います。発症したら適切に対応して
いくことが重要です。」 
朱雀「本当ですか。」 
⼭縣センター⻑「アレルギーの治療法ははっきり
した⽅が良いです。」 
⼭本先⽣「アレルギー疾患への対応がばらつきま
す。アレルギー疾患の得意な医者とそうではない
医者にかかった⼦の経過は全然違います。⾷物ア
レルギーも実はかなり予防できます。肌の治療を
して早く⾷べ始めたら発症しないので、私の感覚
だと早期から適切に対応できれば 2 ⼈⽬のお⼦さ
んは発症しません。実践できる⼈はすごく少ない
ので、厚⽣労働省のホームページからも申し込み
できるオンライン講習も⾏っています。1 ⼈⽬で
アレルギーに苦労している⽅が講習を⾒て、2 ⼈
⽬は早く対応できるのだと思います。アトピー性
⽪膚炎の発症は現時点では 100％予防はできませ
んが、良い状態にはできます。」 
⼭縣センター⻑「あそこの先⽣は名医だよと⾔わ
れている疾患はまだ治療法が確⽴されていないと
いうことです。標準化されていればどこ⾏っても
治療できます。」 
⼭本先⽣「個⼈によっても治療効果も異なります。」 
⼭縣センター⻑「治療が 100％上⼿くいくことは
ないので。」 
参加者 F さん「ちゃんとご飯を⾷べることができ
るというのは、どのような⾷事なのでしょうか？」 
⼭本先⽣「離乳⾷は通常通り始めて、卵なども医
者に相談して問題なければ早めに少しずつあげ始
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めると良いです。肌をきれいにしてから始めない
といけないので、勝⼿に⾏うと危ないです。環境
中にも要因があるので、実際は離乳⾷を⾷べ始め
る前にアレルギーを発症していることがあります。
なので、⾚ちゃんの時に肌の治療をちゃんとした
上で⾷事を与えることが⼤事です。」 
⼭縣センター⻑「何年前からその⽅法を始めてい
ますか？」 
⼭本先⽣「結構前から始めています。」 
⼭縣センター⻑「最初の仮説が正しいということ
を検証し、エビデンスを得るには時間がかかりま
す。本当に良いという⽅法が⾒つかってから他の
先⽣も同じ治療法を始めます。」 
⼭本先⽣「ガイドラインに載り出したところなの
で、アレルギーの専⾨家以外の先⽣が適切な治療
法を知っているとは限りません。」 
⼭縣センター⻑「科学的なエビデンスに基づいた
効果的な治療法が出てきたのはやっとここ最近で
す。」 
⼭本先⽣「現在、離乳⾷で鶏卵を与え始める時期
が⽣後 5~6 カ⽉になっており、以前よりも早くな
りました。これも私たちの研究結果による変更で
す。離乳⾷の始める時期は変更が多いです。」 
⼭縣センター⻑「分かっていないから変更が多い
のですね。」 
⼭本先⽣「結局専⾨家の新しい研究によるエビデ
ンスでガイドラインが変更するのです。」 
⼭縣センター⻑「僕たちが⾔っているエビデンス
とは偉い先⽣が⾔ったことではなく、エコチル調
査の様にしっかりとした調査に基づいたものです。
また、確率で医療を⾏っているので、調査を⾏わ
ないと中々エビデンスを得ることはできません。」 
⼭本先⽣「妊婦さんの体重のガイドラインもそう
ですが、エビデンスが無いと科学的に治療ができ
ないのです。」 
⼭縣センター⻑「妊婦の体重のガイドラインがな
ぜ厳しかったかというと、妊娠⾼⾎圧といった症
状と体重増加が正⽐例するからです。この理由か

らガイドラインでは体重増加を抑えていたわけで
す。しかし、体重増加を抑えたことで別の副作⽤
が明らかになったため基準が⽢くなりました。」 
 
̶参加者からの質問 発達障害について 
参加者 C さん「発達障害が最近増えていますが、
どの化学物質が関与しているのでしょうか？」 
⼭縣センター⻑「よく分かっていません。コンセ
ンサスが得られているのは、元々⽣まれつき脳に
障害があって、そこに環境要因もかかわっている
ということです。化学物質も関与している可能性
はありますが、それよりも⼈とのかかわりが⼤き
く影響するだろうと⾔われています。なぜテレビ
を多く観る⼦どもに発達障害が多いのかというと、
テレビを観ることが悪いことではなくて、親との
かかわりが減るからです。これはリスクではなく、
他の⼤事なことが失われている可能性があるだろ
うということです。」 
参加者 A さん「⼦どもは⼈とかかわるよりも、ゲ
ームしている⽅が楽しいと思います。ゲームより
も楽しいと思ってもらえるものを考えることが難
しいです。」 
⼭縣センター⻑「おっしゃる通りで、おもしろい
ゲームに 1 つの家庭で対抗することは無理だと思
います。なので、皆で考え、別の楽しめる場所を設
けてあげることが 1 つの⽅法だと思います。」 
 
̶参加者からの質問 ICT と学校のかかわり⽅に
ついて 
朱雀「学校でタブレットの使⽤が増えています。
今回の話を聞いて、実際の授業の中で活⽤できそ
うなことはありますか？タブレットに関する話は
保健や⽣活の授業で多いですか？」 
参加者 F さん「スマホなどに関しては使い⽅教室
があります。知らない⼈とは会ってはいけないと
いうようなことは⾔っていますが、問題は起きま
す。学年によりますが、科学的なデータを⽰すこ
とができれば、⽣徒もより納得するのかもしれま
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せん。」 
参加者 E さん「教科を教える専⾨として雇⽤され
ている教員に課せられる内容が多様で⼿に負えな
い状態です。学校が福祉も担っているところが存
分にあると思います。⼦どもを取り巻く環境とし
て無理が⽣じているとずっと感じています。どう
したら社会全体で⼦どもを守れるのかというのは
⼤きな課題だと思っています。しかし、教員は医
者でも専⾨家でもなく⾔えることが限られてしま
います。実際の保護者会などで、このような調査
結果がでていると⾔うことはできますが説得⼒は
ありません。また、私が発信したとしても⾃分が
担任している⽣徒の家庭にしか伝わりません。学
校はどのような機関と繋がっていくのかが⼤事だ
と思いました。」 
⼭本先⽣「本当だったら学校の先⽣ではなく、専
⾨家が保護者や地域の⼈向けに講演会をすると良
いのではないでしょうか。」 
⼭縣センター⻑「⼦ども家庭庁ができるときに管
轄に学校も⼊れていたら、参加者 E さんが仰って
いたようなことは⼤きく変わっていたと思います。
しかし⽂科省は頑なに拒否されました。⼀⽅で学
校の先⽣だけでなく、より説得⼒のある専⾨家も
上⼿に使うことが重要です。」 
朱雀「実際に⼭梨の学校に講演をしに⾏きます
か？」 
⼭縣センター⻑「呼ばれたら⾏きます。今はネッ
ト が あ る の で 学 校 だ け で な く 、 後 か ら 親 も
YouTube で聞くことができます。1 つの家庭だけ
ではなく、地域で規則を作らないといけません。
例えば、LINE は皆で 21 時以降はやらないといっ
た決まりを作らないと、仲間はずれができてしま
います。地域で決まりを作ると⼦どもたちがとて
も安らかになるといいます。⼦どもたちが安⼼で
きる環境がつくれるということがやってみると分
かります。」 
⼭本先⽣「地域で決まり事をつくると良いという
論⽂は書いていますか？」 

⼭縣センター⻑「論⽂は書いていません。」 
⼭本先⽣「地域で決まり事をつくると良いという
エビデンスがあるとやりやすいですよね。」 
 
̶参加者からの質問 ⽇本の塾通いと教師の役割
について 
参加者 E さん「6 年⽣の中で、年明けから 1 か⽉
近く学校に来ないで中学受験をする⼦は結構いま
す。みんな 4 年⽣から塾に通い出すと、友達と繋
がるのが LINE だけになってしまいます。」 
⼭本先⽣「塾および受験の夜遅くまでの時間が無
法なのが問題です。⼩学⽣でも塾は 9 時に終わる
ことも多いです。⼤⼈の労働は時間が決まってい
ますが、⼦どもの勉強時間は決まっていません。
親と⼦どもの間で勉強について決められますが、
⼦どもにとっては強制であり虐待に近いです。す
べての⼦どもたちがこれに付いていけるわけでは
ありません。根本を変えていかなければいけませ
ん。アメリカの⼊試で良いと思うところは、⾊々
なことをやりながら⾼校を卒業することができる
点です。総合評価によって、⼤学も卒業後どれだ
け活躍できるかが評価として⼤事になります。受
験システムを変えないといけません。私は塾に⾏
くと良くないというデータを出してほしいです。
専⾨家もそういったエビデンスを出さないといけ
ないと思います。⼦どもの睡眠をとても減らされ
てしまいます。過熱してしまっているので。」 
参加者 E さん「⼩学校 3 年⽣だと学童に⼊れなく
なり、その代わりに塾に⾏きだし過熱していきま
す。親も仕事をしていると考えると難しい問題で
す。」 
⼭縣センター⻑「⼩学校に上がるまでのお⼦さん
がいる親は、⽗親も⺟親も⻑時間働かないように
する法律をつくると良いと思います。ゆっくり⼦
どもを預けて仕事をし、⼣⽅ 4 時に迎えに⾏って
⼀緒に過ごすことで、⼦どもが家庭勉強をするこ
とができますし家族の時間がもてます。最近の若
い男性は⼦育てに参加したいという⼈が多いです。 
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⼭縣センター⻑「学⽣にも聞いていますが、男性
の 9 割が⼦育てをしたいと思っています。また、
家庭の⽅が⼤事だから昇進したくないという⼈も
います。すごく世の中が変わってきています。ま
たエビデンスとして、国の⽀援は現物⽀給の⽅が
より出⽣率が上がるということが明らかになって
います。」 
参加者 C さん「家庭だけではなく教員の育成にも
時間とお⾦をかけて、しっかりとした考えを持っ
た先⽣を育ててほしいです。」 
⼭本先⽣「雑⽤が多いですよね。アメリカでは先
⽣は教えることに集中し、他のことは親がボラン
ティアとしてかなり⼿伝わされます。先⽣は教え
ることに集中させないといけないですね。」 
⼭縣センター⻑「ICT を使うことによって仕事を
減らすはずが、この 20 年で余計に仕事が増えてい
ます。」 
⼭本先⽣「例えば、4 年⽣の授業をするとき内容は
突然変わらないですよね。PowerPoint を使ったら
楽なのではないでしょうか？」 
参加者 E さん「教材の内容は変わらなくても、対
象が変わると教え⽅も変えないといけません。ま
た、単元の時間数も改訂ごとにかなり変わります。
私たちもアップデートしなければ教えられませ
ん。」 
参加者 A さん「アップデートは⼤事ですが、他の
雑多なところに時間を取られてしまいますよね。」 
参加者 E さん「本質的なところに時間をかけるた
めに、他のことをとても効率よくやらなければな
りません。例えば⼦どもに遊ぼうと誘われても、
授業の準備をしなければいけません。そうすると
⼦どもに先⽣は遊んでくれないと思われてしまい
ます。」 
⼭本先⽣「先⽣の他に遊ぶ⼈がいたら良いですね。」 
参加者 E さん「そうですね。⼈材を増やして⼦ど
もが頼れる⼤⼈がもっといたらもっと違うのでは
ないでしょうか。学校の中で⼦どもが楽しいとも
っと思ってくれたらと思います。」 

 
参加者と対話を⾏う先⽣⽅ 

（構成・株式会社オーエムシー） 
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